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─ナイン・テイルズ　疾風のサキ─
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　トロンヘイム王国の都から、馬で半日ほどの距きよ離りにある、アシュロンの深き森。

　その森の奥おくに、半ば朽くち果て、近きん隣りんの村々に住む古老たちからも忘わすれかけられている遺い跡せきがある。

　今、その遺跡の前に。

　国王以下、トロンヘイム王家の面々と、宮きゆう廷ていの主たる家か臣しんが顔を揃そろえ、遺跡の正面扉とびらが開く時を待っていた。

「予定の刻こく限げんを、かなり過すぎております」

　王弟である大公のハディングが、周囲に松明たいまつが焚たかれるのを見て、王に告げる。

「…………」

　煌きらびやかな玉ぎよく座ざを用意させ、それに腰こしを下ろしている老王は、チラリと弟を見ただけで、何も語ろうとはしない。

「心配ですな、王子の身に何か起きておらねばよろしいが？」

　王子が死ねば、王位継けい承しよう権けん第一位に昇しよう格かくするハディングは、抜ぬけ目なく憂うれいの表ひよう情じようを作る。

　鬼き神しんの類とされる〝邪じや妖よう〟が巣食うと言われる、封ふう魔ま殿でん。

　その封魔殿の内部に、剣けん一ひと振ふりを携たずさえたのみで三日の間留とどまり、見事生せい還かんすること。

　それが〝退たい魔まの儀ぎ〟と呼よばれる、王家伝でん統とうの儀式なのだ。

　王位継承者にとっての成人の儀にあたる退魔の儀は、通つう常じよう、該がい当とう者しやが十六の年を迎むかえる日に行われる。

　だが、トロンヘイム王国は現げん在ざい、ウートガルト共和国との国こつ境きよう線争いの最中。

　一日も早く後継者の正式指名をとの声が宮廷で持ち上がり、アラン王子は十歳という異い例れいの幼おさなさで、この儀に及およぶこととなったのである。

「陛へい下か」

　そう声をかけたのは、五十代半ばに見える灰はい色いろの髪かみの誠せい実じつそうな男。

　平民でありながらその才覚を買われて宮廷入りした豪ごう商しよう、ダーレン・ハザンである。

「やはり退魔の儀を執とり行うには、アラン殿下はお若わか過ぎたのでは？」

　ハザンはそう言うが、実は、儀式自体はそう危き険けんなものではない。

　扉の近くに留まる限り、邪妖に出会う可か能のう性せいはほとんどない上、王子は魔を追い払はらう護ご符ふを秘ひ密みつ裏りに渡わたされているはずなのだ。

「……ここで死ぬようならば、それだけの器うつわであったということ。失っても惜おしくはないわ」

　深いしわの刻きざまれた顔をわずかにしかめ、ようやく口を開いた王は言い切る。

　と、その時。

「！」

「あれを！」

　家臣たちが一いつ斉せいに、禍まが々まがしい彫ちよう刻こくの施ほどこされた門の方を指さした。

「……ほう」

　目を細める大公ハディング。

　大理石でできた重い扉はゆっくりと、だが、確かく実じつに開きつつあった。

　そして。

「おおっ！」

　一同は、歓かん声せいとも嘆たん息そくとも区別しがたい声を発する。

　開かれた扉の隙すき間まから、赤黒い服に身を包んだ黒髪の少年が姿すがたを現あらわしたのだ。

「アラン！　我わが甥おいよ！」

　やや芝しば居いがかった足取りで真っ先に王子のもとに駆かけ寄よったのは、ハディングだった。

「これは？」

　王子を抱だきとめた大公は、血の匂においに顔をしかめる。

「心配は無用です。これは……わたしの血ではありません」

　喘あえぐような息のもと、王子は叔お父じのハディングに告げた。

　脇わき腹ばらや背せ中なかに残った白い部分から、もともとアランの身に着けていた服の色が暗赤色ではなかったことが分かる。

　服は、血で染そまって赤くなっていたのだ。

「まさか……邪妖と戦われたのか？」

　大公はアランの胸むな元もとを確かめるが、邪妖を払うはずの護符を下げていた様子はない。

「……はい」

　アランはふらつきながらも叔父の手を離はなれ、自分の足で父王の前に進み出る。

「父陛下……」

　少年は老王の前に跪ひざまずき、赤い刃はの剣を捧ささげた。

「七十二柱の邪妖、この剣に封ふう印いんいたしました」

　アランはそれだけ告げると、その場に倒たおれ込こんで気を失う。

「誰だれか！　手当てを！」

　ハディングの命令が飛ぶと、慌あわてた側近たちが駆け寄って王子の介かい抱ほうにかかった。

「馬ば鹿かな……封魔殿の邪妖を、不死たる邪妖のすべてを封印しただと？　そんな話はかつて聞いたことがない」

　啞あ然ぜんとする父王。

「だが、この剣……尋じん常じようのものとは思えませぬな」

　王子の手から落ちた剣を無む造ぞう作さに拾い上げようとしたハディングは、一瞬、まるで赤しやく熱ねつの鉄にでも触ふれたかのように顔を歪ゆがめて指を離した。

「……面おも白しろい」

　ハディングはつぶやき、今度は柄つかを腰こしに巻まいていたサッシュで覆おおって慎しん重ちように剣を摑つかみ上げる。

「これを……」

「なんと禍々しい色か……」

　ハディングの差し出した剣を見て、嫌けん悪おの情じようを顕あらわにする王。

「殿でん下かにお与あたえになった剣は、最初からこのような色を？」

　ダーレン・ハザンが、ゴクリと唾つばを飲み込んで尋たずねる。

「いや、アランに余よが与えしは、銘めい刀とうではあるが、決してこのような……」

「……ご覧らんください」

　ハディングは赤く輝かがやく剣を鞘さやに戻もどすと、その柄に直じかに触れた指先を王に見せる。

「王子は何事もなくこの剣を握にぎっておりましたが、私が持とうとするとこのように」

　大公が示した指には、皮が剝むけかけた火ひ脹ぶくれの痕あとがあった。

「ともかく、この剣は王子以外には使えそうにありませんな」

　ハディングはほんの少し未練の色を残して、剣をアランの傍かたわらに置く。

「アラン……邪じや妖ように魅み入いられたか……末恐おそろしい子よ」

　父王はまるで別の生き物を見るような目で息子むすこを見下ろすと、玉ぎよく座ざから立ち上がった。

「王都に戻る。この者には、十分な手当てを施ほどこしてやれ」

「はっ！」

　王に命じられた家臣たちが、丁てい重ちようにアランを抱かかえ上げ、治ち療りようのために天てん幕まくに運ぶ。

「己おのが息子を〝この者〟か……。我が兄とはいえ、情の薄うすいことよ」

　自身の天幕に戻る王の背せ中なかを見送り、つぶやく大公ハディング。

「おそらく、邪妖を払はらう護ご符ふを王子に渡わたさなかったのも、王の差し金。……俺おれが王位に就つく望みも、まだまだ消えていないか」

　野心が静かに燻くすぶる大公の瞳ひとみは、松明たいまつの明かりを反はん射しやし、暗くら闇やみに妖あやしく輝いていた。




　　　　＊　　＊　　＊




　これより半年の後、国王カモラク五世崩ほう御ぎよ。

　幼よう年ねんの王の即そく位いによる混こん乱らんを恐れた十二人委員会は、大公ハディングを国王代理に推すい挙きよした。

　だが、ハディングはその後、十二人委員会を懐かい柔じゆう、正式に王に即位し、皇こう太たい子しアランは大公の地位に就つけられた。

　新王ハディングは友好関係にあったヒベルニア神しん聖せい王国に軍を進め、ここに新領りよう土ど獲かく得とく戦争が勃ぼつ発ぱつ。

　さらに国内では、新王の政せい策さくに対する不満が噴ふん出しゆつ。

　宮きゆう廷ていと十二人委員会は、これを力で抑おさえつけた。

　数年後、国民と宮廷の橋渡わたし役であった、豪ごう商しようダーレン・ハザン暗殺。

　トロンヘイム王国は、麻あさのごとく乱みだれた。




　そして、さらに数年が経けい過かし……。
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「アラン・シーヴァルドかい？」

　月のない、雨がそぼ降ふる深夜。

　王都の裏うら通りを歩くアランの前に、小さな影かげが立ちはだかった。

「王都守しゆ備び隊第九中隊長、アラン・シーヴァルド？」

「それが？」

　アランは濡ぬれた黒くろ髪かみを指で搔かき上げ、蒼あおい目を細める。

「このあたりをうろつく男だん娼しようではないな。見ぬ顔だ」

「無用心だよね」

　フードを目ま深ぶかに被かぶった小こ柄がらなその影は、厚あつ手での外がい套とうをめくり上げて、腰こしに帯びた剣けんの柄つかを顕あらわにする。

「先王の長子で、現げん国王ハディングの甥おい、ヴァイマーヘン大公アランともあろう方が、馬車にも乗らずに真夜中の一人歩きなんてさ。辻つじ強ごう盗とうに襲おそってくださいって、言ってるみたいなもんだよ」

　近くの窓まどから漏もれる光にかすかに照らし出された刺客の横顔は、まだ幼おさなさの残る少年のものだった。

「腕うでには覚えがあるようだな」

　アランはつぶやき、自らも黒い外套を脱ぬぎ捨すてた。

　その腰には、質しつ素そな拵こしらえの鞘さやに納おさめられた剣が見える。

「先に抜ぬくがいい」

　長身瘦そう軀くのアランは両手を身体からだから離はなして広げ、どこからでも打ち込んで来いと言うように誘さそう。

「甘あまいよ！」

　小柄な刺客は、雨に濡れた石いし畳だたみの上を滑すべるようにして間合いを一気に詰つめた。

「食らえ、〝三日月〟！」

　ギュン！

　抜き放たれる刺客の白はく刃じんが風を切り裂さき、アランの脇わき腹ばらに迫せまる。

　ガッ！

「……この程てい度どか？」

　アランは冷ややかな目で少年を見た。

　並なみの剣士ならば、胴どうを両りよう断だんされていたはずの抜ばつ刀とう技わざ。

　それを、半ば鞘に納まったままのアランの剣は、易やす々やすと受け止めていたのだ。

　ビュッ！

　アランはそのまま、左の手刀で刺客の首くび筋すじを狙ねらう。

「！」

　これを紙かみ一ひと重えで避よけた刺客の少年はいったん間合いを取ると、外套を濡れた石畳の上に脱ぎ捨てて山やま吹ぶき色の髪かみを振ふり、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せた。

「……やるね」

　少年の大きな菫すみれ色の瞳ひとみが、歓よろこびに輝かがやく。

「やっぱ、一万ダカットの報ほう奨しよう金きんは、伊だ達てじゃないってこと？」

「たった一万とは、大分値ね切ぎられたな」

　アランは剣を完全に抜き放つと、剣先を無む造ぞう作さに下げた。

　鈍にぶく赤色に輝く剣身。

　それがそぼ降る雨あま粒つぶを弾はじき、まるで怨えん嗟さの呻うめき声のような音を立てる。

　オオオオオオーン！

「……へえ、それ？　血を糧かてとする七十二柱の邪じや妖ようを宿すと言われる、飢き魂こんの剣けんって？」

　耳みみ障ざわりな剣の声を聞いた少年は、間合いをゆっくりと詰めつつ、右手の石いし壁かべを引っ搔くように、抜き身の刃やいばを斜ななめに擦こすりつけた。

　キキキキキィー！

　青白い火花が、小雨の中で光る。

　少年の笑みが、その火花の輝きで闇やみの中に浮うき上がった。

「あんたを殺やったら、その剣を貰もらおうかな⁉」

　シュバッ！

　アランの懐ふところに飛び込こんで、胴を薙なごうとする少年。

　降り注ぐ細かな雨粒が両断され、空中に白い軌き跡せきを描えがくが、アランはわずかに左足を引いただけで危あぶなげなくこれを見切る。

　だが。

　チュイーン！

　空振りしたかに見えた少年の剣が、刃を返すと同時に後方の家の壁を直ちよく撃げきし、再ふたたび火花を散らした。

　ギュン！

　初めから、これが狙いだったのだろう。

　壁に当たった反動で速度を上げた白刃は、先ほどと逆ぎやくの軌跡を描いてアランの喉のど元もとに向かって伸のびた。

　音速を超こえた剣けん先さきが衝しよう撃げき波はを生み、周囲の空気を歪ゆがませる。

　しかし、アランは冷静に柄つか頭がしらでこれを受けると、その力を利用してさらに剣速を上げ、少年の手首の内側の動脈を狙った。

「！」

　少年は、体たい勢せいを崩くずしながらも辛かろうじてアランの剣をやり過すごすと、後ろに跳とんで間合いを取る。

「……ふう」

　かすめた飢魂の剣に裂かれた袖そで口ぐちを見て、少年は口笛を吹ふく。

「僕ぼくの〝飛ひ竜りゆう返し〟をかわしたの、あんたが初めてだよ」

「壁に剣先を擦り付けるとは、奇き妙みような戯ざれ事をすると思ったが……」

　アランは眉まゆをひそめる。

「壁との距きよ離りを測はかっていたか。いかにも暗殺慣なれした邪剣。まるで獣けものの剣だな」

「あんた、最高だね」

　破は顔がんする少年。

「できればこのまま、ずっとあんたと殺り合ってたいくらいに。でも、これ以上時間をかけると、人が集まってくるからね。悪いけど、けり、つけさせてもらうよ！」
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　少年は剣を水平に構かまえ、目を閉とじて意い識しきを集中した。

「……我わが身に宿りし、闇の力よ！　血と苦く悶もんと悲ひ嘆たんに飢うえし、悪あしき存そん在ざいよ！　我われ……汝なんじを解放す！」

　すると。

　ザザザザザザザッ！

　周囲の空気が振しん動どうし、雨粒を弾き飛ばすと同時に、光の渦うずが少年を中心に生まれて、その身体からだを包み込んだ。

　暗い紫むらさきから、眩まばゆいばかりの鮮あざやかな紅あか色いろへ。

　光は次し第だいに変化し、やがて、少年の身体は緋ひ色いろの疾しつ風ぷうの衣ころもをまとったかのようになる。

　そして。

「行くよ」

　目ま蓋ぶたを開いた時、少年の瞳は炎ほのお色いろに変化していた。

　まるで野や獣じゆうのようなその目が、今、初めてその存そん在ざいに気がついたようにアランを見つめる。

『……なるほど、小こ僧ぞう、ぬしにはあの男、ちと荷が重いか？』

　少年の口から、先ほどまでの声とはまったく別の、からかうような調子の声が発せられた。

　やや古風な発音をする、女じよ性せいのような声だ。

「黙だまれよ、化ばけ物」

　今度は少年の声。

「あいつの血が欲ほしかったら、僕に協力しろ」

『よかろう』

　別の声は答えた。

「……ほう。その身には、何かが憑ついているようだな？」

　アランの口元に少し、面おも白しろがるような表ひよう情じようが浮かぶ。

「多少は楽しませて貰えそうだ」

「楽しむのはこっちさ！」

　ザッシャーッ！

　舞まい上がる水みず飛沫しぶき。

　八相の構えから地を蹴けって一気に距離を詰つめ、少年はアランの肩かた口ぐちを狙ねらった。

　ドガガガガッ！

　スレスレのところでアランがこれを見切ると、少年の剣はその足元の石いし畳だたみを割わり砕くだき、剣けん身しんの半分ぐらいまで深くめり込む。

「……なるほど、さっきまでとは段だん違ちがいと言っていい」

　摺すり足でやや距離を取りながら、正せい眼がんに構えるアラン。

「剣速は三倍から四倍。剣けん圧あつは八倍以上といったところか。こうでなくては面白くない」

「こうなるともう、僕自身にも抑おさえが利きかないんでね！」

　少年は畳みかけるように攻こう撃げきを繰くり出した。

　右袈け裟さ懸がけから、車輪を経へての逆ぎやく胴どう、そして突つき。

　通つう常じようの視し力りよくでは到とう底てい追えない動きである。

　だが、血色の輝かがやきを放ちつつ脈動する飢き魂こんの剣けんは、これをことごとく鎬しのぎで受け、さらに押おし返す。

「名を聞いておこうか、少年？」

　冷静に間合いを測りながら、アランは尋たずねた。

「サキ！」

　緋の疾風をまとった少年は、冷たく淀よどんだ夜の空気を切り裂さきながら答える。

「ディープスガッセのサキ！」

　ディープスガッセは、泥どろ棒ぼう小こう路じの意。

　王都でも最も荒すさんだ貧ひん民みん街がいだ。

「ふっ、こそ泥通りのサキか。では、サキ。こちらも少しばかり手の内を見せるとしよう」

　アランは飢魂の剣を背せ中なかに回すと、やや前まえ屈かがみの姿し勢せいから倒たおれ込むようにして突きを放った。

　ギュン！

「……加速？」

　それは、変へん貌ぼうを遂とげたサキの速さの、さらに数段上をゆく瞬しゆん技ぎだった。

　もはやサキの目にも、アランが遠い間合いからふっと姿すがたを消し、突とつ然ぜん目の前に現あらわれたようにしか映うつらない。

「速い！」

　剣先が自分の胸むな元もとに来てから、さらに剣身が伸のびるような感覚を受ける片かた手て突き。

　キュインッ！

　周囲が一瞬、明るく照らし出されるような火花が飛び散る。

「退ひけば……殺られる！」

　サキは辛かろうじて飢魂の剣を撥はね除のけると、大きく踏ふみ込んで頭ず蓋がいを叩たたき割るように剣を振ふり下ろした。

　ガッ！

　これを鍔つば元もとで受ける飢魂の剣。

　二人の戦いは、鍔つば迫ぜり合いの膠こう着ちやく状じよう態たいに入ったかのように見える。

「いくら速くても、この状態なら力の勝負！」

　ジリジリと、壁かべ際ぎわにアランを追い詰めるサキ。

「このまま……押し切る！」

　サキは一気に飢魂の剣を断たち割ろうと、さらに剣圧を高めた。

　緋ひ色いろの疾しつ風ぷうが渦うずを作り、雨う滴てきを地面から夜空へと吸すい上げる。

　しかし。

「……終わりだ」

　アランは宣せん言げんした。

　と、同時に。

　飢魂の剣が眩まばゆいばかりに輝かがやきを増ますと、サキの剣を手元近くから真っ二つに断ち割った。

　ヒュン！

　鍔から指一本分の幅はばほどを残し、折れた白刃が夜空に舞う。

「くっ！」

　驚きよう愕がくの表ひよう情じようのサキ。

　そして、アランの必殺の一撃がそのまま、サキの肩かた口ぐちから胸むねまでを一気に両りよう断だんしようとしたその時。

　オオオーンッ！

　地の底から湧わき上がるような低い共鳴音が、周囲の湿しめった空気を震ふるわせた。

　そして、その不気味な音とともに、飢魂の剣の歪ゆがんだ赤い輝きから光の触しよく手しゆのようなものが伸びると、サキがまとう緋色の疾風を包み込もうとする。

（飢魂の剣！　この子こ供どもを喰くらう気か⁉）

　緋色の風と、濁にごった血を思わせる暗赤色の拍はく動どう。

　その二つが交じり合い、アランの目の前でひとつの輝きになろうとしていた。

　周囲の空気が歪み、瘴しよう気きが辺りに漂ただよう。

（させるか！）

　邪じや悪あくな意い志しがぶつかり合うのを感じたアランは、咄とつ嗟さに剣を逆さか手てに持ちかえた。

　ガッ！

　サキの鳩尾みぞおちに食い込む、飢魂の剣の柄つか頭がしら。

　すると。

「ア……ラン」

　サキの身を包んでいた緋色の疾風が、空気に溶とけ込こむようにふっと消えた。

　同時に炎ほのお色いろに輝かがやく瞳ひとみも、通つう常じようの菫すみれ色いろに戻もどってゆく。

　一方、飢魂の剣は、獲え物ものが逃にげてゆくのを感じ取ったかのように、憤ふん怒ぬを顕あらわにしてどす黒く脈打つ。

「……邪じや妖ようどもが。貴き様さまらの望み通りにはさせん」

　アランは剣を強ごう引いんに鞘さやに納おさめた。

『……ほう』

　石いし畳だたみの上に崩くずれ落ちながら、一瞬、その瞳がもう一度炎色に煌きらめき、サキの中にいるもうひとつの意い志しらしき存そん在ざいが、不思議そうにアランを見つめた。

『何ゆえ、この小こ僧ぞうを殺さぬ？　変わった男よ』

　だが、炎色の光はすぐに消え、それとともに、声も沈ちん黙もくする。

「……まさか？」

　つぶやいたアランはサキの身体からだを腕うでで受け止めると、チラリと背中の方に目をやって声を発した。

「いるのだろう？　姿を見せろ」

　この声に応こたえるかのように、突とつ然ぜん、ひとつの黒い影かげが音もなく、石畳の上に跪ひざまずく形で姿すがたを現あらわした。

「ここに」

　黒い影は、まだ若わかい女じよ性せいの声で言う。

「お見事です、閣かつ下か」

「惑わく香こう霞かを張はったのはお前か、ヨルカ？」

　アランは周囲を見み渡わたした。

　いつの間にか、この界かい隈わいだけがぼんやりとした白いヴェールに包まれている。

「無ぶ粋すいな介かい入にゆうは好まれないと思いましたので」

　と、女。

　ヨルカと呼よばれた女が張ったのは、特とく殊しゆな香こうによる一種の結けつ界かい。

　周囲にこの香を焚たくことにより、踏ふみ入ろうとする者の感覚を惑まどわし、風の強い場所でない限かぎり一定時間、部外者の侵しん入にゆうを断つことができるのだ。

「気を遣つかわせたな」

　アランはサキを石畳の上に横たえる。

「さきほど、ディアンたちを呼びました。もうすぐ到とう着ちやくするころかと」

　ヨルカは顔を上げた。

　二十代前半か、半ば。

　妖よう艶えんさと無邪気さを兼かね備そなえた、大人の女性の香かおりが漂ってくるような美女である。

　瞳ひとみは霞かすみ色いろ。

　長い黒くろ髪かみを後ろでまとめ、動き易やすそうな黒くろ装しよう束ぞくの下には鎖くさり帷子かたびらが見える。

　小しよう剣けんを背中に、地面とほぼ平行になるように挿さしているのは、闇やみ隊士と呼ばれる彼女たち独どく特とくのやり方だ。

「周囲に他の刺し客かくの気配はありません。今、探さぐらせていますが……」

　と、ヨルカが言いかけた時。

「隊長！」

　黒い外がい套とうをまとった三人の男女が、アランたちのいる路地裏うらに駆かけ込んできた。

「ふ、来たか」

　口元にかすかに笑えみをたたえるアラン。

「隊長！」

　真っ先に現われた長身の青年は、まだ十代だろう。

　髪はくすんだ金きん髪ぱつで、精せい悍かんと呼ぶにはやや柔にゆう和わな顔つき。

　身の丈たけほどもある両手用の大剣クレイモアを背負っている。

「そいつですか、刺客は⁉」

　青年は呼こ吸きゆうを整えながら、アランに尋たずねる。

「子こ供ども？」

　後に続いてきた赤毛の女が、形のいい眉まゆをひそめた。

　こちらもまだ、十代に見える。

　手には、市街地での任にん務むに合わせて柄つかをやや短くした矛槍ハルベルト。

　ヨルカに比くらべるとまだ青い蕾つぼみを思わせる面おも立だちで、大きなエメラルドを思わせる瞳が魅み惑わく的である。

「そうですね、ヴィスナ」

　意い識しきのないサキの傍かたわらに膝ひざを突ついて人相を検あらためた若者が、眼鏡めがねをつっと指で押し上げながら立ち上がった。

「ですが、舐なめてかからない方がいい。この少年の人相風体、手配書にあったものと一いつ致ちします」

　知的で温おん厚こうな顔つきのこちらは、ほぼ、ヨルカと同年代の二十代前半。

　腰こしには、やや浅あさめの反りが入った片刃剣シヤムシール。

　暗あん褐かつ色しよくの髪はキッチリと整えてあり、制せい服ふくにも全く汚よごれやしわがない。

　性せい格かくの生き真ま面じ目めさが、そのまま身だしなみに表われている感じである。

　この三人がまとっている制服は、王都守しゆ備び隊たい正せい規きのもので、黒くろ鋼がね女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの糸を織おり込んで防ぼう御ぎよ効こう果かを高めた〝甲こう外がい套とう〟と呼ばれる黒い外套が特とく徴ちよう。

　隠おん密みつ活動に適てきした軽けい装そうのヨルカとは、立場が違ちがうことが見て取れる。

「手配書？」

　と、面めん倒どう臭くさそうな表ひよう情じようになる赤毛のヴィスナ。

「ええ。ここ半年ほどの間にあった殺人事じ件けんのうち、八件の目もく撃げき証しよう言げんに、この子らしき少年の姿があります」

　眼鏡の若者は立ち上がると、アランを見ながら記き憶おくしている事例を淡たん々たんと列挙する。

「そのうち、二月七日の密みつ偵ていマルコヴィッチ殺害、四月十八日のイリシュ参事会員暗殺、五月三日の守備隊第七中隊強きよう襲しゆう事件。この三件に関しては、ほぼ確かく実じつにこの少年の単たん独どく犯はんと思われます。身み柄がらを確かく保ほし、上に報ほう告こくしますか？」

「……いや。ロレル、それは少し待とう」

　アランは少し考えてから、頭かぶりを振ふった。

「こやつ、この年にしてはなかなかの腕うでだ。それに面おも白しろい力も持っている」

「炎色に瞳ひとみが変化し、緋ひ色いろの風をまとう？」

　と、尋ねるロレル。

「ああ」

　うなずくアラン。

「そうですか。……やはり、手配書にあった通りですね」

　ロレルは眼鏡の奥おくの瞳に笑みをたたえる。

「よしてくださいよ、隊長」

　アランの考えを悟さとり、うんざりとした顔で口を挟はさむ大剣の青年。

「いくらうちが人手不足だからって、殺し屋のガキを」

「ディアン、第七中隊は事件の時に人員の三分の一以上を失ったわ」

　ヨルカは気を失っている少年を見下ろして、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「この少年がその犯人だとして、もしも手て懐なずけられたら、第九小隊、いえ、あなたたち〝九きゆう尾びの猫ねこ〟にとっては大きな戦力になると思うけど？」

「あのな、信しん義ぎの問題っていうのがあるだろうが！　別の中隊とはいえ、隊士を殺した奴やつを仲間にできるか！」

　ディアンと呼よばれた大剣の青年は、咎とがめるような視し線せんでヨルカを振り返った。

「そもそもお前な、隊長が襲おそわれるのを、最初から最後まで見ていたのか⁉」

「ええ」

「なら、なんで加か勢せいしない⁉」

「あのねえ、まだ分かってないの？」

　腰に手を当ててディアンを睨にらむヨルカの口調は、アランに対する時とは明らかに違っている。

「わたしたち〝闇やみ〟隊士はね、あなたたち正規の隊士とは身分が違うの。非ひ合法のどんな汚きたない仕事でもやる代わり、契けい約やく無しには動かない。アラン隊長とは護ご衛えい任にん務むに関する明確な契約を結んでいないから、手を貸かしていたらタダ働きじゃない？」

「けどな！」

「もちろん」

　猶なおも顔をしかめるディアンの唇くちびるに、ヨルカは指を当てた。

「アラン隊長は大切なお得意様だし、本当に危あぶなかったら助けたわよ。でも、結局平気だったでしょう？」

「う……ま、まあな」

　照れ臭そうに鼻の頭を搔かくディアン。

「いちゃつくんなら、二人きりの時にして欲ほしいんだけど？」

　友人以上であることを思わせる二人の親しげな様子に、ヴィスナが眉まゆをひそめたその時。

「……報告いたします」

　ヨルカのものとよく似にた隊服をまとった少女が、ふっと一同の前に姿すがたを現あらわした。

「ひっ！」

　少女に驚おどろいたヴィスナは、声を上げて飛び上がる。

「周囲に不ふ審しんな人ひと影かげ無し。恐おそらくはその刺客、単独行動かと」

　アランとヨルカの前に跪ひざまずいた華きや奢しやな銀ぎん髪ぱつの少女は、硬かたい調子の声でそう告げた。

「……止とどめ、刺さしますか？」

　少女は小しよう剣けんを抜ぬく。

　透すき通るような肌はだに、翠みどりの瞳。

　表情の硬さがなければ、美しいと言ってもいいだろう。

　もっとも、ヴィスナやヨルカのような、街中を歩いていて、誰だれもが振り返るといった感じとは少し違う。

　街がい頭とうの大たい樹じゆの陰かげにひっそりと咲さく小さな花のような、清せい楚そな美しさを少女はたたえていた。

「今はその必要はないわ」

「……はい」

　ヨルカに言われた少女は、剣を鞘さやに戻もどす。

「その子、新しい闇隊士か？　初めて見る顔だな」

　と、ディアンはヨルカに尋たずねる。

「里から来たばかりの見習いよ。今、仕事を覚えさせているところ。正式に任務に就つくのは、半年くらい先になるはずね」

　ヨルカは説明し、少女を立たせる。

「イーファだ」

　無ぶ愛あい想そうな少女は、ディアンを見上げて名乗った。

「だ、じゃない。イーファです、でしょ」

　ヨルカは少女の頭を小こ突づくと、ディアンに向かってペロリと舌したを出す。

「ごめん。なんか、礼れい儀ぎを知らない上に、この子ったら愛あい想そなくって」

「なんて言うか……面おも白しろい子だな」

　苦く笑しようするディアン。

「……フィフィの妹よ」

　ヨルカは声をひそめて付け足した。

「すると、例の能のう力りよくの？」

　ディアンはフィフィという名に、わずかに眉をしかめる。

「そう」

　ヨルカはうなずくと、アランを振ふり返って尋ねた。

「この少年の背はい後ご関係を探さぐりますか？」

「相変わらず商売がうまいな」

　アランはふっと笑う。

「お褒ほめに与あずかり、光栄ですわ」

「前金で二千ダカット。成功報ほう酬しゆうは五千。契約書は屋や敷しきに回せ。署しよ名めいする」

「ただちに」

　ヨルカは一礼し、イーファとともに闇の中に搔き消えるようにその場を辞じした。

「ああいうとこ、見事だよね」

　小さく口笛を吹ふくヴィスナ。

「闇隊士の里では、子こ供どもが歩けるようになったその日から、隠おん密みつ行動の訓練が始まるそうですから」

　ロレルが眼鏡めがねの奥おくの目を細める。

「最初の試練を生き残る者は、三人にひとり。男子は大たい抵てい、七つ目の試練までに振り落とされるらしいです」

「……マジ？」

「噂うわさが全部真実だとは言いませんよ。まあ、そういう噂を流すのも、一種の諜ちよう報ほう活動、ということでしょう」

　ロレルは肩かたをすくめた。

「それにしても、手付けが二千ダカットに、さらに成功報酬五千ですか。隊の会計を預あずかる身としては、頭が痛いたいですね」

「ディアン」

　アランはロレルの愚ぐ痴ちなど耳に入らない様子で、大剣の青年に声をかける。

「この少年はお前に任まかせる。隊で使えるようにしろ」

「……え？　俺おれが、ですか？」

　自分を指さすディアン。

「そういうことらしいです。まあ、頑がん張ばってください、面めん倒どう見みのいいディアンさん」

　目を丸くするディアンの肩を、ロレルは叩たたいた。

「私は先に詰つめ所に戻もどっていますから」

「あたしも～」

　ヴィスナは欠伸あくびをして、肩に矛槍ハルベルトを担かつぐ。

「た、隊長？」

　顔を引きつらせるディアン。

「行け。さすがに今夜はもう、襲おそわれることはあるまい」

　アランはそう告げると、途と方ほうに暮くれるディアンに背せを向け、表通りに向かって歩き出した。




　　　　＊　　＊　　＊




　かつては叔お父じのものであり、大公位を受け継つぐと同時にアランの所有物となったヴァイマーヘン大公家の王都屋敷は、西の街門近くの大だい邸てい宅たくが建たち並ならぶ地ち域いきにあった。

　夜明けも近いこの時間、この界かい隈わいに人通りは少ない。

　貴き族ぞくのほとんどは六頭立ての馬車で外出するので、このあたりで徒と歩ほの者を見たら、どこかの屋敷の使用人と見てほぼ間ま違ちがいない。

　途中ですれ違った男女も、外で逢おう瀬せを重ねるどこかの使用人だろう。

　アランの顔を見ると、ギョッとした表ひよう情じようになり、早足で逃にげるように去ってゆく。

「……物もの盗とりと見られたか？　この殺気では無理もない」

　アランは先せん刻こくの斬きり合いの興こう奮ふんが冷めていないことに気がつき、苦く笑しようした。

　すでに霧きり雨さめは止やみ、東の空は明るくなりかけている。

「……？」

　自分の屋敷のそばまで来たところで、アランは屋敷の門柱に寄よりかかって座すわる小こ柄がらな姿すがたを見つけた。

「人の屋敷の前で何をしている？」

　アランはその姿に歩み寄ると、声をかける。

「ヴァイマーヘン大公、貴方あなたを……」

　座っていたのは、十五、六に見える裸足はだしの少女。

「貴方をお待ちしていました」

　少女は顔を上げ、か細い声で言った。

「……私を？」

　この少女と面めん識しきはないはず。
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　アランは少女を観察する。

　やや銀に近い金きん髪ぱつ。

　無む駄だな贅ぜい肉にくのない長い四し肢し。

　ゆったりとした純じゆん白ぱくの衣い装しようは、雨に濡ぬれて肌はだに張はり付き、半はん透とう明めいになっている。

　どのくらいここで待っていたのだろうか？

　雨に体温を奪うばわれたらしく、ほんの少し肌はだが蒼あお褪ざめている。

　青空を思わせる澄すんだ瞳ひとみと、清せい潔けつ感の漂ただよう柔やわらかそうな唇くちびるに、アランの意識は否いや応おう無なしに惹ひきつけられる。

「ヒベルニアの訛なまり。巫み女こか？」

　アランは言った。

　隣りん国ごくであり、現げん在ざいはこのトロンヘイムと交戦状じよう態たいにあるヒベルニア神しん聖せい王国は、一種の神しん権けん国家。

　その政せい治じ、軍事の中ちゆう枢すうをなすのは、巫ふ術じゆつ使いや巫女と呼よばれる、神をその身に宿すことのできる神官である。

　アランの目の前に立つ少女からは、どことなくその巫女を思わせる神聖な雰ふん囲い気きが漂ってきている。

「はい」

　少女はうなずく。

「以前は巫女として、神々に仕えておりました」

「どうやら刺し客かくではないようだが……」

　一ひと晩ばんに二回襲われることはさすがにないだろう、とこれまでの経けい験けんからアランは思う。

「敵てき国こくの巫女が、何ゆえ私を待つ？」

「運命を確たしかめに」

「誰の運命だ？」

「わたしと、そして貴方の」

「面おも白しろいことを言う娘むすめだ」

「わたしは、貴方という人間を見定めねばなりません。滅ほろびと再さい生せい、これから世界がどちらの方向に向かうのかを知るために」

　そう告げる少女の目に、狂きよう気きの色は宿っていない。

　そのことを確かめてから、アランは尋たずねた。

「名は？」

「この肉体の名はリネット」

　少女は自分の胸むねに手を当てる。

「まるで今、私と話している存そん在ざいが、その肉体本来の主とは別人であるような物言いだな」

「ある意味においては、その通りです」

　と、少女。

「肉体はあらゆる魂たましいにとって、仮かりの宿に過すぎません」

「私は世界と関かかわるようなたいそうな男ではない。私を見み極きわめた上で、お前の見み込こみ違ちがいであったら？」

「その時は恐おそらく、貴方を殺すことになるでしょう」

「……今日は奇き妙みような人間をよく拾う日だ」

　アランは頭かぶりを振ふると、手を差し出した。

「……あ」

　リネットはその手を取って立ち上がる。

「入れ」

　アランは鋼こう鉄てつの扉とびらを自らの手で開いて、屋や敷しきにリネットを招まねき入れた。

　暗く、人ひと影かげのない大広間。

　アランは近くの燭しよく台だいに火を灯ともす。

「お屋敷に……人は少ないのですね？」

　ほのかな明かりに浮うき上がるリネットの顔が、周囲を見み渡わたす。

「不思議か？」

「いえ。ただ、大公様ともなれば、国王陛へい下かに次ぐ地位のお方。それにこのお屋敷の規き模ぼからしても、数百人の使用人がいておかしくはないかと」

「落ち目の家からは、鼠ねずみさえも出てゆく。今では家令の他ほかに、十数人といったところか」

　皮肉げに言ったアランは、壁かべ際ぎわに下がる紐ひもを引く。

「そういうものですか？」

「そういうものだ」

　どこか遠くで鈴すずの鳴る音。

　間もなく年老いた瘦やせぎすの男がやって、アランに向かって一礼する。

「お帰りなさいませ。……また、女じよ性せいのお客様ですかな？」

「また？」

　かすかに顔をしかめるリネット。

「この娘は今日から屋敷で働く。着き替がえと部屋を用意してやれ」

　アランは咳せき払ばらいしてから言った。

「かしこまりました」

　老人は一礼すると、リネットの格かつ好こうと蒼あお褪ざめた顔色を見る。

「……まずは、熱いお風ふ呂ろが必要なようで？」

「この男はこの屋敷の家令だ。分からぬことがあればこの男に聞け」

　アランはリネットに告げる。

「新しい使用人、と？　……なるほど、これで少しは私も楽になりますかな？」

　家令はそう漏もらしながら、奥おくの部屋に向かった。

「わたしが……ここで働くのですか？」

　家令が姿すがたを消すと、リネットはアランを見つめる。

「私を見極めるのなら、それが一番の近道だろう？」

　アランは少女のあごに指をかけて顔を引き起こすと、そのまま唇くちびるを重ねた。

「な、何を！」

　リネットはアランの身体からだを突つき放すと、初めて動どう揺ようの表情を見せる。

「その肉体、仮かりの宿の割わりには、いい反はん応のうをする」

「いつも初対面の女性に、このようなことをなさるのですか？」

　リネットはゴシゴシと袖そでで唇を拭ぬぐった。

「気に入らぬか？」

「はい」

「では、初めてと言っておこう」

「さっき、家令の方はまた、と仰おつしやいました」

「つまらぬところで記き憶おくのいい」

　アランはもう一度、リネットを抱だき寄よせる。

「お止よしください」

　身を強こわ張ばらせる少女。

「嫌いやか？」

「……私の身体は……冷え切っています」

　少女は頭を振った。

「本当に嫌なら……この手を離はなすとしよう」

　アランの手が、少女の背せ中なかのボタンを外す。

「大公様……駄だ目め……です」

「……アランでいい」

　少女の身体から力が抜ぬけた。




　　　　＊　　＊　　＊




「ヴァイマーヘン大公の暗殺、どうやら不ふ首しゆ尾びに終わったようです」

　同じ頃ころ。

　黒くろ装しよう束ぞくの人物が郊こう外がいの邸てい宅たくを訪おとずれ、灰はい色いろの髪かみの人物に報ほう告こくしていた。

「金で雇やとえる中では、一番腕うでのいい暗殺者を送ったのですが……」

「……やはり、無駄であったか」

　灰色の髪の男はうなずいた。

「……大公は、王位を簒さん奪だつしたハディングを快こころよく思っていないはず。懐かい柔じゆう策さくを取るのは如何いかがでしょう？　我われ々われ志し士しの考えに同調する可か能のう性せいもあるかと」

　少し迷まよってから、黒装束の人物は提てい案あんする。

「……かなり前」

　しばらく瞑めい目もくしてから、灰色の髪の男は言った。

「まだ彼が少年の頃に、大公の目を見たことがある。あれは……我らとは相あい容いれぬ孤こ高こうの狼おおかみの目だった」

「狼の……目？」

「しばし、大公のことは置いておこう。それよりも……」

　灰色の髪の男は声をひそめ、次の指し示じを黒装束の男に与あたえた。
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　それは、奇き妙みような取り合わせだった。

　ひとりは金色の柔やわらかそうな髪をなびかせた、育ちの良さを感じさせる長身の美び丈じよう夫ふ。

　もうひとりは中肉中ちゆう背ぜい、顔立ちは整ってはいるが、ギラギラとした目つきをした浅黒い肌はだの青年。

　その二人が同じ黒い外がい套とうを身にまとい、肩かたを並ならべ、人の流れを搔かき分けるようにして、朝市の立つレ・ザルキ広場を歩いていた。

　広場には、夜明け前から集まり始めた呼よび売り商人の屋台が所ところ狭せましと並び、威い勢せいのいい客寄よせの声が飛び交かっている。

　燻くん製せい鰊にしんや生肉、焼き栗ぐり、林檎りんご、野菜などの食料品に、古着や靴くつ、蠟ろう燭そくや照明用の油に、果ては棺かん桶おけまで。

　市民の生活に必要な、ありとあらゆる商品を扱あつかう出店が、ここには集まっているのだ。

「おい」

　浅黒い肌の青年は、そのうちの一軒けんに声をかける。

「屋台の売り台が前に出で過すぎてるぜ、おっさん。これじゃ馬車が通れないだろうが」

　王都の営えい業ぎよう法では、貴き族ぞくの馬車がすれ違ちがえるだけの通路を残すことが、広場に出店を出す商人には義ぎ務む付けられている。

　もっとも、決まった店てん舗ぽを持たず、市いちが立つ場所を点々として出店を開く呼び売り商人の数は、市の開かれる面積と比ひ較かくすると圧あつ倒とう的に多いのが事実。

　この法が守られることは、全くないと言っていい。

「これはこれは、アギさんにトリスト様」

　呼び売り商人は、王都守しゆ備び隊第九中隊、通つう称しよう〝九尾の猫〟の隊士である二人に頭を下げた。

〝さん〟と〝様〟というように二人の敬けい称しようが違うのは、出身階級の違いによるものだ。

「いえね、この不景気で少しでも目立たないとやっていけないものですから……」

「まあ、これだけ戦争が続けば、市民生活に影えい響きようも出るよねえ」

　と、物分りのいいところを見せるのはトリスト。

　金髪の美丈夫の方である。

「ここだけの話ですが、トリスト様……」

　商人は声をひそめる。

「国こつ境きようの砦とりでがまたひとつ、落ちたそうですよ」

「さすが、耳が早いねえ」

　トロンヘイム王国は、貿ぼう易えき大国であるウートガルト共和国と、宗しゆう教きよう指し導どう者しやが国を支し配はいするヒベルニア神しん聖せい王国の二か国と国境を接せつしている。

　三国の建国以来、数百年。

　トロンヘイムは、時にはウートガルトと、時にはヒベルニアと、そして時には二か国同時にと、小こ競ぜり合いを繰くり返してきていた。

　現げん在ざい、ウートガルトとは中立条じよう約やくを結んでいるが、ヒベルニア神聖王国との大だい規き模ぼな戦せん役えきが始まって、すでに六年が経けい過かしている。

　それも一進一いつ退たいの膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいって、一年半近く。

　戦費獲かく得とくのために税ぜいは引き上げられ、物ぶつ価かは高こう騰とう。

　地方の村々では、餓が死し者が大量に出ているとの噂うわさもある。

　戦争を続ける王への怨えん嗟さの声は、この王都でも日に日に大きくなり、それに乗じて〝叛はん乱らん志し士し〟と呼ばれる、王政に不満を持つ者たちの打だ倒とう王おう制せいの動きも活発になってきていた。

　叛乱志士の大半は、若わか手て貴族や新しん興こう商人。

　彼らは地下組そ織しきを構こう成せいし、国王直ちよく属ぞく施し設せつに対する破は壊かい活動や、宮きゆう廷ていの要人に対する暗殺を行っている。

　つまり、トロンヘイムは現在、叛乱と戦争、国の内と外から蝕むしばまれ、崩ほう壊かいの危き機きに直面しているのだ。

「だがな、法は法だ。店を壁かべ際ぎわまで下げな。それと、この看かん板ばんも畳たため」

　アギは大きな目で商人を睨にらみ、店の前に出された立て看板を爪つま先さきで蹴けった。

「はいはい、直ただちに」

　商人はうなずきながら、外がい套とうの下からそっと差し出されたアギの手に何かを渡わたす。

　直ちに、と口では言っても、実じつ際さいに商人が屋台を引っ込めることはない。

　こうして幾いくらかの賄わい賂ろを役人に払はらい、目こぼししてもらうのがこのあたりの慣かん習しゆうなのだ。

「……おいおい、しけてやがんな」

　手の中に滑すべり込まされた銀ぎん貨かの枚まい数すうを確たしかめ、アギは難むずかしい顔を作る。

「何せ不景気で」

　苦笑いの商人。

「志士を名乗る連中までもが、用よう心じん棒ぼう代とかほざいてあたしらにタカりに来ますからね」

「まあ、そういう愚ぐ痴ちは、お役人には聞かれないようにね～」

　自分がその役人の端はしくれであることを棚たなに上げ、トリストは商人の肩をポンと叩たたくと、アギとともに歩き出した。

「平和だねえ」

「おめえが口を挟はさまなきゃ、あの爺じじいからもっと搾しぼり取れたのによ」

　暢のん気きに歩く相棒を、アギは睨む。

「そう言いなさんなって」

　ウインクを返すトリスト。

「広く、薄うすくっていうのが、恨うらまれずに賄賂を集めるコツだよ」

「毎度毎度、借金取りに追いかけられてる奴やつがよく言うぜ」

「うう、それは言いっこなし」

　二人がそんな調子で、袖そでの下を集めて回っていると……。

「あれれ？」

　突とつ然ぜん、アギの少し前を進んでいたトリストが足を止めた。

「珍めずらしいねえ、あそこ、ディアンとサキくんだ」

　トリストはアギを振ふり返り、こちらに向かって歩いてくる黒い外套の二人組に親指を向けた。




「……お前な、何度言えば分かるんだ？　俺おれたち王都守しゆ備び隊の使命は、市民の平へい穏おんな生活を守ることだ。志士を叩たたき斬きることじゃない」

　ディアンは隣となりを歩くサキに目をやり、自然と苦々しげな表ひよう情じようになっていた。

「だから、同じことじゃないですか？」

　頭の後ろで手を組んだサキが応こたえる。

「軍人なら、敵てき国こくのヒベルニア兵を斬る。守しゆ備び隊は、叛乱を目もく論ろむ志士を探さがし出してぶった斬る。それが仕事でしょ、違ちがいます？」

　アランに捕とらえられたサキが、王都守備隊第九小隊に強ごう引いんに入れられてすでに半年。

　隊士の制せい服ふくである黒の甲外套も、なかなか板についてきている。

「あのな、俺たちが志士を捕とらえるのは、連中が街の人々やその財ざい産さんに危き害がいを加えようとするからだ。それに、斬るのは相手が捕ほ縛ばくに抵てい抗こうした時だけだ」

「でも、市民に危害って言いますけど、大抵の市民は志士に同情的ですよ。志士たちが狙ねらうのって、貴き族ぞくや金持ちばかりですからね。ディアンの言う市民って、結局、そういう身分の高い人たちでしょ？　大半の街の人たちにとって、僕ぼくら守備隊士は、特とつ権けん階級だけを守る悪役ですよ」

「ともかく、俺は隊たい規きを守り、隊長の命令に従したがうだけだ。俺と組んで守備隊士として働く限かぎり、お前も俺と同じように動け！」

　話はこれでおしまいだ、と言うように、ディアンは甲外套の襟えりに輝かがやく隊章に指を当てた。

「市民の目が、俺たちの一挙手一投足に向けられていることを忘わすれるな！」

「……ったく、その台詞せりふ、聞き飽あきましたよ」

　サキはつぶやく。

「たまにはヴィスナとか、ロレルさんとか、他ほかの人と組ませて欲ほしいなあ」

「そりゃこっちの台詞だ！　文もん句くがあるなら、お前を俺に押おしつけた隊長に言え！」

「僕が言ったからって取り合う人じゃないこと、知ってるでしょ？」

「……お前」

　ディアンはサキの顔を見下ろす。

「まだ隊長の命を狙ねらってるんじゃないだろうな？」

「……さあ？」

　サキは目を細める。

「でも、一度請うけた仕事、やりかけたままなのは気持ちよくないですよね？」

「このくそガキ！」

　ディアンはサキの胸むな倉ぐらをつかむ。

「……もっとも」

　サキは淡たん々たんと続けた。

「今はまだその気になりませんよ。それにあの人、意外と隙すきがないですから」

「一体、お前を雇やとって隊長を狙ったのは誰だれなんだ？」

　ディアンはサキが隊に入って以い降こう、数十回は繰くり返している質しつ問もんをする。

「それについては正直に話してるでしょ、知らないって」

　自分にアランを殺やれと言った依い頼らい主について、サキはほとんど何も知らなかった。

　他の暗殺の時と同様、依頼人が直ちよく接せつ会うことはせず、裏うら世界の代理人、数人を通しての契けい約やくであった上、サキと直接接せつ触しよくした代理人は、サキが捕つかまった直後に消されているのだ。

「……闇やみ隊士たちが探さぐっても、結局、何も出てこなかったしな」

　ディアンは手を離はなす。

「だがな、お前が本当に隊長に剣けんを向けたら、真っ先に相手をするのは俺だ。覚えておけ」

「ええ、分かってる心算つもりです」

　サキは不敵にディアンを見上げた。

　そこに。

「おい、てめえら、ここで何してやがんだ？」

　トリストを伴ともなったアギがやって来て、サキとディアンを睨にらみつけた。

「お前らか？」

　振ふり返るディアン。

「ねえ。ここは僕たちの担たん当とう地区だよ、知ってるでしょ？」

　一いち応おうの念押しといった口調で、トリストが声をかける。

「てめえら、人のシマでデカい顔してんじゃねえぞ」

　アギは特に、サキの存そん在ざいが気に入らないようだ。

「聞き込みだよ、ここらを根ね城じろにしている志し士したちの動きに、不ふ穏おんなところがあるってタレ込みがあってな」

　と、ディアン。

「あの連中はいつだって不穏だろうが？　そもそもな、志士なんて偉えらそうな呼よび方をしやがるから付け上がるんだ！」

「でもさ、ディアン。同じ九きゆう尾びの猫ねこの隊士仲間だから意見させて貰もらうけど、たとえ聞き込みだって、この地区担当の僕たちに任まかせるのが筋すじじゃないの？」

　アギを制しながらトリストは言う。

　王都守備隊第九中隊とは言っても、長期化する戦せん役えきのため慢まん性せい的な人員不足に陥おちいっている九尾の猫は、実じつ質しつ小隊規き模ぼ。

　契約で動く闇隊士を除のぞけば、今ここにいる面々に加え、アラン隊長と唯ゆい一いつの女性隊士であるヴィスナ、会計方のロレル、それに新人数名が構こう成せい員いんのすべてである。

　本来なら置かれるべき副長も、ここ二年ほどは不在。

　この少人数で、広い王都の四分の一ほどの地ち域いきの治ち安あん維い持じに当たらねばならぬため、他の隊士の担当地区に足を運ぶ余よ裕ゆうはないはずなのだ。

「アラン隊長の命令なんだよ」

　眉まゆをひそめるディアン。

「やれやれ、あの人も何を考えているんだか？」

　トリストはため息をついた。

「隊長命令じゃ、しょうがないけど、とにかくこの界かい隈わいでの揉もめごとは勘かん弁べんね」

「分かってるよ。こっちも厄やつ介かいごとは御ご免めんだ」

　ディアンはそううなずくと、サキの頭をポンと叩たたく。

「ほら、行くぞ」

「子こ供ども扱あつかいしないでくださいよ。これでも、もう十四なんですから」

　サキは口を尖とがらせた。

「おい、サキ」

　ディアンとともに去ろうとするサキの背せ中なかに、アギが声をかける。

「覚えておきな、俺はお前みたいなガキが心底嫌きれえなんだ。俺のシマをひとりでうろつきやがったら、殺すぞ」

「十分に気をつけますよ」

　サキは振り返らずに、手を振って見せた。




　　　　＊　　＊　　＊




「サキ！」

　アギたちと別れて、そう時間が経たないうちに。

　突とつ然ぜん、誰かがサキの背中に抱だきついてきた。

「どわっ！」

　そのまま前のめりに倒たおれそうになるところを、辛かろうじて堪こらえるサキ。

　ほのかな麝じや香こうの匂においと、背中に当たる豊ゆたかな胸むねの感かん触しよくは、記き憶おくにないものではない。

「ルシラ」

　サキは笑え顔がおで振り返った。

「どうしたの、すっごい偶ぐう然ぜん！」
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「あわわわわっ！」

　栗くり色いろの髪かみの娘むすめがサキの首に手を回し、人目もはばからずに頰ほおに口づけした。

　恐おそらく、サキよりも二つ、三つ年上。

　顔つきから、やや気の強そうなところが見て取れる、人目を引く感じの少女だ。

「おい、ルシラ、お前な！」

　サキから離はなれようとしない少女に、傍そばで見ているディアンの方が顔を赤くする。

「ほら、ルシラ！　発情してないで離れなさい！」

　と、少女をサキから引き剝はがしたのは、後からやって来た妖よう艶えんな美女。

　半年前、サキとアランが戦ったところに居い合あわせた闇やみ隊士の長、ヨルカである。

　もっとも、今は鎖くさり帷子かたびらに小しよう剣けんといった服ふく装そうではなく、胸むな元もとの大きく開いた派は手でなドレスをまとっている。

「まったくこの子は、サキくんと会うとすっかり周りが見えなくなるんだから」

　こめかみを押さえたヨルカは、ディアンを振り返った。

「でも、本当に珍めずらしいわね、二人と担当地区外で会うなんて」

「任にん務むだよ、任務」

　指を絡からめてくるヨルカに、ディアンはぶっきらぼうに答える。

「ヨルカさんたちは、どうしてここに？」

　ルシラと手をつないだまま、サキは尋たずねた。

「買い出しなの。他ほかの娘こたちに任まかせてもいいんだけど、たまには昼間のうちに出歩かないとね」

　ヨルカはウインクしてから、ほんのちょっと眉まゆをひそめる。

「……それにしてもあの子、ほんとにどこに行ったのかしら？」

「どうした？　誰か探さがしてるのか？」

　と、ディアン。

「ええ。イーファって子。一いつ緒しよに来たのに、途と中ちゆうではぐれて……」

「しょうがないわよ、里から出てきたばかりで、右も左もまだよく分かんないんだから」

　ルシラが庇かばうように言う。

「イーファ……確たしか、あの見習いの……」

　ディアンは思い出した。

　半年前、サキを捕とらえた時にヨルカとともにいた、物静かな少女だ。

「そうよ。一昨日こっちに来たの。これであの子も正式な闇隊士よ」

　ヨルカはうなずく。

「もし見かけたら、お店の方に連れて行きますよ」

　サキが請うけ合った。

「その子の顔、ディアンが知ってるんでしょ？」

「そうだな」

　少し考えてから、ディアンは言った。

「見つけたらサキに、粋すい蜜みつ楼ろうまで送らせる」

　粋蜜楼とは、ヨルカの経けい営えいする遊ゆう郭かくの名。

　王都に常じよう駐ちゆうする闇隊士の三分の二以上が、遊郭の娼しよう婦ふとしての顔を持っているのだ。

　他の都市から流れ来る者も多く、その身の上を詮せん索さくされることの少ない娼婦は闇隊士にとって、絶ぜつ好こうの隠かくれ蓑みの。

　また、褥しとねの中では普ふ段だんなら誰にも話さないことをつい客が漏もらしてしまうこともあり、遊郭は情じよう報ほう収しゆう集しゆうの場としての役やく割わりも担になっている。

　ここにいるルシラももちろん、普段は粋蜜楼で働く娼婦のひとりである。

「ありがとう、頼たのむわね。ほら、ルシラ！　まったくこの子は！」

　ヨルカはサキから離れようとしないルシラの耳をグイグイと引っ張ぱり、買い出しに戻もどっていった。

「……僕に送らせる？」

　二人が去ると、サキはニヤニヤとディアンを見上げる。

「自分で行けばいいのに。ヨルカさんに会ういい口実じゃないですか？」

「な、生意気言うな！」

　ディアンはサキを小こ突づくと、さっさと目的の場所に向かって歩き出した。




「お前はここで待っていろ」

　広場からひとつ通りを入ったところにある一軒けんの安酒場の前で足を止めると、ディアンはサキを振ふり返って告げた。

「また？　密みつ偵ていと会う時になると、僕はいつでも待たされますよね？」

　不服げなサキ。

「相手はひとり。こちらもひとりで行かないと警けい戒かいされる。それに、何かとお前は目立つからな」

「……きっと、密告者って女なんだ。ヨルカさんに言いつけてやろ」

　サキはつぶやく。

「大人しくそこで誰か不ふ審しんな奴やつがいないか見ていろ。すぐに済すむ」

　ディアンは軽くサキの頭を小突くと、酒場に入っていった。




「邪じや魔まするぜ」

　薄うす暗ぐらい店内に入ると、ディアンは店の主人らしきカウンターの向こうの中年に声をかける。

　他に客はなく、カウンターを通るのもひと苦労といった感じに腹はらが出た中年は、黙もく々もくと杯さかずきを拭ふき続けていた。

　中年はディアンの姿すがたを認みとめると小さくうなずき、視し線せんで階かい段だんを示しめす。

　ディアンは軋きしむ木もく製せいの階段を上り、いつもの別室に入った。

　テーブルがひとつだけ置かれたその狭せまく薄暗い部屋では、ちょうどディアンと同い年ぐらいの青年が、薄汚よごれた酒さか瓶びんをにらみながら杯を傾かたむけていた。

「よお」

　ディアンは男に声をかけた。

「先にやってるぞ」

　男は座すわるようにあごで促うながす。

「……相変わらずだな」

　咳せき込こみながら酒を喉のどに流し込む男の様子を見て、ディアンは眉まゆをひそめる。

「……まずは金だ」

　男はグッと杯を干ほすと、震ふるえる手を差し出した。

「季節の変わり目になると、咳がひどくてな。どうしても薬代が足らなくなる」

「お前の言う薬っていうのは、そいつのことか？」

　椅い子すを引いてきて真正面に座ったディアンは、隊長から預あずかってきた金きん貨かを数すう枚まいその手に置きながら葡萄ぶどう酒しゆの瓶を見る。

「ああ。こいつは俺おれを癒いやしてくれるただひとつの薬で、墓はか場ばまでついて行ってくれる無二の親友だ」

　自じ嘲ちよう気味に笑った男は、さらにひどく咳き込んだ。

「……ディアン。お前、絵の方はまだ続けてるのか？」

　男は尋たずねる。

「……いや」

「残念だな」

　首を横に振るディアンの前に杯を置き、男は安物の葡萄酒を注ぐ。

「俺は貴き様さまの才さい能のうに嫉しつ妬とする一方で、貴様の絵には魅ひかれていた。悪いことは言わん。こんな腐くされ仕事さっさと辞やめて、工こう房ぼうに戻もどって絵を描かけ」

「少なくとも、お前に言われたくはないな。俺もお前の絵が好きだった。酒と女で身を持ち崩くずして、絵筆を握にぎれなくなる前のお前の絵がな」

　ディアンは唇くちびるを湿しめらす程てい度どに杯を口に運んだ。

「仕事の話に戻るぞ」

　男は椅子から身を乗り出し、声をひそめた。

「……近々、大きな破は壊かい活動を行う計画がある」

「計画？」

　ディアンは男の目を見て、先を促うながす。

「放火だ」

　と、男。

「場所は？」

「西のシャリエール大通り界かい隈わい」

「おいおい、あのあたりは街中でも、特に志し士しの支し持じ者しやが多いところだろうが？」

「その通り。だから、放火があれば疑うたがいがゆくのは、王家や守しゆ備び隊だ。市民の王おう政せい打だ倒とうの機運は、かつてないほどに盛もり上がる」

「そこまでやるか？」

「王家を、と言うより、ハディングを倒たおすためならな」

　かつての大公である、現げん王おうハディング。

　臣下の諫かん言げんに耳を貸かさず、王家への権けん力りよく集中を進めるハディングの手法は、既き得とく権けん益えきを守ろうとする貴族、新たに台頭してきた新しん興こうの豪ごう商しよう、どちらからも評ひよう判ばんは良くない。

　叛はん乱らん志士の中に貴族や商人の子息が多いのは、そのためでもあるのだ。

「四か月前、ハディングが命じた志士の親族の処しよ刑けい令。あれが決定的だったな。もう志士と王家との間に妥だ協きよう点はない。市民たちも、女子こ供どもが生きながら焼かれ、呻うめき苦しむ姿すがたを見ている。今度の放火が成功すれば、完全に市民は我われ々われ志士の味方になる」

「……誰だれだ、黒くろ幕まくは？　ティエリか、ダントンか？」

　ディアンは、過か激げきな活動に走りそうな大物志士を数人上げた。

「ハザン。ダーレン・ハザン」

「……ハザン？」

　ディアンは眉をひそめる。

「宮きゆう廷ていで財ざい務むを担たん当とうしていたダーレン・ハザンなら、数年前に死んだぞ。それも、お前たち志士に暗殺されてな」

「死んだように見せかけたのさ」

　男は嘲笑した。

「貿ぼう易えきを通してヒベルニアとの強力なコネを持つあいつを中心に、志士は動いている。少なくとも、この一年ほどはな」

「このところ志士の活動が派は手でになってきたと思ったが、その金の出所は奴やつか」

　ディアンは立ち上がった。

「あとひとつ」

　男は付け加えた。

「このところ、俺たちのところに上がってくる情じよう報ほうが、妙みように正せい確かくだ」

「妙に？」

「普ふ通つう、幹かん部ぶのところまで上がってくる情報には、幾いくつかお互たがいに矛む盾じゆんするものや、曖あい昧まいなものがある。俺たちはそれを比ひ較かく検けん討とうし、最も蓋がい然ぜん性せいの高い情報を選んで、それに基もとづいて計画を練る」

「ああ、だろうな」

「だが、この数か月、こと守備隊の動きに関する情報には、不正確なものはほとんどない。特に、ハザン自身が引っ張ぱってきた情報には」

「……つまり、ハザンには、他の志士の大物幹部が持っていない情報源げんがある？」

「守備隊内部に、密みつ偵ていがいるのかも知れん」

「まさか？」

「少なくとも、救いようのないお人好よしの貴き様さまが密偵であるとは思えんな。でなければ、志士の中でも名の知れている俺が、こうして会ってはいない」

　男は苦く笑しようする。

「俺もお前を疑うたがいはしない。お前には今まで、何度も助けてもらっているからな」

　ディアンも微笑ほほえみ返した。

「……いずれにせよ、しばらくは直ちよく接せつ会うのを控ひかえるぞ。そちら側の内通者について何か分かったら、俺の方から連れん絡らくを取る」

　男は杯さかずきを葡萄ぶどう酒しゆで満たしながら、もう行けというように手のひらを振ふって見せる。

「頼たのむぞ」

　ディアンは部屋を出て、扉とびらを閉しめた。




　　　　＊　　＊　　＊




「……退たい屈くつだよ」

　ぼんやりと立っているしかないサキは、日ひ除よけの下の柱に寄よりかかり、通りを行く人々を眺ながめていた。

　さすがに昼間から飲んだくれているような人間は少ないが、どう見ても戦地帰りの、荒すさんだ顔つきの男たちが、この界かい隈わいには多い。

　そうした男たちは、守しゆ備び隊の制せい服ふくを着たサキを見ると、侮ぶ蔑べつの表情を浮うかべて前を通り過すぎてゆく。

　実じつ際さいに戦場に出ていた者たちにとって、王都の警けい護ごの任にん務むなど、昼ひる寝ねをしているに等しいようなものなのだろう。

「いっそのこと、絡からんでこないかな……そうすれば、正々堂々ぶった斬ぎれるのに」

　と、物ぶつ騒そうなことをつい口にしたその時。

「……あれ？」

　数人の男たちに囲まれた少女が路地裏うらに連れ込まれる姿すがたが、サキの目に飛び込んできた。




「だから、責せき任にん取れって言ってんだよ！」

　周囲を取り囲んだ男のひとりが、イーファに向かってすごんで見せた。

「何の責任だ？」

　壁かべを背せにする格かつ好こうになったイーファは聞き返す。

「とぼけんな！　お前、俺たちが飲みに誘さそおうとしてた女を逃にがしただろうが！」

　怒ど鳴なれば相手が自分の意に従したがうと思い込んでいるのか、別のひとりが声を張り上げた。

「あの娘むすめは嫌いやがっていた。それに、とてもではないが、お前たち、飲みに誘っているようには見えなかったが？」

　イーファは首を傾かしげる。

　つい先ほどのこと。

　この男たちは通りがかりの女に絡み、強ごう引いんに暗がりに連れ込もうとしていた。

　それを止めに入り、少女の代わりに因いん縁ねんをつけられる格好になったのがイーファなのだ。

「んなこと関係あるかあああっ！」

　ガッ！

　最初にすごんだ男が、イーファの足を蹴ける。

「！」

　苦く痛つうに一いつ瞬しゆん、イーファは眉まゆをひそめた。

「それともなんだあ、お前がさっきの女の代わりになるってか？」

　逆さからおうとしないイーファの態たい度どに調子に乗った男は、まだ未発達のその胸むねに手を伸のばし、鷲わしづかみにする。

　サッと怒いかりで紅こう潮ちようするイーファの顔。

　背に隠かくし持った剣けんに、反はん射しや的に手が伸びる。

　しかし。

　──闇やみ隊士の仕事は飽あくまでも影かげ。街中ではその存そん在ざいを周囲に溶とけ込ませ、決して目立ってはいけない。

　イーファはギリギリのところで、長おさであるヨルカの言葉を思い出した。

「……ここでは」

　剣の柄つかから手を離はなしたイーファは、視し線せんで路地裏を示しめし、暴ぼう漢かんたちを誘さそう。

「ずいぶん聞き訳わけがいいじゃねえか？」

　下げ卑びた笑い声を立てる暴漢たち。

「いいぜ、たっぷり可愛かわいがってやる」

　イーファの肩かたをがっしりとつかんだ男は、仲間たちとそのまま暗い路地に入っていった。




「さあ、続きを楽しもうじゃねえか？」

　男は路地の突つき当たりに来るとイーファを壁に押おし付け、いきなりスカートの下に手を入れてきた。

　別の男たちが、左右からイーファの腕うでを押さえ、首くび筋すじに舌したを這はわせて胸に手を伸ばす。

「急げよ、後がつかえてるんだ」

　余あまった男たちが笑いながら、声をかける。

「ばあか、慌あわてんな。この女、自分から俺たちを誘った好きモンだぜ。たっぷりくわえ込こんでヒイヒイ言うまで逃げやしねえよ」

　ベルトを外しながら、男が下卑た表ひよう情じようで仲間を振ふり返ったその時。

　パッ！

　いきなり血ち飛沫しぶきが飛んで、何かが男の足元に落ちた。

「……へ？」

　思わず下を見る男。

　そこに落ちていた肉の塊かたまりを見て、男は初めて自分の側頭部の焼けるような痛いたみを覚える。

「み、み、み、耳！　俺の耳ぃ！」

　ついさっきまで耳が付いていた場所を押さえて、男はのた打ち回る。

「……これくらいのことで、そんなに騒ぐかな？」

　背はい後ごからの声に振り向く男たち。

　いつの間にか、そこには剣を抜ぬいた少年の姿すがたがあった。

「て、て、て、て、て、て、てめえかああああああっ！」

　流血する側頭部に手を当てて、耳を削そぎ落とされた男が怒鳴る。

「ああ」

　サキは微笑ほほえみながらうなずいた。

「もちろん、僕ぼくだよ」

「こいつ、守しゆ備び隊士だ！」

　男たちのひとりがサキの制せい服ふくに気がつく。

「王家の狗いぬが！」

「よく言われるよ。叛はん乱らん志し士しと比くらべて評ひよう判ばん悪いんだよなあ、守備隊士って」

　サキはため息をつくと、剣をいったん鞘さやに納おさめる。

「まあ、あんたらみたいな小こ悪あく党とうに人気があっても、しょうがないけどね」

「こ、小悪党だと！」

　男たちはいきり立つ。

「で、どうするの？」

　サキは男たちを挑ちよう発はつするように、頭の後ろで両手を組んで背せ中なかを向ける。

「このまま大人しく、詰つめ所までしょっ引かれる？　それとも、そっちの方が人数も多いことだし、僕とここで殺やり合おうか？」

　顔を見合わせる男たち。

「……このガキ」

　耳を切り落とされた男が血走った目で立ち上がると、ベルトに挟はさんでいた短剣を抜き、サキに向かって一歩踏ふみ出した。

　他の男たちもそれに従したがい、近くに転がっていた丸太や酒さか瓶びんを手にする。

「よせ！」

　止めに入ろうとするイーファ。

　だが、男たちは少女を突き飛ばし、サキに襲おそいかかった。

「死ね！」

　耳を削がれた男が、手にした短剣を投げつける。

「駄だ目めだよ、こんなの効きかないって」

　サキは背を向けたまま、黒い外がい套とうを翻ひるがえした。

「甲こう外套っていうのはね、大たい抵ていの刃は物ものは通らないんだ」

　キンッ！

　その言葉通り、投げつけられた短剣は鋭するどい金きん属ぞく音とともに弾はじき返され、そのまま石いし畳だたみの上に落ちる。

「じゃあ、今度はこっちの番だね」

　次の瞬しゆん間かん。

　ダッ！

　振り返り様に石畳を蹴けったサキは、そのまま男たちの間を縫ぬうようにして駆かけ抜けた。

「ど、どこだ⁉」

「消えた⁉　あの小こ僧ぞう、消えやがった！」

　突とつ然ぜん、目の前から少年の姿がなくなり、狼ろう狽ばいする男たち。

「ねえ、どっち見てるのさ？」

　彼らの背中に回っていたサキが、からかうように尋たずねる。

　すると。

「うおおお！」

　慌あわてて振り返ろうとした男たちのひとりが、握にぎっていた丸太を取り落とし、膝ひざを突いて絶ぜつ叫きようした。

「ひいいいい！」

「ぎゃああああ！」

　続いて、残りの者たちも全員が手にしていた得物を落とし、血に染そまった手を押さえて蹲うずくまる。

「ゆ、指があああっ！」

「お、俺おれの指ぃ！」

　石畳の上には鮮せん血けつが飛び散り、切り落とされた幾いくつもの指が転がっていた。

　サキは男たちの間を走りながら、その利き手の指だけを正せい確かくに切り落として見せたのである。

「この少年……」

　寒気を覚えたイーファはつぶやく。

「……人を傷きずつけることを楽しんでいる」

「まだ続ける？」

　サキは剣についた血を振ふり払はらい、男たちを見み渡わたした。

「こ、こいつ、化け物だ！」

「畜ちく生しよう、覚えてろ！」

　男たちは我われ先さきにと、路地裏うらから逃にげ出してゆく。

「……ひとりぐらい、死ぬまで戦おうっていう骨ほねのあるのがいてもよさそうなもんだけどね」

　サキはため息をついて剣けんを鞘さやに納おさめると、イーファの方を見た。

「無事？」

「……まあ、無事だ」

　イーファは、突つき飛ばされた時に服についた埃ほこりを払う。

「ほら」

　手を差し出すサキ。

「たかが酔すい漢かん、あそこまでやる必要はあったのか？」

　その手を取って立ち上がりながら、イーファは尋ねる。

「けど、殺してないよ。ディアンって口くち煩うるさい奴やつに怒おこられるからね。ま、あの連中も、これからは杯さかずきを傾かたむけようとする度たびに、吞のみ過すぎないように気をつけるんじゃない？」

　サキは笑い、面おも白しろそうに付け加える。

「もっとも、ちゃんと杯を持てたらの話だけど」

「残ざん酷こくで幼よう稚ちだ、君のやり方は」

　イーファはサキの手をそっと振り解ほどく。

「君さ、助けてもらっておいて、それはないんじゃない？」

　ちょっと不服げなサキ。

「君が本当に私の身を案じて飛び込んできたとは、到とう底てい思えないが？」

「実は、ほんの退たい屈くつしのぎ」

　サキは認みとめた。

「……礼は言っておく。確たしか、サキといったな？」

　イーファは脱ぬがされかけていた服を直しながら、もう一度少年の顔を見る。

　サキがアラン隊長を暗殺しようとして失敗したのは、イーファが見習いとして初めて王都にやって来た日の夜のこと。

　イーファは、この元刺し客かくの少年が、アランにサキと名乗ったことを覚えていた。

「……悪い、初対面だと思ってた。知り合いだったっけ？」

　サキは首を捻ひねった。

「……いや。わ、私はヨルカの店で働いている。それで以前にちらりとその顔を見たことがあるだけだ」

　あの時のことを今さら持ち出す必要はないと思ったイーファは、説明を誤ご魔ま化かした。

「へえ、ヨルカさんのとこの？」

　サキはそう言ってから、広場でのヨルカたちとの会話を思い出した。

「……じゃあ、迷まい子ごになったっていう田舎いなかから出てきたばっかの新米って、もしかして君のこと？」

「ま、迷子⁉」

　愕がく然ぜんとするイーファ。

「私が？　迷子？　田舎から出てきた？」

「粋すい蜜みつ楼ろうに帰るところなら、送るけど？　ヨルカさんに頼たのまれてるんだ」

「いや、いい。私はひとりで……あっ！」

　抵てい抗こうする間もなく、サキはイーファを抱だき上げた。

「ディアンの奴が待ってるだろうけど、あいつは放っといていいや」

「お、送るのは構かまわないが下ろしてくれ！　こういう状じよう態たいは、送るとは言わない！」

　イーファは顔を真っ赤にして抗こう議ぎする。

「脚あし、蹴けられてたでしょ？　手当てしないと」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ！」

「まあまあ」

　サキは微笑ほほえみ、そのまま表通りに出た。

「人の話を聞け！」

　イーファは少年の頭をポカポカと殴なぐる。

「あんまり騒さわぐと、余よ計けい目立つよ」

　確かに、通りを行きかう人たちの好こう奇きの視し線せんは、自分たち二人に向けられていた。

「……う」

　イーファは恥はずかしくなって顔を伏ふせる。

「こ、こんな屈くつ辱じよくは初めてだ」

「何にでも初めてってあるんだよ」

　サキはそう言い、粋蜜楼へと足を向けた。
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　その夜。

　イーファはヨルカに連れられて、アランの屋や敷しきを訪おとずれていた。

「それから」

　ヨルカはここ数日の志し士しの動きを報ほう告こくしてから、部屋の隅すみにいるイーファを呼よび寄よせ、アランの前に立たせた。

「改めて紹しよう介かいいたします。今月から正式に闇やみ隊士になったイーファです。以後、お見知りおきを」

「前にも一度会っているな。確か、フィフィの妹とか？」

「はい」

　ヨルカはうなずく。

「これからよろしく頼たのむ」

　アランはイーファに声をかける。

「あ、はい」

　大公であり、自分の雇やとい主であるアランの身分にこだわらない物言いに、イーファはほんの少し戸と惑まどいを覚えた。

「フィフィはどうしている？　多少は回かい復ふくしたか？」

「あ……あの、食事も自分で摂とれるようになって……。でも、夜中にはひとりで泣いてることが……」

　チラリとヨルカを見てから、イーファは自分が里を出る直前の姉の様子を語る。

「フィフィは芯しんの強い娘むすめだ。きっと元気になる」

　言葉だけではなく、心の底から姉のことを案じている様子のアランに、イーファは感かん銘めいを受けた。

　王都守しゆ備び隊の中でも独どく立りつした存そん在ざいであるはずのヨルカが、アランの依い頼らいだけは無む条じよう件けんに近い形で受けるというのも、何となく納なつ得とくできるように思える。

「ええ。フィフィは、私が次の〝闇〟の長おさにと見み込こんだ娘むすめですもの」

　ヨルカがそっとイーファの肩かたに手をかけた。

「……お茶が入りました」

　話が一ひと段だん落らくするのを待って、メイドの服ふく装そうをしたリネットが部屋に入ってきた。

　屋や敷しきで働き始めてもう半年になるリネットは、慣なれた手つきでヨルカたちに薄うす紅べに葵あおいのお茶を差し出す。

「……ども」

　カップから立ち上る芳かんばしい香かおり。

　里では嗅かいだことのない魅み惑わくの芳ほう香こうに、イーファは心を奪うばわれる。

「どうも、じゃなくて、ありがとうございます、でしょ」

　ヨルカがその頭を小こ突づき、溜ため息いきをつく。

「ほんとにこの子は……」

「ところで、今日、サキに会ったようだな？」

　アランがふと、イーファに尋たずねた。

「……う」

　カップを口に運びかけた手が止まる。

「その様子では、あまり気に入らなかったか？」

　僅わずかに目を細めるアラン。

「あの子は……残ざん酷こくです。好きになれません」

　イーファは正直に言った。

「そうか」

「素す直なおないい子ですよ、彼は」

　ヨルカが肩をすくめる。

「うちの女の子たちの評ひよう判ばんも上々ですし」

「特にルシラ、か？」

「よくご存ぞん知じで」

　ヨルカは微笑ほほえむと、カップをテーブルに置いた。

「さあ、あまり長なが居いをするのもリネットに悪いから、そろそろお暇いとまいたしますわ」

「わ、わたしは……」

　リネットはお茶を運んできたプレートで口元を隠かくすようにして、ほんのりと頰ほおを赤く染そめた。

「？」

　男女の機き微びがまだよく分からないイーファは首を傾かしげた。

「ほら、行くわよ」

「……あ、はい」

　ヨルカに促うながされ、イーファは立ち上がる。

「イーファ」

　部屋から去ろうとする少女の背せ中なかに、アランは声をかけた。

「己おのれの運命を受け入れる覚かく悟ごはできたのか？」

「……はい」

　小さくうなずくイーファ。

「他ほかの誰だれかがこんなことで苦しむくらいなら、私でよかったと思います。私はこれから、誰も好きにならずに生きてゆきます。誰かを……悲しませるのは嫌いやだから」




　闇やみ隊士たちが去ると、アランはカップを片かたづけようとするリネットを後ろから抱だきしめた。

「アラン……」

　リネットは振ふり返って睨にらむ。

「いけません」

　アランは抗こう議ぎを無む視しして首くび筋すじに唇くちびるを当てる。

「き、聞いてください」

「……聞こえている」

「もう」

　ソファーに横たわったリネットは、アランの黒くろ髪かみを撫なでて瞳ひとみを閉とじた。







[image: 【参の段】月下乱刃]










　昨さく晩ばんから降ふり出した雪は、石いし畳だたみを白い絨じゆう毯たんで覆おおい、雲間からかすかに覗のぞく月の明かりに街まち並なみをぼんやりと鈍にぶい銀色に輝かがやかせていた。

　大方の酒場も店を閉しめた、真夜中過すぎ。

　ここ、西地区の中心街シャリエール大通りも、昼間の喧けん騒そうが噓うそのように人通りは絶たえ、荘そう厳ごんなまでに静まりかえっている。

　その静せい寂じやくの中。

　幾いくつかの影かげが、人目を避さけるように早足で現あらわれ、通りの裏うらへと消えていった。

　その数、三十以上。

　やって来た方向はそれぞれ別だが、みな、同じ場所を目指していることは、雪の上に醜みにくく残った足あし跡あとからはっきりと分かる。

「……ようやく動きましたか」

　日ひ暮ぐれ時から暗がりの木箱の陰かげに身を潜ひそめていたロレルは、この光景を見て眼鏡めがねの縁ふちをつっと押おし上げた。

「今夜もまた無む駄だ足あしかと思いましたよ」

「誰かさんのあまり当てにならない情じよう報ほうのせいで、僕ぼくたち、連夜の張はり込みでしたからね」

　寒さで凍こごえる手に息を吹ふきかけながら、サキは隣となりのディアンを見る。

「せめてもう少し、決行の日時を絞しぼって欲ほしかっ……くしゅんっ！」

　赤毛のヴィスナが、恨うらめしそうな表情で鼻を啜すすった。

「悪かったよ」

　気き不ま味ずそうな顔になるディアン。

「ねえ、あちらさん、結けつ構こうな数いるけど……」

　ヴィスナはロレルを振り返り、志し士したちが集結していると思われる廃はい屋おくの方を指さす。

「どうしてこっちは他ほかの中隊からの応おう援えんがないのさ？」

「志士らしき人間が多数集まっているというだけじゃ、応援要よう請せいはできませんよ」

　ロレルは頭を振った。

「で、相手が志士だとはっきり分かった時には、手て遅おくれってことだよね？」

　サキが笑う。

　今現げん在ざい、この近辺で警けい戒かいに当たっているのは、サキとディアン、ヴィスナとロレルの他に、通りの反対側を張っているトリストとアギ、そして入隊したての新人隊士の計七名。

　詰つめ所にいる残りの隊士を呼よんでも、集結している志士の半分といったところだ。

「まあまあ、九きゆう尾びの猫ねこが単たん独どくでってのは、いつものことじゃないの」

　こちらの気配を察して、トリストがアギたちを連れてやって来た。

「僕ら、こんなに一生懸けん命めい働くほど、お給料貰もらってないんだけどねえ」

「だがな」

　アギが、ジロリとサキを一いち瞥べつしてから付け加える。

「確かく認にんできただけで〝紋もん章しよう〟を入れている志士が、少なくとも六、七人はいたぜ。この人数相手じゃ分ぶが悪過ぎらあ」

「僕たちだって紋章を入れてるでしょ？　それに、たかが三、四十人じゃないですか。臆おく病びよう風かぜに吹かれたんなら、僕だけでもやりますけど？」

　憎ぞう悪おのこもったアギの視し線せんを、サキは真まっ直すぐに見つめ返した。

「……志士どもと殺やり合いになったら、背せ中なかぁ気ぃつけろよ」

　アギはそう言って、手にした細身の短たん剣けんの刃はに指を這はわせる。

「まあ、あんた程てい度どの腕うでじゃ、背中からじゃないと僕を殺やれませんからね」

「このガキ！」

「よしなよ、二人とも！」

　一いつ触しよく即そく発はつのサキとアギの間に、ヴィスナが割わって入る。

「こんなとこで大声出したら、連中に気づかれるでしょ⁉」

「紋章か……」

　考え込こむディアン。

　紋章とは一種の特とく殊しゆな刺青いれずみで、基き本ほん的にその刺青に指を当てて思念を込めることで様々な効こう果かを発することができる。

　もっとも、一回その効果を発動させると、紋章は消えてしまう。

　さらに、一度に入れることのできる紋章は、普ふ通つう三つまで。

　四つ以上の紋章を凝ぎよう着ちやくさせると、その負ふ荷かにより、精せい神しんの崩ほう壊かいを招まねく可か能のう性せいがあるのだ。

「放火が目的の連中ですから、爆ばく炎えん型の強力な攻こう撃げき系けい紋章が幾つか。他に逃とう走そう用の眩げん惑わく系の紋章も持っているでしょうね」

　ロレルが冷静に推すい察さつする。

「突とつ入にゆうした時に、紋章を使わせる隙すきを与あたえさせないことだな」

　ディアンはうなずいた。

「こっちの紋章は？」

　ロレルがみんなを見み渡わたす。

「僕、この前の志士の取とり締しまりでひとつ使って、それから入れてませんから二つです」

　と、サキは両手の甲こうに施ほどこされた複ふく雑ざつな意い匠しようの刺青を見せた。

「俺おれも、攻撃補ほ助じよ系のを二つだな」

「僕は隊たい規きにある通り、ちゃんと三つ入れてるよ」

　アギとトリストが答える。

　通つう常じよう、紋章を凝着させる場所は、両手の甲と首くび筋すじ。

　どちらも肌はだが露ろ出しゆつしている部分なので、素す早ばやい発動が可能である上、意図せずに触ふれることはまず考えられない。

　つまり、間ま違ちがって発動させる可能性がほとんどない場所なのだ。

「そっちの新人は？」

　緊きん張ちようした面おも持もちの若わかい隊士に、ヴィスナが目を遣やった。

「じ、自分は〝闇やみの瞳ひとみ〟と〝風の盾たて〟を！」

　先月配はい属ぞくされたばかりの、サキとほぼ同年代の新人隊士は、裏うら返がえりそうになる声で答える。

「いい選せん択たくだね」

　ヴィスナは微笑ほほえみかけた。

　闇の瞳は、暗視の効果を持つ紋章。

　風の盾は、甲こう外がい套とうの防ぼう御ぎよ効果を高める紋章である。

「防御系の紋章は必ず入れとくといいよ。生き残ることが、どんな場合でもいい隊士の条じよう件けんだからね」

「は、はい！」

　誉ほめられた新人隊士は、頰ほおを紅こう潮ちようさせて敬けい礼れいした。

「……いい隊士の条件？」

「あの暴ぼう力りよく女が言うか？」

　顔を見合わせるサキとディアン。

「そこ、何話してんのよ？」

　ヴィスナが睨にらみつける。

「ともかく」

　ロレルが息で曇くもった眼鏡めがねを指で拭ふきながら、咳せき払ばらいをした。

「詰つめ所に連れん絡らくして、隊長たちに来て貰もらいましょう」

「そうだな」

　ディアンがうなずき、虚空に向かってささやくように呼びかける。

「ヨルカ」

「ここよ」

　黒くろ装しよう束ぞくの女性がいつものように音もなく現あらわれ、ディアンに寄より添そうように立った。

「話は聞いたな？　この状じよう況きようを、隊長に知らせてくれ」

「了りよう解かい」

　と、ヨルカ。

「ひとり、ここに残しておくわ。私が戻もどる前に何か動きがあったら、この子を連絡に使って」

　そう告げると、ヨルカは現われた時と同じように闇の中に姿すがたを消す。

「この子って？」

　そう眉まゆをひそめるヴィスナの前に、イーファがどこからともなく、すっと姿を現わした。

「どわっ！」

　驚おどろいて尻しり餅もちをつきそうになるヴィスナ。

「どうして〝闇〟ってのは、こう、幽ゆう霊れいみたいに現われるんだろ？」

　鼻の頭にしわを寄よせたヴィスナは、イーファの顔を見て尋たずねた。

「……前にどっかで見たことある子だよね？　あんた、新人？」

「ああ……じゃなくて、はい」

　イーファはあまり愛あい想そのよくない表ひよう情じようでうなずくと、ヴィスナのそばにいるサキの姿に気がつく。

「…………」

「やあ」

　と、サキ。

「……う」

　イーファは何か言おうとして、途と中ちゆうで止める。

「え、何？　知り合い？」

　サキとイーファの顔を見み比くらべるヴィスナ。

「ええ、まあ」

　サキはうなずく。

「この子がこの前、迷まい子ごになっ……」

　それ以上何か喋しやべったら呪のろい殺す、と言いたげなイーファの視線に気がつき、サキは口をつぐむ。

「……とにかく、ちょっとした知り合いですよ」

「あんた、意外と手が早いよね。ルシラって子がいるくせに」

　ヴィスナは呆あきれ顔でため息をつく。

「だから、そういうんじゃありませんったら」

「顔を見たことがあるだけだ。友人でもなんでもない」

　イーファは言い切る。

「……いや、そう答えられるのも」

　あまりに素そっ気けないイーファの態たい度どに、サキはちょっと傷きずついた表情になる。

　と、その時。

「おい」

　アギがみんなの注意を引き、志し士しの集結する廃はい屋おくを指さした。

「動き出したぜ」

　サキたちがそちらを見ると、廃屋の扉とびらが開き、覆ふく面めんをした男たちが樽たるを積んだ荷馬車と共に姿を現わした。

「早いな。押おさえるぞ」

　覆面の志士たちの前に出ようとするディアン。

「いけません、隊長を待ちましょう」

　その肩かたをロレルがつかむ。

「連中を押さえるかどうかは、隊長が判はん断だんすることです。それに、この段だん階かいでは、彼らが放火を目もく論ろんでいるという証しよう拠こはまったくない。今、連中を拘こう束そくしようとしても、何のかんので言い抜ぬけられるのが落ちですよ」

「実じつ際さいに火でもつけてくれれば、取り押さえられるんだけどねえ」

　トリストが肩をすくめた。

「馬ば鹿か言え！　あいつらが火をつけて、それが燃もえ広がりでもしたら、俺たちじゃ太た刀ち打うちできないぞ！」

　ディアンの声に怒ど気きがこもる。

「消火担たん当とうの第十二中隊には、すでに連れん絡らくが行っているはずです。被ひ害がいはそれほど大きくはなりません」

「だがな、何家族かは、この寒空に焼け出される人間が出る！」

「叛はん乱らん志士の犯はん行こうの現げん場ばを押さえることが、今は一番大切なことです。ディアン、自じ重ちようしてください」

　ロレルは頭を振ふった。

「多少の犠ぎ牲せいは、この際さい、目をつむりましょう」

「街とその住人を護まもるのが、俺たち九きゆう尾びの猫ねこの仕事だろうが！」

　ディアンはロレルの手を振り払はらう。

「サキ、あんたはどう思うの？」

　ヴィスナがふと、サキに尋たずねる。

「少なくとも、僕ぼくの仕事はこんな腐くさった街の連中を護ることじゃありませんよ。けど、ここまで来たら、やっぱり殺やり合わないと面おも白しろくないでしょ？」

　サキは身を隠かくしていた木箱をひょいと越こえると、暗がりから月明かりの下に躍おどり出た。

「ま、待ちなさい！」

　止めようとするロレルの手が、空をつかむ。

「ねえ、そこの人たち！」

　覆面の一行に声をかけると、サキは靴くつについた雪を払はらいながら進み出る。

「くそガキが何を！」

「おいおい、行っちゃったよ」

　啞あ然ぜんとするアギとトリスト。

「何てことを……」

　サキを捕つかまえそこなったロレルは、自分の額ひたいを叩たたく。

「あの子は……勇ゆう敢かんなのか？　それともただの馬鹿か？」

　サキの背せ中なかを見つめながら、つぶやくイーファ。

「間ま違ちがいなく、馬鹿の方だ。イーファ、君はルシラに知らせに行け。仕方がないんで、俺たちも出るからな」

　ディアンはニヤリと笑った。

「了りよう解かいした」

　闇やみに消えるイーファ。

　それを見み届とどけたディアンは、背中の大剣クレイモアをゆっくりと抜ぬきながらサキと覆面の志士たちの方に向かって歩き出す。

「……やれやれ」

　ロレルたちも、諦あきらめたように後に続いた。




「……ねえ、ちょっと待ってくれないかな？」

　サキは、覆面の一行の前に立ちはだかっていた。

「ねえ、ずいぶんと怪あやしい格かつ好こうですけど、こんな夜中にどこに行くんです？」

　荷馬車を止めたサキは、男たちに尋ねる。

「…………」

　覆ふく面めんの男たちは無言で視し線せんを交かわし、サキを取り囲む。

「……邪じや魔まだ、退どけ」

　少年と見て侮あなどったのか、覆面の志し士しのひとりがサキの方に踏ふみ出し、突つき飛ばしてどかそうとした。

「そうもいかないんですよ」

　ひょいと身をかわすサキ。

「僕としては、その馬車の荷が気になるんです。もしかしたら、放火に使う物が入ってるんじゃないかなあって」

「何！」

　覆面の男たちの間に、さっと緊きん張ちようが走る。

「そこまでだ！」

　割わって入ったディアンが、サキと並ならんで覆面の男たちを見み渡わたした。

「大人しく、こちらの指し示じに従したがって貰もらおうか？」

　ヴィスナが二人の背はい後ごに着き、トリストとアギは男たちの背後に回る。

「黒い甲こう外がい套とう……そうか、こいつら、王都守しゆ備び隊か？」

　現あらわれた九尾の猫の面々を見て、覆面のひとりがつぶやく。

「ともかく、みなさん、覆面を取って貰いましょう。このままですと、不ふ審しん者しやとして詰つめ所に連行されても、文もん句くは言えませんよ」

　ロレルが警けい告こくした。

「……いいだろう」

　男たちは、顔を見合わせてから覆面を取った。

　ほとんどがまだ二十代前半の若わか者もの。

　身なりもよく、裕ゆう福ふくな階級の出身だと分かる。

「サキくん、荷馬車を」

　指示を出すロレル。

「……揮き発はつ性せいの油に、……これは松明たいまつですか？　何に使うんです、こんなにたくさん？」

　荷を確たしかめたサキが質しつ問もんする。

「私の屋や敷しきに運ぶ。屋敷の庭で火を焚たいて、吞のみ明かそうという算さん段だんだ」

　貴族らしい傲ごう慢まんな顔つきの若者が、蔑さげすむようにサキを見下ろす。

　つい今しがた、サキを突き飛ばそうとした青年である。

「女たちを集めている。覆面は、そのためのちょっとした趣しゆ向こうだ」

「なるほど、説明はつきますか……」

　ロレルはうなずく。

「この荷はこちらで預あずかり、問題がないと分かれば、明朝にでも貴方あなたのお屋敷に届とどけましょう。それでよろしいですね？」

「……ふん。せっかくのお遊びが台無しだが、貴き様さまらも仕事だ。ここは目をつむろう」

　貴族の若者は鼻を鳴らした。

「おい！　こいつらを見み逃のがすのか⁉」

　ロレルに詰め寄よるディアン。

「冷静になってください。彼らの言うことは一いち応おう筋すじが通っている。それに、抵てい抗こうでもされない限かぎり、貴族を捕とらえる資し格かくは我われ々われにはないんですよ」

「だが、こいつらのやろうとしていたことは！」

「酒しゆ宴えん、ですよ、貴族らしい気まぐれなね。少なくとも、そう言っている以上、そうなんです。あなたも貴族です、その特とつ権けんについては分かっているでしょう？」

「……くそ！」

　ガッ！

　ディアンは荷馬車に積まれた樽たるをこぶしで殴なぐりつけた。

「とにかく、今夜の放火は未然に防ふせげました。それで良しとしましょう、ディアン」

　ロレルはささやく。

　しかし。

「俺おれは退ひかない」

　ディアンは頭かぶりを振ふった。

「ここで引き下がったら、こいつらはまた同じようなことを企たくらみ、犠ぎ牲せい者しやが出る」

「……ほう」

　貴族の若者は、ディアンと言う名を聞いてニヤリとする。

「誰だれかと思えば、貴様はディアン・リュヴィリエ。ベルトリューシュ家の次男坊ぼうだな？　偉い大だいな軍人だった兄の陰かげで絵え描かきに成り下がり、その道も極きわめることができずに、守備隊の平ひら隊士風ふ情ぜいにまで身を堕おとしたという、一族の恥はじさらしだ」

「…………」

「そう言えば、兄が死ぬ前からその妻つまと関係を持っていたとの噂うわさもあったな？　今のベルトリューシュ家の当主は貴様の子か？」

「……黙だまれ」

　唇くちびるを嚙かむディアン。

「ほう、図星か？」

　貴族の若者は甚いた振ぶるように目を細めた。

「義ぎ理りの姉との関係は、まだ続いているのかな？」

「姉上を……侮ぶ辱じよくすることは許ゆるさん！」

　ディアンは思わず、剣けんの柄つかに手をかける。

「よしなさい！　挑ちよう発はつに乗ってはいけない！」

　止めようとするロレル。

　だが。

　ザシュッ！

　ディアンが抜ぬくよりも一いつ瞬しゆん早く。

「……ごちゃごちゃとうるさいんですよ」

　サキの剣が、若わか手て貴族の頰ほおを裂さいていた。

「ひいっ！」

　雪の上に飛び散る鮮せん血けつ。

　貴族の若者は、顔を覆おおって尻しり餅もちを突つく。

「意外とだらしない悲鳴を上げるんですね、貴族さま？」

　その姿すがたを見て、サキは嘲ちよう笑しようする。

「き、斬きれ！　先に抜いたのは向こうだ！」

　一いつ斉せいに剣を抜き放つ志し士したち。

「くそガキが、余よ計けいなことを！」

　アギが外がい套とうを翻ひるがえして、ベルトに挟はさんだ短剣を握にぎる。

「いや、僕でも仲間をああ侮辱されたら、抜いているさ！」

　自分も下級貴族の出であるトリストが、両手に剣を構かまえた。

　と、その時。

「……命令は私が到とう着ちやくするまでは動くな、だったはずだ」

　ディアンたちの背はい後ごで声。

　姿を現あらわしたのは、アラン隊長と九きゆう尾びの猫ねこの隊士たち、ヨルカとイーファ、それにルシラの闇やみ隊士である。

「やっほ～、サキ」

　手を振るのはルシラだ。

「隊長！」

　構えた矛槍ハルベルトの先を下ろして、ヴィスナが顔を明るくした。

「……なるほど、この連中か、放火を目もく論ろんだというのは？」

　志士たちに冷ややかな視し線せんを向けるアラン。

「ヴァイマーヘン大公殿でん下か！　私の父はムーズ侯こう爵しやくだ！　元十二人委員会委員であり、ヒベルニア討とう伐ばつ軍の副指し揮き官かんを務つとめている！　私に何かあれば、ハディング陛へい下かとも親しい父から抗こう議ぎがゆくぞ！」

　流血の頰を押おさえながら、貴き族ぞくの若者は訴うつたえた。

「ほう？　それで？」

　アランは目を細める。

「わ、私は、この場から、卑いやしい隊士どもを引き上げさせることを要求する！」

　貴族の若者は震ふるえる指をサキたちに向けた。

「……大公殿下。失礼ながら、あなたは叔お父じに当たるハディング王陛下の覚えが目め出で度たいとは言い難がたい」

　やや年上の別の貴族が、アランの前に立つ。

　頰に古ふる傷きずがあるところからすると、実戦経けい験けんがあるのだろう。

　どうやら、こちらが幹かん部ぶ格かく。

　今回の破は壊かい活動における志士たちのまとめ役らしい。

「彼の父上が陛下に抗議すれば、あなたにとっては面おも白しろくない結果になると思うが？」

「それは困こまるな」

　と、アラン。

「ならば早々に隊士を退ひくことだ」

「それはできない」

　アランはきっぱりと言った。

「さすが隊長！」

「よっしゃあ！」

　ヴィスナとアギがこぶしを打ち合わせる。

「わ、私の父は！」

　若手貴族の声が裏うら返がえる。

「それは聞いた。父上に話されては確たしかに面めん倒どうだ。貴き殿でんには黙だまっていただこう……永えい遠えんに」

　ザシュッ！

　言い終わるが早いか、飢き魂こんの剣けんの紅あかい刃はが一いつ閃せんし、幹部格の志士の陰かげに隠かくれていた若手貴族の頭ず蓋がいを真っ二つに叩たたき割わった。

「そ……んな」

　驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮かべた若手貴族は、脳のう漿しようを撒まき散らしながら崩くずれ落ちる。

「大公っ、乱らん心しんしたか⁉」

　頰ほおに古傷を持つ幹部格の貴族は、後方に下がりながら剣を抜ぬく。

「かかれ！　殺せ！」

「……サキ」

　血を吸すった喜びで脈打つ飢魂の剣を手に、アランは振り返りもせずに声をかけた。

「何です？」

　一歩前へ出るサキ。

「この連中を一いち網もう打だ尽じんにしろ。逆さからう者は、斬きり捨すてて構わん」

「承しよう知ち！」

　ズシャッ！

　そう答えると同時にサキは白はく刃じんを煌きらめかせ、志士のひとりの脇わき腹ばらを深く裂さいていた。

　血を噴ふき上げ、ドウッと倒たおれる志士。

「ん～、この感じ」

　満足そうな顔つきになるサキ。

「僕ぼくひとりで楽しむのは勿もつ体たい無ないし、久ひさしぶりに〝あいつ〟を呼よんでみるかな」

　サキは剣をいったん雪に突つき立てると、眉み間けんに指を当てて精せい神しんを集中した。

「……我わが身に宿りし、闇やみの力よ！　血と苦く悶もんと悲ひ嘆たんに飢うえし、悪あしき存そん在ざいよ！　我われ……汝なんじを解放す！」

　瞳ひとみが炎ほのお色いろに輝かがやき、緋ひ色いろの疾しつ風ぷうの衣ころもがサキを包み込こむ。

「起きろ、お楽しみの時間だぞ」

　サキは自分の中の誰かに話しかけた。

『……贄いけにえか？』

　女じよ性せいらしき声が、気だるそうに答える。

「そうだ。好きなだけ喰くらえよ」

『この雪景色を赤く染そめ上げるのも、また一いつ興きよう』

〝声〟の目覚めと共に輝きを増ます緋の疾風。

　サキは剣をつかみ直すと、人間離ばなれした凄すさまじい勢いきおいで志し士したちの間に飛び込んでいった。

　ガッという骨ほねを砕く鈍にぶい音とともに、志士たちは身体からだを白刃に断たち割わられ、次々と絶ぜつ命めいしてゆく。

「くっ！　紋もん章しようか⁉」

　慌あわてて防ぼう御ぎよ系けいの紋章を使おうとする志士たち。

「……紋章だって？」

　サキはそのひとりの身体を左手でつかみ、軽々と持ち上げる。

「紋章はこうやって使うんだよ。……発動！　風ふう炎えんの鎌かま鼬いたち！」

　剣を雪に突き立て、左手の甲こうに触ふれるサキ。

　ブワッ！

　巻まき起こった突とつ風ぷうが渦うずを作り、志士の身体を空中高く舞まい上がらせる。

「うわあああああっ！　……ぐはあっ！」

　志士の身体は、緋色の竜たつ巻まきの中で奇き妙みような形に捻ねじれ、月光を浴びながら四散した。

　バキバキバキッ、ブシュウウウウウッ！

　飛び散り、雨のように降ふり注ぐ鮮せん血けつ。

　それがサキの身体を赤く染めると、少年の顔は喜き悦えつの色に輝く。

『物足りぬな』

　内なる声が語りかける。

『手て応ごたえに欠ける。質しつよりも量というところか、小こ僧ぞう？』

「まだまだ行く！」

　サキは剣をつかむと、炎色に輝く野や獣じゆうのような瞳で次の獲え物ものを探さがした。

「あれは……誰だ？」

　サキが変身を遂とげるところを初めて見たイーファは、息を吞のんでいた。

「……サキじゃない。まるで別人」

「そっか、あんた、初めてだよね？」

　ヴィスナが頭を搔かいて説明する。

「サキの中には、あいつ自身とは別の何かがいてさ、サキはそれを戦いの時に呼び出すことができるんだよ。ああなった時のサキの強さは、尋じん常じようじゃないんだ」

　この時点で、すでにサキが屠ほふった志士は五人。

　残りの志士の中には、衝しよう撃げきのあまり、呆ぼう然ぜんとたたずむだけの者もいる。

「さてと、あたしも行くか！」

　ヴィスナは矛槍ハルベルトを両手で握にぎり、浮うき足立つ志士たちの中に突進していった。

　たちまち、志士と隊士が入り乱みだれる混こん戦せんとなり、怒ど声せいと武ぶ器きがぶつかり合う響ひびきがシャリエール通りを支し配はいする。

「サキくんだけ目立たせる訳わけにはいかないよね！」

　四方を囲もうとする志士を前に、トリストが手の甲の紋章に指を置いた。

「発動せよ、疾風の理ことわり！」

　紋章が輝き、蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいて消えると、突然、トリストの握る二振ふりの剣けんの速度が上がった。

　ズシュッ！　ザッ！

　一度も剣と剣とを打ち合わせることなく、トリストはまるで舞まいのような華か麗れいな動きで志士たちを斬きり伏ふせてゆく。

「これが死の舞ぶ踏とう」

　一いつ滴てきの返り血を浴びることもなく、トリストは四人を斬り捨すてて微笑ほほえんだ。

「恐きよう怖ふとともに、その名を胸むねに刻きざみつけるといい。……な～んちゃって」

「ふざけてんじゃねえよ、おめえは！」

　正面の志士の懐ふところに潜もぐり込み、その喉のどを裂さいたアギが罵ば声せいを浴びせる。

「荷馬車からくそったれの志士どもを引き離はなせ！　ここで火をつけられたら、俺たちが巻まき込まれっぞ！」

「くっ！」

　アギの言葉通り、一人の若わかい志士が松明たいまつを手に荷馬車へと走った。

「き、貴き様さまらみんな道連れだ！」

　顔を引きつらせながら、若い志士は松明を荷馬車の樽たるに投げつけようとする。

　その時。

　ギュン！

「打だ倒とうハディングだの、民みん衆しゆうの手に街を取り戻もどすだのとほざきながら、貴様らのやることはこれか⁉」

　バッ！

　ディアンの大剣クレイモアが、志し士しのひとりの腕うでを斬り飛ばした。

「志士なら少しは名を惜おしめ！」

「ぐわっ！」

　仰のけ反ぞって倒たおれる志士。

　そのそばに転がった松明に、ロレルが足で雪をかけて火を消す。

「私は本来会計方なんで、こういう肉体労働はゴメンなんですがね……」

　と、こぼすロレル。

「狙ねらうならあいつだ！」

「殺やれ！」

　ロレルの愚ぐ痴ちを聞いた数人の志士が、この男なら勝てると確かく信しんして襲おそいかかる。

　しかし。

「ぐわっ！」

　次の瞬しゆん間かん、鮮せん血けつで雪を染そめていたのは、志士たちの方だった。

　抜ぬく手も見せない三段だん突つきが、志士たちの急所を正確に捉とらえ、石いし畳だたみの上に倒れる前に彼らを絶ぜつ命めいさせていたのだ。

「……私が会計方だと言うと、そうやって狙ってくる下げ衆すどもが結けつ構こういるんですよ。私、そういう汚きたない野や郎ろうを叩たたき斬るのが大好きでして」

　ロレルは眼鏡めがねに飛んだ血を拭ぬぐうと、ニッコリと微笑んだ。

「言い忘わすれていましたが、私、今年の武ぶ術じゆつ大会では準じゆん優ゆう勝しようでした」

　一方。

「待ちなさい！」

　小剣を抜き、戦いの中に飛び込もうとするイーファを、ヨルカが制せいしていた。

「まだ経けい験けんの浅いあなたはここで見ていなさい」

「でも……」

　イーファがルシラの方に目を遣やると、彼女は突進するサキの援えん護ごをするように、その後方に回ろうとする志士を革かわの鞭むちを振るって足止めしている。

　ビシッ！

　革の鞭は、その見た目より遥はるかに強力な武器だ。

　ルシラの鞭が一いつ閃せんする度たび、志士は頰ほおの肉や耳を削そぎ取られ、戦意を喪そう失しつする。

　また、イーファに動かないように命じたヨルカ自身も、荷馬車に近づこうとする志士には鏑かぶら玉だまという鉛なまりの玉を投げつけ、その動きを封ふうじるのに貢こう献けんしていた。

「命令に従したがいなさい」

　唇くちびるを嚙かむイーファを見て、ヨルカは繰くり返す。

「だけど……だけど！」

　イーファは小剣を逆さか手てに構かまえ、敵てきに向かって走り出した。

「こうしていても、姉さんを越こえることはできない！」

　低い姿し勢せいから、身体を回転させての横よこ薙なぎ。

「うがっ！」

　志士のひとりが脇わき腹ばらから腸ちようを溢あふれさせ、ドウッと倒れた。

　飛び散った生温かい血が、イーファの顔に染しみを残す。

「……！」

　裂かれた腹ふく部ぶからはみ出る内ない臓ぞうが放つ、血と糞ふん尿にようの匂におい。

　痙けい攣れんする志士が自分を見上げる恨うらめしげな視し線せんに、胃いのあたりが締しめつけられるような苦しさを覚える。

「これが……人を殺すということ？」

　里ではかなり修しゆう練れんを積んだ心算つもりのイーファだが、やはり実戦はまったくの別物だ。

　ほんの一瞬、茫ぼう然ぜんとなり、隙すきが生まれる。

　そして、その僅わずかな隙が実戦では命取り。

　背はい後ごから、別の志士が迫せまる。

「貰もらった！」

　志士の放った一いち撃げきは、イーファの左腕を刎はね飛ばし、さらに肺はいのあたりまで食い込んだ。

「くっ！」

　焼けるような痛いたみと共に、全身の筋きん肉にくが硬こう直ちよくし、イーファはそのまま雪の上に突っ伏ぷした。




「……！」

　壁かべ際ぎわに志士のひとりを追い詰つめていたサキは、ゾクッとするような感覚を覚えて振ふり返った。
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「あの馬ば鹿か！」

　倒れたイーファと、その周りの雪に広がってゆく赤い染み。

　それを目にした瞬間、サキは目の前の敵てきを放って駆かけ出していた。

「ここは頼たのむ！」

　ルシラの脇を走り抜けながら、サキは声をかける。

「……え？」

　その必死の表ひよう情じようを見て、ルシラはつぶやく。

「……どうして？　あんな顔のサキ……初めて……」




「と、とどめだ！」

　まだイーファに息のあることに気がついた志士のひとりが、起き上がろうとする少女に近ちか寄より、背せに剣を突き立てようとしていた。

　だが。

　ズガッ！

『屠ほふれ、小こ僧ぞう！』

　内なる声が叫さけぶと同時に、地面と平行に奔はしったサキの剣が、志士の両りよう腕うでと頭ず蓋がいの上部を一撃で叩たたき斬きった。

「おい！」

　飛び散る脳のう漿しようと肉にく片へんを踏ふみ散らして駆け寄ったサキは、イーファを抱だき起こす。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　イーファはあまり焦しよう点てんの合っていない瞳ひとみで少年を見上げた。

「す……すぐに回かい復ふくする」

「そんな訳わけないだろ！」

「サキ！」

　少し遅おくれてルシラがやって来て、サキの代わりにイーファを支ささえる。

「この子は本当に大丈夫なの！　あなたは戦いに戻もどりなさい！」

「けど！」

「この子はわたしに任まかせて！」

「……分かった」

　サキは立ち上がり、イーファに傷きずを負わせた志士を見つけると、そちらに向かって走り出した。

「ごめん……ルシラ」

　涙なみだを浮うかべるイーファ。

「私は……馬鹿だ」

「うん、馬鹿だね」

　ルシラはそっと傷口に清せい潔けつな布ぬのを当てる。

「あなたはフィフィじゃない。フィフィになる必要はないんだよ」

「ルシラ！　その子を壁際まで運んで！」

　二人の援えん護ごにヨルカが回った。

「おい、こっちは女三人だぞ！」

「ここから包囲を突き崩くずせ！」

　十人ほどの志士が三人に襲おそいかかる。

「女、見ていたぞ」

　戦せん斧ぷを構かまえた大おお柄がらな志士のひとりが、ヨルカを見て哄こう笑しようした。

「貴き様さま、隊士どもの援護に、すでに紋もん章しようを三つ使い果たしただろう？」

「……そうね」

　イーファたちを背に、腕組みをして立つヨルカはうなずく。

「道を開けろ。そうすれば見み逃のがしてやる」

「生あい憎にく、こちらは見逃す気はないの。特に、筋肉だけの間ま抜ぬけ野や郎ろうはね」

「こ、殺す！」

　男は戦斧をヨルカの頭めがけて振ふり下ろす。

　次の瞬間。

「発動、白熱の円輪！」

　ヨルカの手から放たれた光の輪が、男を斧おのごと真っ二つに切り裂さいた。

「な、なんで……⁉」

　啞あ然ぜんとした表情で、頭とう頂ちようから鮮せん血けつを噴ふき上げる男。

「……紋章を四つ以上入れられる人間もいるのよ」

「……そうか、お前は……噂うわさの闇やみ隊……士……」

　男の身体からだは左右に分かれて、雪の上に倒れた。




「ひいいいいっ！」

　イーファを斬った志士はサキに追われ、民家の一軒に駆かけ込こんでいた。

　扉とびらを閉とじ、閂かんぬきをかけると、喘あえぎながら壁かべに張はりつく。

「死にたくない、死にたくない、死にたくない」

　目を閉じて身を震ふるわせる志士。

　しかし。

「……そこか」

　ドガッ！

　身を潜ひそめた志士の胸むな板いたを、サキの剣けんが分ぶ厚あつい石の壁越ごしに貫つらぬいた。

「そんな……壁の……向こうから……？」

　胸むねから血を噴き上げて、志士は倒れる。

「こんなことで僕ぼくから逃れられると思ったら、大きな間ま違ちがいだよ」

　サキを包む緋ひ色いろの疾しつ風ぷうが、さらに輝かがやきを増ました。

『まだ足りぬぞ、小こ僧ぞう。わらわのこの疼うずきを止めるには、まだ血が足りぬ』

　内なる声がサキに要求する。

「……ああ、今夜はお前が満足するまで味あわせてやるよ」

　サキは応こたえ、血に染そまった髪かみを搔かき上げて微笑ほほえんだ。

「に、逃にげろ！」

「あいつ、化け物だ！」

　これを見て恐きよう怖ふに駆られた一部の志士が、根ね城じろにしていた廃はい屋おくに逃げ込む。

「おっと！　逃がさないよ！」

　矛槍ハルベルトを手に、それを追ったのはヴィスナだ。

　だが。

「発動！　焦しよう熱ねつの墜つい星せい！」

　中で待ち構えていた志士が放った紋章の火球が、不意を突つかれたヴィスナめがけて真まっ直すぐに飛んだ。

　荷馬車と一いつ緒しよに外に出てきた連中とは別に、まだ何人か潜んでいたのだろう。

「ヴィスナ！」

　叫さけぶディアン。

　その時。

「危あぶない！」

　火球とヴィスナの間に飛び込んだのは、先ほど彼女に声をかけられた新人隊士だった。

　その身体はたちまち灼しやく熱ねつに焼かれ、ほとんど骨ほねだけになって崩れ落ちる。

「君！」

　抱だき起こそうとするヴィスナ。

　しかし、炭たん化かした新人隊士の身体は、ボロボロになって砕くだけ散った。

「今だ！」

「陣じん形けいを立て直せ！　各かつ個こ撃げき破はなら勝機はある！」

　隊士ひとりが斃たおれたのを機に、恐きよう慌こう状じよう態たいにあった志士たちは落ち着きを取り戻もどした。

　ひとりを四、五人で囲む戦法に、増ぞう援えんの隊士二人がまず餌え食じきになる。

「弓だ！　射い殺ころせ！」

　廃屋に戻った志士のうちの何人かが、隠かくし持っていた長弓を取り出してきて、サキに向かって狙ねらいをつけた。

　番つがえた矢の先せん端たんに輝かがやいているのは、隊士の甲こう外がい套とうを貫くために、特とく殊しゆ加工を施ほどこした鏃やじりである。

　ビュ！

　ビュ、ビュッ！

　十数本の矢が、サキに向かって飛んだ。

「そんなもので！」

　ガガガガガッ！

　サキは倒れた隊士の身体を抱かかえ上げると、すべての矢をそれで受け、そのまま正面の志士との間合いを詰つめる。

「こ、こいつ！　仲間を盾たてに！」

「仲間？」

　驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべる志士の腹はらに剣を突き刺さし、サキはグッと捻ひねった。

「……死んだらただの肉さ」

「ぐぎゃああああああっ！」

　サキがまとう緋色の光が、手にした剣の先せん端たんを中心に凄すさまじい疾風の渦うずを形成し、志士の身体からだを文字通り四散させた。

「くそ！　九きゆう尾びの猫ねこどもが！」

　頭目らしき頰ほおの傷きずの貴き族ぞくは、仲間の半数近くが戦せん闘とう不ふ能のうになるのを見て、撤てつ退たいを決意する。

「みな、散れ！　ここはいったん……」

　だが、頭とう目もくは指し示じを出し終えることはなかった。

　アランの飢き魂こんの剣けんが、その首を刎はね落としていたからだ。

「貴様らのような愚おろか者は」

　転がる頭を冷たい目で見下ろし、アランは告げる。

「阿あ鼻び叫きよう喚かんと多量の血が、新しい時代をもたらすと信じる」

　鮮せん血けつを吸すった飢魂の剣が、鞘さやに納おさまった。

「……己おのれの信ずるものに殉じゆんじるがいい」




　計画の中心である頭目の貴族が倒たおれたことで、志士たちは総そう崩くずれになった。

　半数はそのまま降こう伏ふくし、残りは無む謀ぼうにも逃とう亡ぼうを試みて、そのほとんどがサキたちの剣の前に血ち反へ吐どを吐はいて倒れた。

「殺せ！」

　最後まで抵てい抗こうを試みた志士は、縛しばり上げられた後も反抗的な姿し勢せいを崩さなかった。

「もちろん。言われるまでもないね」

　と、サキがその志士の左ひだり胸むねに剣先を突きつけた時。

「はい、そこまで」

　サキの頸けい動どう脈みやくに、冷たい白刃が当てられた。

「それ以上は遣やり過すぎですよ」

「……ロレルさん」

　サキは渋しぶ々しぶ剣を下げる。

「もう少し遊ばせてよ」

　その瞳ひとみが炎色からゆっくりと菫すみれ色に戻り、身体からだにまとった緋ひの疾しつ風ぷうも消えてゆく。

「それはまた、次の機会ということで」

　ロレルは眼鏡めがねを押おし上げると、剣を鞘に納めながらディアンを振ふり返った。

「サキくんを止めるのは君の仕事でしょう？　私の手を煩わずらわせないで欲ほしいものですね」

「いや、けしかけたのは隊長だろ？」

　と、ディアンは頭を巡めぐらすが、あたりにアランの姿すがたはない。

「……隊長、もう帰ったのか？」

「事じ務む的なこと、あの方苦手ですから」

　ロレルは肩かたをすくめる。

「結局、一いち網もう打だ尽じんにはできなかったな」

　捕とらえた志士と転がる死体の数を数えたアギが言った。

「少なくとも、十人以上がここから逃にげたぜ」

　アギのポケットが妙みように膨ふくらんでいるのは、死体から頂いただいた金目の物のせいだろう。

「はい、聞いてね」

　出血で顔色の蒼あお褪ざめた志士たちの前に立ち、トリストが貴族拘こう束そく時の権けん利り条じよう項こうを告げる。

「あなたたちは拘束中も、貴族として名めい誉よある扱あつかいを要求することができる。ただし、武ぶ器きの携けい帯たい、及および自決、逃亡、贈ぞう賄わい、買ばい収しゆう行こう為いに関してはこの範はん囲いにはあらず……この範囲に……あらず……えっと……ロレル、この後、なんだっけ？」

　後半をド忘わすれしたトリストは、ロレルに助けを求めた。

「違い反はん行為があったと当局が認みとめた場合、あらゆる名誉は剝はく奪だつされる。なお、異い議ぎの申し立てに関しては、拘束から三日以内に於おいては、代理人を通し、十二人委員会に対して行うことが認められている。以上」

　後を継ついだロレルは、淀よどみなく権利条項を暗唱した。




「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ディアンは、ひとり離はなれた場所にいるヴィスナに声をかける。

「……うん」

　膝ひざを抱かかえたヴィスナは、その手に炭たん化かした新人隊士の骨ほねを握にぎり締しめていた。

「あんたやサキの言った通り。何が、何がいい隊士の条じよう件けんだよ」

「…………」

　ディアンはその肩かたを軽く叩たたくと、しばらくひとりにしてやることにした。




「ルシラ、あの子は？」

　志士たちが詰め所に連れて行かれてしまうと、その場に残ったサキは闇やみ隊士たちの方に早足で歩み寄より、ルシラの肩越ごしに手当てを受けているイーファの様子を窺うかがった。

「……って？」

　目を瞠みはるサキ。

「無事だ」

　ぶっきらぼうに答えたイーファは、普ふ通つうにその場に立っていた。

「そう言ったはずだ」

　切り落とされたはずの左ひだり腕うではしっかりついているし、裂さかれたはずの脇わき腹ばらにも傷きずはない。

「ど、どういうこと？」

　サキは説明を求めるようにヨルカを見る。

「この子はね、様々な力を持つ闇隊士の中でも特別な存そん在ざいなの」

　ヨルカは答えた。

「驚きよう異い的な再さい生せい能のう力りよく。身体のどの部分でも、破は壊かいされた次の瞬しゆん間かんから治り始め、完全に元に戻る」

「つまり、不死ってことね」

　ルシラが付け足す。

「私たち、様々な特とく殊しゆ能力を持つ闇隊士の中でも、一世代にひとり出るか出ないかの祝福された力よ」

「不死だなんて……そんなこと、あり得えるんですか？」

　信じられないといった表ひよう情じようのサキ。

「あるじゃない、ここに」

　ルシラはサキのお尻しりを抓つねると、耳元にささやく。

「……この子が斬きられた時、ずいぶんと焦あせってたじゃない？　らしくないわねえ、狂きよう犬けんのサキって二つ名を、志士から貰もらったあなたが」

「あのさ」

「わたしが死んだら、そのくらい取り乱みだしてくれるのかなあ？」

「秘ひ密みつ」

「……もう」

　ルシラはサキの指に、自分の指を絡からませた。

「ともかく、無事でよかったですよ」

「…………」

　サキが声をかけると、イーファは視し線せんを合わせないように顔を伏ふせる。

　と、その時。

「無事でよかったのは事実だけど……」

　バチンッ！

　ヨルカの平手が、手て加か減げん無しにイーファの頰ほおに飛んだ。

「！」

　イーファはそのまま、雪の上に倒たおれ込こむ。

「あなたの命令違反が、どれだけみんなに迷めい惑わくをかけたのか、よく考えることね」

「はい」

　イーファは小さくうなずいた。




　　　　＊　　＊　　＊




「起きていたのか？」

　屋や敷しきに戻もどったアランは、玄げん関かんの椅い子すに座すわって待つリネットの姿すがたを見て、僅わずかに眉まゆをひそめた。

「眠ねむれませんでした」

　リネットは肩かた掛かけを引き上げて微笑ほほえむ。

「不思議です。貴方あなたの運命は今夜死ぬことはないと私に告げているというのに、心配でなりませんでした」

「隊士を何人か失った」

　アランは跪ひざまずいてリネットの膝ひざに頭を置く。

「……お辛つらいのですね？」

「この戦いに大たい義ぎはない。死んだ隊士たちに与あたえられるのは名めい誉よではなく、市民の中ちゆう傷しようと侮ぶ蔑べつだ」

「それならば」

　リネットはアランの黒くろ髪かみを梳すくように撫なでた。

「暗あん愚ぐの王を廃はいし、貴方が王になられればよいのです」

「……私が？」

　顔を上げ、苦く笑しようするアラン。

「私が王だと？」

「本来王ぎよく座ざは、王位継けい承しよう権けん第一位だった貴方のもの。ハディングは簒さん奪だつ者です」

　リネットは目を細めた。

「貴方は王にして、世界の調整者。それが、運命の定めたるところ」

「……では何な故ぜ、お前は私をそんな悲しそうな目で見つめる？」

「分かりません」

　リネットの瞳ひとみから宝ほう石せきのような涙なみだがこぼれ、アランの頰を濡ぬらした。

「本当に……分からないのです」




　　　　＊　　＊　　＊




　同じ頃ころ。

　灰はい色いろの髪の男のもとに、シャリエール通りの戦闘から生せい還かんした若わかい志士が報ほう告こくに訪おとずれていた。

「総そう員いん四十四名の志士のうち、半数近くが命を落としたものと……」

　顔にこびりついた血の痕あともそのままに、若い志士は無念の表情でこぶしを握にぎり締しめる。

「守しゆ備び隊の力が……これほどのものとはな」

　灰色の髪の男は椅子に座ったまましばらく瞑めい目もくしていたが、やがて、若い志士に尋たずねた。

「……して、どこの中隊だ？」

「九きゆう尾びの猫ねこ。第九中隊でした」

「アラン坊ぼうや、やはり、立ちはだかるか」

　灰色の髪の男は、口元にかすかな笑みを浮うかべる。

「……どうやら、機は熟じゆくしたようだ」

「はっ？」

　戸と惑まどいの表ひよう情じようで、自分たちの指し導どう者しやを見る若わかい志し士し。

「若者よ、いよいよ新時代を築きずくための攻こう勢せいに出るぞ！　王都は二つの道の一方を選せん択たくすることになる。すなわち、愚王ハディングと共に瓦が礫れきの山と化すか、新時代を迎むかえる王国の輝かがやかしい首都となるかだ！」

　灰色の髪の男は立ち上がった。

「はい！」

　若い志士の顔が喜びに輝く。

「お前たちは来きたるべき決起の時のために、同志の再さい編へん制せいに当たれ。わしは邪じや魔まな守備隊を狩かる。文字通り、一匹ぴきずつ、な」

　灰色の髪の男はそう告げると、まるで祝福を授さずける聖せい職しよく者しやのように、若い志士の肩かたに手を置いた。
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「もう、駄だ目めよ、こんなところで……」

　深夜。

　とはいっても、酒場が閉しまるまでにはまだ間のある頃ころ。

　厚あつ化げ粧しようの女は、心の中で銀ぎん貨かの計算をしながら、男に向かって嬌きよう声せいを発していた。

「だが、身体からだはそうは言ってないぞ、ほら」

　女と絡からみ合いながら酒場から出てきた男は、千鳥足で暗がりに入るなり、女の太ふと腿ももの間に手を差し入れ、反対の手で服を引き剝はがそうとする。

　その時。

「王都守備隊第六中隊〝六ろく肢しの虎とら〟隊士、ギベール・ド・ガルランド殿どのとお見受けする」

　黒くろ装しよう束ぞくの人物が闇やみの中から音もなく現あらわれて、男に声をかけた。

「……下がっていろ」

　ほろ酔よいと呼よぶにはやや飲み過すぎたギベールは、娼しよう婦ふを突つき飛ばすようにして後ろにやると、女の残り香ががする指をペロリと舐なめて、剣けんを抜ぬいた。

「叛はん乱らん志し士しか。狙ねらった相手が悪かったな」

　隊士の中でも剣けん豪ごうとして知られるギベールは嘲ちよう笑しようする。

　だが、一いつ瞬しゆん後ご。

　ガッ！

「ぐぼっ！」

　ギベールの身体は壁かべに押おしつけられ、その腹ふく部ぶを剣が抉えぐっていた。

「尋たずねたことに答えろ。ギベールか？」

「そ、そうだ」

　焼けるような痛いたみに震ふるえながら、ギベールはうなずいた。

　服の内側を血が伝い、ブーツの中に生温かさを覚える。

　下腹部が引っ張ぱられるような感かん触しよくがあるのは、はみ出した臓ぞう器きが垂たれ下がっているためだ。

「これは報ほう復ふくだ。シャリエール通りの戦いで死んだ仲間のな」

　ささやくような声が告げた。

「待て、あれは九きゆう尾びの猫ねこのしたことで……」

「弁べん明めいは聞かぬ」

　黒装束はギベールの釈しやく明めいを遮さえぎる。

「我われ々われは、守しゆ備び隊士を一人残らず消すまで、戦いを止やめぬ」

「よ、よせ！」

　黒装束のその人物は、怯おびえる隊士の口に斬ざん奸かん状じようを突っ込こむと、喉のどを搔かき切った。

　喉を深く貫つらぬいた刃はは頸けい動どう脈みやくだけでなく、脊せき椎ついまで達していた。

　ひゅうという息の漏もれる音とともに、ギベールは一瞬、身体を痙けい攣れんさせてそのまま崩くずれ落ちる。

「ひ、人殺……」

　悲鳴を上げようとした娼婦の首が飛び、月夜に舞まった。




　その翌よく日じつ。

　非ひ番ばんのサキは王都の街門を出て、近くの森にまで足を伸のばしていた。

　数日に一度、サキはひとりでこの森に来る。

　馬の鞍くらには、隊で支し給きゆうされた腰こしの剣とは別に、鉛なまりを巻まいて通つう常じようの二倍の重さにした剣が縛しばり付けてある。

『常つね々づね思っているのだが……』

　サキの中にいるもうひとりの声が珍めずらしく、戦いの最中でもないのに話しかけてきた。

『何な故ぜ、街の外でやる？』

「剣の修しゆ行ぎようなんて、人に見せるものじゃないさ」

『隠かくれてするようなことにも思えぬが？』

「冗じよう談だんじゃない。僕ぼくが真ま面じ目めに修行してるなんて知ったら……」

　大笑いするディアンたちの姿すがたが、サキの脳のう裏りに浮うかぶ。

「……絶ぜつ対たいに嫌いやだ」

　サキは寒気を覚えて頭を振ふった。

　森に入ったところで馬の手た綱づなを樹きに縛しばりつけ、残雪を踏ふんでいつものように奥おくに進み始めたサキは、ふと、いつもと違ちがう獣けもの道みちを歩いてみる気になった。

『好こう奇き心しんの旺おう盛せいなことよ』

「水の音が聞こえたんだよ」

　からかうような内なる声に、サキは反はん論ろんする。

『まあ、好きにするがよい。人ひと喰くい竜りゆうでも現れたら、その時は呼べ』

「こんな人里近くに出ないって」

『……今のところはな』

　声は沈ちん黙もくした。

「こんなとこに泉いずみがあるなんて、知らなかったけど……」

　甲こう外がい套とうに枝えだを引っ掛かけながら、藪やぶの間をすり抜ぬけるようにして進むサキ。

　突とつ然ぜん、その眼がん前ぜんが開け、色とりどりの花々に囲まれた小さな泉が姿を現あらわした。

　すると。

「……うわ」

　サキは目にした光景に言葉を失う。

　光り輝かがやく泉の中心に、ひとりの少女が一糸まとわぬ姿で漂ただよっていたのだ。

　それも、見知らぬ娘むすめではない。

　瞳ひとみを閉とじて水面で眠ねむっているかのように見える少女は、闇やみ隊士のイーファだ。

　初春の日射しを受けて七色に輝く水に浮かんだ、イーファの裸ら身しん。

　かすかに赤みを帯びた、真しん珠じゆのような肌はだ。

　腰は頼たよりなく見えるほどに細く、半球状の双そう丘きゆうは、豊ゆたかとはいえないまでも張はりのある魅み惑わく的な形をしている。

　身につけているものといえば、左手首の革かわ帯おびだけだ。

「…………」

　サキはこのまま、そっとこの場を去ろうと後あと退ずさる。

　しかし。

　カサ。

　足元の枯かれ葉はが、小さな音を立てた。

「何者！」

　イーファは立ち上がりざま、手首に留とめておいた小刀を抜ぬき、足音の方向に投げつけた。

「ごめん！」

　サキは咄とつ嗟さに左足を引き、飛んできた小刀を右手でつかむ。

「別に覗のぞく気じゃなかったんだ」

「……君か」

　ふうっと、緊きん張ちようを解とくイーファ。

「何してたの？」

　自分でも間抜けな質しつ問もんだと思いつつ、サキは尋たずねた。

「水に入っていた」

　イーファは裸身をさらしたまま、腰に手を当ててサキを睨にらむ。

「いや、それは見れば分かるんだけど……」

「街に近いが、ここは空と水がきれいだ。だから、時々、ここに来る」

　イーファは再ふたたび、ゆっくりと身体からだを後方に倒たおして静かに水に浮かんだ。

「思い出す。里では、よくこうやって、空と雲を見ていた……」

　眩まぶしい初春の日射しにかざす手。

　そうすると、まるで太陽をその手に握にぎったかのように感じられる。

「君はまだ小さいから分からないだろうが……」

「あのね、僕、もう十四なんだけど」

「じゅ、十四！」

　急に恥はずかしくなったイーファは、慌あわててザブンと水に潜もぐった。

「わ、私より年上ではないか！　てっきり君は二つ、三つ年下だと思っていた！」

「そうなの？」

　イーファの年ねん齢れいを聞いたことがなかったサキは首を傾かしげる。

「どうしたのさ、急に潜って」

「こ、子こ供ども相手でなければ、こんな格かつ好こう見せられるか！」

　鼻まで潜ったイーファは、ブクブクと泡あわを立てて怒ど鳴なった。

「いや、別に見ても嬉うれしいほどのものじゃ……」

「！」

　イーファの視し線せんが、殺意のこもったものに変わる。
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「……何かしようとしたら殺す」

　警けい告こくしながら、手首の革帯からもう一本の小刀を抜くイーファ。

「何かって、何？」

　サキは聞き返す。

「何かって何って……つまりナニだ」

「だから、ナニって何さ？」

「ナ、ナニはナニだ、決まってる」

「そのナニが何だか、言わなきゃ分からないよ」

「言葉で私をなぶるな！」

「……あ～っと」

　険けん悪あく化する雰ふん囲い気きに、サキは頭を搔かく。

「やっぱり、邪じや魔ましちゃ悪いから帰るよ」

「私が帰る！　君はずっとここにいろ、一生でも構かまわん！」

　イーファは立ち上がりかけて、また水に潜った。

「……済すまない、そこの服を取ってくれ」

「はいはい」

　サキは、イーファが指し示しめした樹きの方に向かう。

「……で、君はどうしてここに？」

　唇くちびるから上だけを水面に出して、イーファは尋ねた。

「まあ、今さら隠かくしてもしょうがないけど、剣けんの練習」

　服をつかむサキ。

　かすかに感じる甘あま酸ずっぱい匂においに、ほんの少し、戸と惑まどいの表ひよう情じようが浮うかぶ。

「君が……練習？」

　サキが投げた服をつかんだイーファは、眉まゆをひそめた。

「……そんな意外そうに言わなくたって」

　口を尖とがらせるサキ。

「時々このあたりに来てやるんだけど、こんなところに泉があるのは知らなかった」

「君はそこそこ強いだろう？　少なくとも、ディアン殿どのやヴィスナさんと同程てい度どには？　特に鍛きたえる必要があるとも思えないが？」

「斬きりたい奴やつがいるけど、今の腕うでじゃまだ勝てない。もっともっと強くならないとね」

「斬りたい人？　……まさか、アラン隊長？」

「さあ、どうかな？　そうだとしたら、止める？」

「いや」

　何とか水中で服を着ようと悪戦苦く闘とうしながら、イーファは頭を振ふった。

「アラン隊長が君などに負けることはありえないし、君のことは心配してやる義ぎ務むが生じるほどにはよく知らない」

「……イーファってさ、嫌いやなことをずけずけ言うね」

「お互たがい様だ」

　何とか服を着終えたイーファは泉いずみから出る。

「……何な故ぜ、隊長と殺し合いたい？」

「僕が生まれたのは、最低の人間が住む最悪の街区」

　サキは、自分の中で言葉をまとめてから話し始めた。

「親子や兄弟姉妹でも、その日の糧かてを得るためには殺し合う、そんなところだった。僕は家族の誰だれよりも剣の才さい能のうがあって、五つの時には十四歳さいの兄あに貴きを斬った」

「自分の兄を？」

　微笑ほほえみながら語るサキを、大きな瞳ひとみで見つめるイーファ。

「あの界かい隈わいじゃ珍めずらしいことじゃないさ。人を殺して金を稼かせぐ、それが当たり前の世界だったんだ。僕も自然とそういう生活になったよ。最初は人を斬るのが怖こわかったし、真っ向勝負にワクワクしたこともあったけど、そのうち慣なれて、人を斬ることに何も感じなくなった。まとめて十人を相手にしてても、自分よりずっと身体からだの大きな奴を相手にしてても、ずっと別のことを考えてた。戦いながら、退たい屈くつしてたんだ」

「……退屈、か」

　あの雪の夜、初めて斬った志し士しの顔を、イーファはふと思い出す。

　自分もいつか、人を斬ることに慣れるのだろうか？

（いや、ならなくては……姉さんを越こえるために……）

　イーファは、自分でも気づかぬうちに唇を嚙かみ締しめていた。

「けど、あの人と斬り合った時、久ひさし振りに頭ン中が真っ白になった。こう、身体だけが殺気に反はん応のうする、感覚が急に研とぎ澄すまされる感じ。時間が止まって、周りの動きがみんな見えて、空気の流れさえも読み取れるような感じ」

　サキは自分の手のひらを見つめ、それをゆっくりと握にぎった。

「もう一度あの人と戦えれば、あの感覚をまた味わえる。あの人に勝てれば、何かが手に入る。そんな気がするんだ」

「勝てれば、の話だな」

「……まあ、いいけどね」

　サキは剣を抜ぬくといったん空中に放ほうり投げ、それを後ろ手に背せ中なかでつかむと、枝えだ振ぶりのいい樹の前に立つ。

「これでも前にアランと殺やり合った時と比くらべると、結けつ構こう腕は上がってる心算つもり」

　ビュッ！

　白はく刃じん一いつ閃せん。

　ザザッ！

　太い枝が根元から絶たたれ、地面に落ちる。

「ね？」

「遅おそくはない」

　イーファは頭を振る。

「でも、アラン隊長なら確かく実じつにかわすな」

「……あっそ」

「今程てい度どなら、私でも難なんなくかわせる。斬りかかってみろ」

　イーファは小刀を指で回しながら、サキの前に立った。

「待ってよ、女の子相手に」

「大だい丈じよう夫ぶ。君が本気で来ても、掠かすりもしない」

　この発言に、さすがのサキもカチンと来る。

「後こう悔かいするなよ」

　と、言いながらも、サキは刃を返して背はい刀とう打ちの構かまえを取る。

「いくぞ！」

　ヒュンッ！

　八相の構えから剣先を下げ、不意を突つく形で右みぎ脇わき腹ばらのあたりを狙ねらうサキ。

　しかし。

「こちらか？」

　キンッ！

　イーファの小刀は、この一いち撃げきを難なく跳はね返してみせた。

「もう一度！」

　今度は横よこ薙なぎ。

　イーファはやや剣けん圧あつに圧おされはしたものの、今度も小刀の鎬しのぎで見事に受ける。

「……え、何で？」

　戸と惑まどいを隠かくせないサキ。

「君の太た刀ち筋すじは至し極ごく、読みやすい。剣を抜こうとする、振ろうとする、誘さそいをかけようとする、間合いに踏ふみ込こもうとする、回り込もうとする。すべての動きに、無む駄だな予よ備び動作が入る」

　小刀を手首の革かわ帯おびに戻もどしながら、イーファは指し摘てきした。

「膂りよ力りよくだけで斬きろうとするな。斬るのに必要な力を百とすると、君は腕うでの力だけで百、出し切ろうとする。速さを求めるのなら、腕三十、背中三十、腰こし三十、膝ひざ三十、脚あし三十。全身の力を使う。これで合計百五十。単たん純じゆんに考えても、腕だけで斬るより五割わりは強力な技わざが出るし、各部への負ふ担たんが平へい均きん化かしているので、速度も上がる。本来ならもっと細かく分散したいところだが、最初はこのくらいから始めるといい」

　背中の剣をサキと同じように左の腰に挿さし直すと、イーファはサキの鼻先を狙って鞘さや走ばしらせた。

　風を切る音さえ立てずに、イーファの剣の切っ先はサキの目の前に突きつけられる。

「……今、どうやったの？」

　その動きを、まったく見切ることのできなかったサキは尋たずねた。

「ゆっくりやるとこうだ。鞘を捻ねじって刃を上に向け……」

　イーファは構えのところから、ゆっくりと一連の動きを再さい現げんしてみせる。

「抜き手の肘ひじを柄つか頭がしらに預あずけるようにした姿し勢せいから、身体を前に倒たおす」

　ふっと前ぜん傾けい姿勢になるイーファ。

「そして、倒れる速度を利用して、抜き手側の足を踏み出すと同時に……」

　キラリ。

　イーファの剣は、またいつの間にか、サキに突きつけられている。

「見えたか？」

「いや、最後のところが全然。それどころか、刃が風を斬る音さえ聞こえなかった。君さ、見た目は田舎いなか者でドジ丸出しだけど、結構やるね」

「……殺すぞ。言っておくが、アラン隊長はもっと速い」

　イーファは剣を納おさめた。

「その上、アラン隊長を斬るためには、その前に立ちはだかるディアンやヨルカとも戦わなくてはならない。分かっているか？」

「ディアンとなら、今でもそこそこ互ご角かくにやれるんじゃないかな？」

　気楽に笑うサキ。

「君の相あい棒ぼうだろう？　本当に戦える気か？」

「別にディアンも他ほかの隊士たちも、仲間だなんて思ったことないって。今はたまたま一いつ緒しよにいるだけだよ」

「……私は君が理り解かいできない」

　イーファは頭を振ふった。

「ただの酔よっ払ぱらいに惨むごい手て傷きずを負わせ、戦せん闘とう不ふ能のうの志し士しを斬きり捨すてようとする。その上、同じ隊で戦う同志さえ、簡かん単たんに斬ると言い切る。……それは、君の中にいるもうひとりの影えい響きようか？」

「へえ、こいつのこと、知ってるんだ」

　サキは自分の額ひたいを指で叩たたいた。

「残念だけど、違ちがうよ。こいつは僕ぼくが生まれた時から僕の頭の中にいるけど、戦いの時に手を貸かすだけ。普ふ段だんは大たい抵てい黙だまっているし、僕のやることに口を出すことはほとんどないね」

「……そうか。やはり、君は私とは異い質しつの存そん在ざいのようだ」

　イーファは背せを向け、街に向かって歩き出す。

「あ、待ってよ！」

　声をかけるサキ。

「何だ！」

　少し怒おこったような声。

「さっきの技わざ、教えてくれないかな？　あの、風を斬る音よりも速く抜ばつ刀とうする技」

「……君は、誰も仲間と思わないのだろう？」

　イーファは振り返った。

「つまり、私も君の仲間ではない。私は、仲間でもない奴やつに教えるほど、お人ひと好よしではない」

「……分かったよ」

　サキは降こう参さんというように両手を上げた。

「君は仲間。これでいいんだろ？」

「九きゆう尾びの猫ねこのみんなは？　ディアンやヴィスナは？」

「……仲間だよ」

「誓ちかえるか？」

「誓います、誓いますって」

「……ずいぶん投げやりだが、まあいい」

　イーファは剣けんを握にぎって、サキの前に立つ。

「言っておくが、これから教えることは本来、里の者以外には教えてはならないことになっている。何な故ぜだか分かるか？」

「さあ？」

「下へ手たに真ま似ねようとすると、命を落とすことになるからだ」

「……上等。面おも白しろいじゃない」

　サキは笑えみを浮うかべ、イーファと対たい峙じする。

「それと、教えるのは今日が最初で最後。後は自分で研けん鑽さんしろ」

　イーファは右足をすっと下げて、構かまえを取った。
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「殺やられたのは、あのギベールだそうですよ」

　事じ件けんの現げん場ばから詰つめ所に帰ってきたロレルは、部屋に屯たむろしている面々に伝えた。

「目もく撃げき者しやはいませんが、ギベールの剣には、血ち曇くもりひとつなかったらしいですね」

「あの猛も者さが、相手に手傷ひとつ負わせられないとはな」

　苦々しげな表ひよう情じようになるディアン。

「殺された守しゆ備び隊士は、この半月あまりで十八人か。それもみんな、ひとりになったところを狙ねらわれている」

「巻まき込まれた娼しよう婦ふは別としてね」

　と、ヴィスナ。

「現場に残された斬ざん奸かん状じようには何と？」

　ディアンはロレルに尋たずねる。

「街から王家の狗いぬである守備隊士を一いつ掃そうするまで、戦いは終わらない、と」

「要するに、シャリエール通りの一件以来、志士の狙いは俺おれたちに絞しぼられた訳わけだ」

　短刀の刃はを研といでいたアギがこれを聞き、砥と石いしを脇わきに押おしやって腕うで組ぐみをする。

「とうとう、叛はん乱らん志士と守備隊の全面対決かよ？」

「あっちにゃ市民の支し持じがあるから、強気だよねえ」

　鏡を覗のぞき込んで髪かみを整えるトリストが言った。

「うちの隊じゃ、お前が一番危あぶないな」

　そちらに冷ややかな視し線せんを向けるディアン。

「単たん独どく行動が多いからねえ」

　ヴィスナも同調する。

「ちょっと、脅おどかさないでよ～」

　傷ついた表情で振り返るトリスト。

「脅かされんのが嫌いやなら、あんまり女のところに入り浸びたってんじゃないの」

　と、ヴィスナ。

「でもさ、ひとりの女じよ性せいのところに連れん泊ぱくすることないし～」

「この、女の敵てき！」

　ヴィスナの蹴けりは、トリストの股また座ぐらにまともに入った。

「おい、ディアン」

　白目を剝むいて床ゆかに崩くずれ落ちるトリストを無視して、アギが声をかける。

「この一件、隊長を狙うためにサキを雇やとった奴と、関係があると思うか？」

「正直、分からんな」

　ディアンは首を横に振ふった。

「ともかく、確たしかなのは、相手が俺たち隊士の動きを完全に把は握あくしているという事実だ」

「あなたが前に仕入れてきた情じよう報ほうでも、そんな話がありましたね」

　ロレルがうなずく。

「これからは密みつ偵てい、ないしは内通者の可か能のう性せいを、常つねに考こう慮りよに入れて行動すべきです」

　と、そこに。

「ねえ、何の話？」

　森から戻もどってきたサキが、一同を見み渡わたした。

　全身に擦かすり傷と打だ撲ぼくの痕あと。

　まるで、袋ふくろ叩だたきにあったかのような姿すがたである。

「……また隊士が殺られたんだよ」

　サキのボロボロな様子を見て、一いつ瞬しゆん言葉を失ったヴィスナが説明する。

「ああ、そのこと」

　サキは軽くうなずくと、あちこち破やぶれた服を脱ぬいで、隊士の制せい服ふくに着き替がえ始めた。

「僕も襲おそわれないかな？　このところ、斬きり合いが減へって退たい屈くつでさ」

「また君はそういう不ふ穏おんなことを」

　ロレルは眼鏡めがねを外し、こめかみを押さえる。

「ともかく、襲われるのを怖こわがって詰め所に閉とじこもってたら、街の治安は守れませんって。さあ、お仕事お仕事！」

　サキはディアンの腕をつかみ、強ごう引いんに立たせる。

「それじゃ、行ってきま～す！」

「おい、待て！　こら！」

　ディアンはサキに引っ張ぱられて、詰め所を出て行く。

「馬ば鹿かが……」

　鞣なめし革がわで研ぎの仕上げをしながら、吐はき捨すてるアギ。

「……変なの。ずいぶんと舞まい上がってるじゃない？」

「何かいいことでもあったんでしょうか？　その割わりには、ずいぶんとひどい格かつ好こうでしたが」

　ヴィスナとロレルは、サキたちが出て行った扉とびらを見つめながら首を傾かしげた。




　　　　＊　　＊　　＊




　それから数日後の昼下がり。

「イーファ！　見てよ！」

　サキは飛ぶようにして、森の中の泉いずみにやって来ていた。

「見るな！」

　いつものように水を浴びていたイーファは、ザブンと潜もぐりながら怒ど鳴なる。

「ああっと、ごめん」

　背せ中なかを向け、サキは服を渡わたした。

「……わざとやってないか？」

　怒おこった調子のイーファの声。

「だから、そんな貧ひん弱じやくなの見たくないって」

「ひ、貧弱などと言うな！　これでも結けつ構こう……もういい！　どうも君とは相あい性しようが良くない！」

「そうかな？」

「はっきり言えば、嫌きらいだ。……こっちを向いていいぞ」

　イーファが告げると、サキはまだ濡ぬれているイーファの肩かたをつかんだ。

「聞いてよ！　できるようになったんだよ、あの技わざ！」

「こ、こら、落ち着け！　あの技って何だ⁉」

「この前、君が教えてくれたヤツだよ！」

「あ、あれを⁉　もう、だと⁉」

　イーファは信じられないというように目を見張る。

　それもそのはず。彼女自身があの抜ばつ刀とう術じゆつをものにするまでには、数年にわたる血の滲にじむような努力があったのだ。

　サキがいくら実戦経けい験けんが豊ほう富ふであるとはいえ、到とう底てい信じられることではない。

「噓うそをつけ！　あれはそう簡かん単たんに修しゆう得とくできるものではないぞ！」

「でも、できたんだってば！」

　サキは主しゆ張ちようする。

「信用しないんなら、見てみればいいだろ！」

「分かった！　見せて貰もらおう！　君が失敗するところをな！」

　と、イーファが言い返したその時。

　日ひ暮ぐれまではまだだいぶ時間があるというのに、急にあたりが暗くなった。

　不ふ審しんに思い、同時に空を見上げるイーファとサキ。

　巨きよ大だいな黒い影かげが太陽を遮さえぎるようにして、泉の上を旋せん回かいしているのが二人の目に飛び込こんでくる。

「竜りゆう？」

　サキはつぶやく。

「はぐれだな」

　イーファは緊きん張ちようの面おも持もちでうなずき、小しよう剣けんを腰こし帯おびの背中の方に挿さした。

　恐おそらく、好物である人間の匂においを嗅かぎつけてやって来たのだろう。

　この辺りではあまり見ない、小型の肉食竜である。

　背中には、鋭するどい刃はのような無数の棘とげ。

　鉤かぎ爪づめのついた四し肢しと、飛ひ翔しよう中に方向を調整するための長い尾お。

　泉の上を覆おおっていたのは、蝙蝠こうもりのような巨大な翼つばさだ。

　バサッ、バサッ！

　グルルルルルルッ！

　竜は羽ばたきながらゆっくりと泉の畔ほとりに下りると、硫黄いおう臭くさい息を吐きながら猫ねこのような細い瞳ひとみでサキとイーファを交こう互ごに見た。

「……ちょうどいいや」

　サキは腰の剣の鞘さやを捻ねじり、刃を下に向ける。

「あれを殺やる」

「止よせ！　小型とはいえ、相手は竜だぞ！　手を貸かす！」

　イーファはサキと肩かたを並ならべ、小剣を抜ぬく。

「いいから」

　サキはイーファを下がらせ、数歩下がってから剣の柄つかに手を置いた。

　だが、完全に構かまえに入る前に、竜は鉤爪を真横に振ふってサキの脇わき腹ばらを狙ねらう。

　ブンッ！

「くっ！」

　サキはこれを剣の鞘で受け止めようとしたが、衝しよう撃げきに弾はじき飛ばされ、地面に叩たたきつけられる。

「ひとりでは無理だ！」

　飛び出すイーファ。

「下がって！」

　サキの鋭い声。

「……女の子を守るなんてこと、たまにはしてみたいんだよ」

「お、女の子？」

　そんなことを初めて言われたイーファは、思わずサキに従したがう。

「さてと」

　痺しびれかけた腕うでを二、三回振ると、サキはもう一度構えに入った。

　ズンッ！

　サキの方に足を踏ふみ出す竜。

「大体、間合いはつかんだ」

　自然と倒たおれ込むような前ぜん傾けい姿し勢せいを取るサキ。

　次の瞬しゆん間かん。

　抜き放たれた鋼こう鉄てつの刃が斜ななめ上方に向かって静かに奔はしると、竜の鱗うろこに覆われた厚あつい皮ひ膚ふを斬り裂さき、右の鎖さ骨こつを断たち割わった。

　どす黒い血が噴ふき上がり、周囲の木々を染そめ上げる。

　ギギャアアアアアアアアアッ！

　静せい寂じやくを破やぶる、耳みみ障ざわりな咆ほう哮こう。

　はぐれ竜はのた打ち回ってあたりの木々を薙なぎ倒すと、怯おびえるようにサキに背せを向け、辛かろうじて切せつ断だんを免まぬがれた翼を羽ばたかせ、身を捩よじりながら飛び立った。

「……見えなかった、この私が？」

　息を吞のむイーファ。

　驚きよう異い的な超音速の剣は、空気を切り裂いた音がついてくることを許ゆるさなかった。

　真空状じよう態たいから発生した風の渦うずがイーファの髪かみを吹ふき上げたのは、サキが納のう刀とうした後のことだ。

「逃がした、か。……踏み込みがもう少しかな？」

　深手を負って逃げ去る竜を見送りながら、サキは首を傾かしげた。

「あれから四日しか経たっていないはずだが」

　イーファは背せ筋すじが凍こおりつくような感覚を覚える。

「本当に習得するとは……」

「多少は上達した？」

　喜色満面のサキは、イーファを振り返った。

「……ああ」

　イーファは近くの石の上に座すわると、雫しずくが滴したたる髪を布ぬのでゴシゴシと乱らん暴ぼうに拭ふく。

「じゃあ、イーファ直じき伝でん、〝無音の剣けん〟の完成だね」

「勝手に名づけるな。もともとその技わざは、闇やみ隊士刀とう術じゆつの五の太た刀ちだ」

　イーファは顔をしかめ、心の中で付け加えた。

（もっとも、威い力りよく、剣速、間合い、すべてにおいて元の技を遥はるかに凌りよう駕がしている。さらに、本人は気がついているかどうか分からないが、一番の違ちがいは、はぐれ竜を切り裂いたのが、サキの剣自体ではなく、抜刀の際さいに発生した衝撃波だという点……）

「イーファ直伝、無音の剣の方が格かつ好こういいよ」

　隣となりに座るサキ。

「いちいちイーファ直伝をつけるな」

　イーファは居い心地ごこち悪そうに、ほんの少し身じろぎする。

「ま、技の名前のことはさておき、ありがとう、教えてくれて」

「……技を教えたことがヨルカにバレたら、また私は怒おこられるだろうな。まったく、何な故ぜこんな馬ば鹿かなことをしたんだろう？」

「まあまあ」

　と、頭を抱かかえるイーファの肩かたを叩たたき、サキが慰なぐさめようとしたその時。

　ザザッ！

　背はい後ごの茂しげみで、何かが動く音がした。

　二人は、もう一匹ぴきはぐれ竜がいたのかと、武ぶ器きに手をかけて身み構がまえる。

　しかし。

「……へえ、イーファが一いつ緒しよなの？」

　茂しげみを搔かき分けるようにして、泉いずみに姿すがたを現あらわしたのは、ひとりの少女だった。

「さっき竜が飛んでくのが見えたけど、あれって、サキの仕し業わざでしょ？」

「ル、ルシラ？」

　籠かごを手にした少女を見て、目を丸くしたのは、サキである。

「サキがいつもこの森で特訓してるって話だったから、差し入れ持ってきたんだけど、あなたも一緒だとは思わなかったわ」

　籠の中から林檎りんごを取り出したルシラは、サキとイーファを交こう互ごに見た。

　心なしか、声が冷たい。

「あの、これは……」

　弁べん解かいしようとするイーファ。

「……まあ、いいわ。あなたも一緒に食べる？」

　ルシラは二人の間に割わり込むように座り、林檎をイーファに差し出した。

「僕ぼくがここで練習してるって、誰だれに聞いたんだよ？」

　サキはちょっと怒ったような顔をして尋たずねた。

「ディアンから。本人は秘ひ密みつの特訓の心算つもりらしいけど、九きゆう尾びの猫ねこじゃみんな知ってるって言ってたわよ。でも、面おも白しろいから本人には黙だまってるんだって」

「あの連中……」

　サキはこめかみを押おさえる。

「イーファ、この子、取らないでよ」

　ルシラはサキの頭を抱え込み、イーファを見た。

「そんな心算は……」

　イーファはブルブルと首を振ふる。

「噓うそ、噓、冗じよう談だんよ。あなた、いっつも仏ぶつ頂ちよう面づらだから、からかいたくなるの」

　ルシラは笑った。

「でも、付き合う気なら、私が死んでからにしてね」

「ほ、本当になんでもないんだ！」

　真っ赤になるイーファ。

「……ルシラ、苦し」

　ルシラの豊ゆたかな胸むねの下した敷じきになったサキも、窒ちつ息そくしかけて顔を真っ赤にしている。

「……あ、ごっめ～ん」

　わざとらしく謝あやまりながら、ルシラはようやくサキを解放した。

「さ、さてと、そろそろ僕は詰つめ所に戻もどる時間か……」

　急に立ち上がったサキは、汚よごれてもいない服の埃ほこりを払はらう仕草をする。

「と、いうことで！」

　二人に手を振ると、あっという間にサキは姿を消した。

「……逃にげたわね？」

「うん。逃げた」

　ルシラとイーファは顔を見合わせ、それから吹ふき出した。

「あの……サキとは、いつから？」

　岩の上に仰あお向むけに寝ねそべって、イーファは尋ねる。

「ん～」

　ルシラは肩をすくめ、イーファと並ならんで横になった。

「あの子が入隊してすぐに、ディアンが店に連れてきたの。仕事の方も何回か一緒にこなして、まあ、そのうち自然とね……」

「そう……」

「でもなあ」

　ルシラは空を見上げた。

「私がサキを好きなほど、サキが私のこと好きだって自信、ないかも」

「そんなことない！」

　イーファは突とつ然ぜん、身を起こすと、ルシラの手を握にぎり締しめる。

「ルシラみたいないい人、他ほかにいないもの！」

「わたしが？　いい人？」

「ルシラは……姉さんの命を助けてくれた」

　イーファは唇くちびるを嚙かんだ。

「二人が志し士しに捕つかまった時、拷ごう問もんにかけられ、片かた腕うでと片足を失った姉さんを、ルシラは担かついで逃げてくれた。ひとりで逃げた方が安全なのに、姉さん自身も諦あきらめていたのに、あなたは姉さんを連れて逃げてくれた」

「……フィフィはね、親友だから」

　ルシラはイーファの手を握り返した。

「それに、立場が逆ぎやくだったら、きっと、フィフィはわたしを抱かかえて逃げてくれたはずだよ」

「ルシラ……」

　イーファはルシラの胸にしがみついて嗚お咽えつする。

「どうして姉さんがあんなことに？　どうして私じゃなかったんだろう？」

「……イーファ」

　ルシラはそっとその頭を抱だきしめると、泣き止やむまで撫なでていた。
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　第九小隊の詰つめ所から南に向かう裏うら通どおり。

「……あれ？」

　仕事の引き継つぎを終え、通い慣なれた道をゆくサキは、十数人の男たちが何かを中心に集まっているのに気がつき、そちらに足を向けていた。

「僕、あまり出くわしたくない場面に出くわしたのかな？」

　男たちが取り囲んでいたのは、斬きり刻きざまれた無残な死体。

　それも、黒い外がい套とうをまとった隊士の死体である。

「困こまったな」

　サキは、自分の方を振り返った男たちに笑え顔がおを向けて、頭を搔かく。

「先を急ぐんだけど、これって、今さら見なかったことに……できないよね？」

「……消すか？」

「いや、まだ子こ供どもだ。捨すてておけ」

　話し合う男たち。

　だが。

「待て！　その顔、確たしか見覚えがある！」

　男たちのひとりが、サキを指さして叫さけんだ。

「き、貴き様さま！　九きゆう尾びの猫ねこのサキだな？」

「うん、そうだけど」

　サキは答える。

「狂きよう犬けんのサキ、その名を聞くのも今夜までだ！」

　首しゆ魁かいらしき男が、曲刀を構かまえて前に出る。

「なるほど、叛はん乱らん志し士しって訳ね？」

「今日こそ、同志の仇かたき、討うたせてもらう！」

「我われ々われは今までの連中とは違ちがう！　何いずれも人斬りには慣れた手て練だれ、覚かく悟ごしてもらおう！」

　剣けんを抜ぬいた叛乱志士たちが、サキとの間合いを詰める。

「ゴチャゴチャ言ってる間に、斬りかかればいいのに……」

　サキはクスリと笑った。

「何がおかしい⁉」

　サキの肩かたが小さく震ふるえるのを見て、首魁の叛乱志士が詰きつ問もんする。

「いえ」

　サキは頭を振ふると、剣を抜いて歩ほ幅はばを広く取り、低い姿し勢せいになった。

「僕も有名人になったなって。そう思っただけですよ」




　　　　＊　　＊　　＊




　王都の南西部に位置する歓かん楽らく街がい〝新月通り〟。

　その通りの一番奥おくに、高級娼しよう婦ふを揃そろえた遊ゆう郭かく、粋すい蜜みつ楼ろうがある。

　粋蜜楼は、ヨルカが経けい営えいする闇やみ隊士の隠かくれ蓑みの。

　ディアンたちは、この夜、その粋蜜楼の二階の一室で杯さかずきを傾かたむけていた。

　金羊毛の敷しき物ものに座すわったディアンにしなだれかかるようにしているのは、薄うす絹ぎぬの胸むな元もとをはだけさせてまとうヨルカ。

　その真向かいで、面おも白しろくもなさそうに外の風景に目をやりながら、蜂はち蜜みつ酒をすするのはヴィスナ。

　窓まどのそばに座り、きちんとした姿勢で葡萄ぶどう酒しゆを傾けているのはロレルである。

　香こうの焚たかれた部屋には、もうひとり、娼婦のルシラがいて、かなり肌はだを露ろ出しゆつさせた着き心地ごこちのよさそうなガウンをまとい、リュートを爪つま弾びいている。

「サキ……遅おそい」

　部屋の隅すみでリュートを奏かなで、ルシラはつぶやく。

「想おもい人、現あらわれず、か」

　自分が唇くちびるをつけた杯をディアンに差し出しながら、ヨルカは笑う。

「あの子のことだもの、またフラフラしているのよ」

　と、その時。

「遅おくれた？」

　サキが息を切らせて部屋に飛び込こんできた。

「お陰かげでヨルカにからかわれていたところ」

　機き嫌げんを損そこねたルシラがプイと横を向く。

「ごめん」

　サキは背せ中なかからルシラを抱だきしめる。

「……サキ、血の臭いがする」

　振り返ったルシラは少年の胸むねに顔を寄よせると、眉まゆをかすかにひそめた。

「分かる？　水を浴びたし、着き替がえたんだけど？」

「おい、何があった？　私事での殺さつ傷しようは懲ちよう罰ばつだぞ」

　苦い表ひよう情じようになるディアン。

「私事じゃありませんよ。ここに来る途と中ちゆう、別の中隊の隊士が暗殺される場面に偶ぐう然せん出くわして、斬きり合いになったんです。あとの手続きは当直の第八小隊に任まかせましたから」

「暗殺された隊士、単たん独どく行動でしたか？」

　夜空の星を映うつした杯の底を見つめながら、ロレルは尋たずねた。

「ええ。その人、今日は相あい棒ぼうが風か邪ぜで寝ね込こんでいて、偶たま々たまひとりで夜や警けいに出たって話でした」

「……偶然ってことは、ありそうにないな」

　と、ディアン。

「やはり、内通者ですか？」

　ロレルの眼鏡めがねの奥の目が、一いつ瞬しゆん、鋭にぶく光った。

「そう？　考え過すぎって気がするけど？」

　サキはルシラの髪かみをいじりながら、首を傾かしげる。

「……ヨルカ、この件けん、調べてみてくれ。それと、死んでいるはずのダーレン・ハザンについてもな」

　ディアンは葡萄酒を干ほした。

「アラン隊長の指し示じなしで？　費用はどうするの？」

　酒を注ごうとした手を止めるヨルカ。

「俺おれが個こ人じん的に出す。文もん句くはないだろ？」

「この金きん銭せん感覚。私、きっと将しよう来らい路頭に迷まようわね」

　ヨルカは胸に手を当て、大おお袈げ裟さにため息をついてみせる。

「どうしてディアンの金銭感覚がおかしいと、ヨルカさんが路頭に迷うのさ？」

　サッパリ話が分からないという顔をするサキ。

「鈍にぶい子」

　ルシラはキュッとサキの手を抓つねった。

「そう言えば」

　抓られた場所を摩さすりながら、サキは尋ねる。

「トリストたちって、どうしていつも一いつ緒しよに飲まないんだろ？　付き合い、悪くない？」

「トリストはどうせ女のところだし、アギは昔の仲間がいる、もっと場末の酒場に行く」

　ディアンは答える。

　アギの昔の仲間とは、盗とう賊ぞくや辻つじ強ごう盗とうのこと。

　盗賊だったアギは守しゆ備び隊に捕とらわれ、死し罪ざいになるところをアランに拾われたのだ。

「で、結局、ここに来るのは毎度お馴な染じみの四人。……ヨルカ姉～」

　すでに頰ほおを紅あかく染そめているヴィスナが杯さかずきを振って、ヨルカに酌しやくを促うながす。

　慣なれているのか、ヨルカは笑ってディアンのそばを離はなれ、ヴィスナの杯に酒を注ぐ。

「しかし、お前も変わってるよな。俺たちと一緒に娼しよう家かに来て、酒を呷あおるなんて」

　呆あきれ顔のディアン。

「酒なんてもん、ひとりで飲んでもつまんないじゃない。それに、ここで飲んでれば、酔よい潰つぶれても、誰だれかが背負って帰ってくれるでしょ？」

「僕ぼくは非ひ力りきですから、謹つつしんでそのお役目、辞じ退たいします」

　真っ先に予よ防ぼう線せんを張はったのはサキ。

「俺も知らんな」

　と、ディアン。

「この連中ときたら……」

　ヴィスナは酒さけ臭くさい息をディアンに吹ふきかける。

「こんな可か憐れんな乙女おとめが、夜道で襲おそわれても平気なの？」

「間違えて襲った方に同情する」

「可憐とか、乙女とか、言葉の定てい義ぎ、知ってますか？」

　ディアンとサキは言いたい放題である。

「となると……」

　ロレルに視し線せんを向けるヴィスナ。

「私は婚こん約やく中ですから、別の女じよ性せいの身体からだに触ふれるのはちょっと」

　ロレルは顔を強こわ張ばらせる。

「もう！　だったら遊ゆう郭かくなんかに来るな！」

　ビュン！

　ヴィスナは酒さか瓶びんを投げつけた。

「おやおや」

　さりげなく受け止めるロレル。

　瓶がまともに顔面に当たっていれば、血ち塗まみれになっているところだ。

「女の敵てき！　最っっ低男！　決まった娘むすめがいるくせにさ！　そうやっていっつも、あっちこっちで浮うわ気きしてるんでしょ⁉」

「この子も酒を飲まないと……まあまあ、いい子なんですけどねえ」

　瓶をヨルカに渡わたしながら、ロレルは苦く笑しようする。

「素面しらふでも、まあまあ程てい度ど……ですか？」

　小声でつぶやくサキ。

「……否ひ定ていはできませんけど」

「ロレル！　お前なあ、婚約者を裏うら切ぎってだなあ……」

　ヴィスナは絡からむ相手を、ディアンからロレルに替かえたようだ。

　座すわったままズルズルとロレルの前にやって来て、その胸むな倉ぐらをつかむ。

「そろそろ……」

「危き険けんな段だん階かいだな」

　サキとディアンは顔を見合わせた。

「優ゆう等とう生せいのロレルちゃん！　お前の、その心根があたしは情なさけない！　婚約者を愛していないのかあああっ！」

「愛していますよ、決まっているでしょう？」

「噓うそつき！　愛してたら、他ほかの女なんか、抱だける訳わけないでしょ！」

「いや、私は浮気なんかしたことありませんし、別に女性と褥しとねを共にするためにここに来ている訳ではなくてですね……」

「遊ゆう郭かくに来たら、女を抱く！　ヤる！　と～ぜん、そういうもんでしょ！　何言ってんのよ、この変へん態たいロレル！　抱いてあげなきゃ、ここにいる女の子たちに失礼でしょ！」

　もう何を責せめているのか、当人以外にはサッパリ分からない。

「遊郭とはいっても、ここは闇やみ隊士との連れん絡らく場所みたいなものじゃないですか？」

　それでも人の好よいロレルは、いちいちまともに受け答えする。

「だいたい、こんなとこで明け方近くまで飲んで、女を抱いて、明日の隊たい務むに差し支つかえるでしょうが！　腰が立たなくてフラフラになってても、あたしは面めん倒どう見ないからね！　ええ、見ませんとも！」

「だから、隊務に差し支えるほど飲んでいるのは、私じゃなくて……」

「ワーッ！　男なんて、どいつもこいつも！　……ヨルカ姉、お代わり！」

「聞いちゃいないですか……」

　ロレルが肩かたを落とすのを見ながら、ヨルカは笑いを嚙かみ殺し、新しい杯に蜂はち蜜みつ酒を満たした。

「……ルシラ」

　サキはふと、自分と手を握にぎり合っている少女の顔を見た。

「どうしたの？」

「イーファのことなんだけど」

「他の女の話をするなんて」

　ルシラは口を尖とがらせる。

「そう言えば、私の知らないところであの子と逢あっていたわね？」

「あれは偶ぐう然ぜんだったら」

「ううん、あの感じだと、逢ってたのは、一度や二度じゃないわ」

　ルシラは言い張はった。

「……で、イーファがどうしたの？」

「あの娘こもここで？」

「そうよ、当たり前でしょう？　気になるなら呼よぶけど？」

「……いや、別にいいよ」

　サキは、ルシラの握るリュートを取り上げ、その弦げんをポロリと弾ひく。

「ただ、あれから時々考えるんだ。死ねないって、どんな感じなんだろうって」

「へえ、お前がものを考えるなんてことがあるのか？」

　意外そうな顔でサキを見るディアン。

「嫌いやだなあ、僕だって考えごとぐらいしますよ」

「どうだか？」

　ルシラはそっぽを向いた。

「ルシラ」

　ヨルカが少女の注意を引く。

「やっぱり、イーファを呼んでらっしゃい。九きゆう尾びの猫ねことはこれからも一いつ緒しよに行動することが多いと思うから、この際さい、きちんとご挨あい拶さつさせましょう」

「……はい」

　ルシラは仕方ないといった顔で立ち上がって、部屋を出た。




　それからしばらくして、新たな葡萄ぶどう酒しゆの瓶びんの栓せんが抜ぬかれた頃ころ……。

「お待たせ」

　ルシラが緊きん張ちようした面おも持もちの少女を連れて戻もどってきた。

「よ、ようこそいらっしゃい……ませ？」

　無理やり覚えさせられた感じがありありの台詞せりふとともに、イーファは頭を下げて部屋に入る。

　手にした盆ぼんの上には、ウートガルトから輸ゆ入にゆうした高級葡萄酒の瓶と、それを落ち着かせるためのデキャンターが乗っている。

「イーファと申します」

　胸むな元もとの大きく開いた丈たけの短い薄うす絹ぎぬに、腰こしに巻まかれた長いサッシュ。

　宝ほう石せきを鏤ちりばめた髪かみ留どめや腕うで輪わを身につけたイーファは、街中で絡からまれていたところを助けた時や、泉いずみで出会った時よりもやや大人びて見える。

　もっとも、面おも白しろくなさげな表ひよう情じようはそのまま。

　いや、薄く化け粧しようをしているせいか、さらに冷たい印象だ。

「イーファ、この人に」

　ヨルカはまず、ディアンの杯さかずきを満たすよう、イーファに命じた。

「……はい」

　イーファはしずしずと歩み寄より、瓶の葡萄酒をデキャンターに移うつす。

「う」

　慣なれていない作業なのか、かなりの量がデキャンターの外にこぼれる。

「ぷっ！」

　思わず吹ふき出すサキ。

「……少々お待ちください」

　イーファはそちらをきっと睨にらむと、瓶を置いた。

「〝闇〟としても女としても、まだまだ半はん端ぱね。子こ供どもなのよ」

　少女の手て際ぎわの悪さを弁べん明めいするヨルカ。

「お前みたいに擦すれるのも、どうかと思うがな」

「いけ好かない男」

　ヨルカはその指をディアンの胸むねに這はわせる。

「お酒。……どうぞ」

　イーファは頃ころ合あいを見て、デキャンターの葡萄酒をディアンの杯に注いだ。

「ああ、済すまない」

　杯を口に運ぶディアンは、少女に向かって微笑ほほえむ。

「……こんな高い酒は久ひさし振ぶりだ」

　イーファは黙だまったまま、また頭を下げた。

「愛あい想そのない子でしょう？　だから、仕し込こむの大変だったのよ。……でも、もう来月には十四になるんだから、そろそろお客を取ることも覚えてもらわないとね」

「おいおい」

　ディアンは困こまった顔になる。

「わたしはこの子の年には、もうかなり稼かせいでいたわよ？　……そうだわ」

　悪戯いたずらっぽい瞳ひとみで少年を振り返るヨルカ。

「サキくん、あなた、この初物を買ってみない？」

「え、僕ですか？」

「ヨルカ、怒おこるわよ！」

　ルシラの目が釣つり上がる。

「おお恐こわ」

　ヨルカは商売熱心なのか、それともからかい半分なのか、肩かたをすくめながらもサキを誘さそうことを諦あきらめない。

「いいのかなあ。多分、この子、次にサキくんが来る時までには、他ほかの男に抱だかれちゃっているわよ。サキくんだったら、特別に割わり引いちゃうけど？」

「あは、あははははは………」

　ルシラに睨にらまれ、答えようがないサキ。

「……俺が買おう」

　ディアンが杯を置く。

「買うの？　わたしがいるのに？」

　ヨルカは眉まゆをひそめた。

「まだ早いってんだよ、客を取らすのは。だから、俺が買って酌しやくをさせる。この娘むすめは次に俺が来る時まで、俺専せん用ようだ。いいな？」

「相変わらず甘あまいのね。可愛かわいい」

　ヨルカは鈴すずの音ねのような声で笑い、ディアンの頰ほおを撫なでる。

「でもね、この子だっていつかはお客を取るのよ。それに……」

　声を低くしてささやくヨルカ。

「ここでの寝ね物語を利用した諜ちよう報ほう活動も、闇やみ隊士の重要な仕事のひとつ」

「……分かってる。だが、今夜じゃない」

　ディアンは頭を振る。

「高いわよ、蒼あおい蕾つぼみは」

　ヨルカは身体からだを起こした。

「…………………………覚かく悟ごしている」

「顔、強こわ張ばってるよ～」

「いいように転がされてますねえ」

　ヴィスナとロレルが冷やかす。

「うるさいぞ、そこ」

　ディアンは杯を投げつける振りをした。




「ねえ、そろそろ……」

　真夜中を回った頃ころになって、ヨルカがディアンを寝しん室しつに誘さそった。

「じゃあ、僕ぼくたちも」

　サキがルシラの手を取って立ち上がる。

「行って来い、行って来い！　明日の朝、太陽が別の色に見えても知らねえからな～！」

　既すでに酩めい酊てい状じよう態たいのヴィスナが、手足を振り回して暴あばれる。

「うおおおおっ！　ここの酒、ぜ～んぶ、吞のみ干ほしてやるう～！　……おえ」

「この人の面めん倒どうは、私が見ていますから」

　と、ひとりだけまったく酔よった様子のないロレル。

「いつも済すまんな」

「この返礼は……そのうち、金きん銭せん的に」

　ロレルはウインクした。

「イーファ、ついていらっしゃい」

　ヨルカはディアンの腕うでを取ったまま、命じる。

「この子を寝室に？」

　ディアンは顔をしかめる。

「当然。だってあなた、この子を買ったのよ」

　ヨルカは興こう奮ふんに潤うるんだ目をディアンに向けた。




　先ほどまで飲んでいた部屋の向かいにある、小さな個こ室しつの寝所。

　そこに、ヨルカやイーファとともに入ると、ディアンは部屋の隅すみにあるカンバスに目を遣やった。

「……最近は全然、手をつけてないのね？」

　その様子を見て、ヨルカはささやく。

「もう、思った色が出せないんだ」

　カンバスにかけられた布ぬのをめくり、ディアンは描かきかけの絵を見つめる。

　絵の中でこちらに向かって微笑んでいるのは、他ならぬヨルカ。

　白いドレスをまとい、ほんの少し頰ほおを赤く染そめて、椅い子すに座すわっている姿すがたが、そこには描かれていた。

「ここを」

　ディアンは自じ嘲ちようするように、指先で自分のこめかみを叩たたく。

「どう捻ひねっても、思い浮うかぶのは、どす黒い血の色だけだ」

「完成、楽しみにしているのに」

　ヨルカはディアンの腕を取る。

「絵描きになる夢ゆめ、捨すてた訳わけじゃないわよね？」

「絵を描いて食っていけるほどの、画才はない」

「才さい能のうはあるわ」

　ヨルカは真しん剣けんな表ひよう情じようになり、ディアンの瞳ひとみを見上げる。

「……ねえ、いつ隊を辞やめてもいいのよ。そうしたらわたしが」

「その話は、蒸むし返すなと言ったはずだ」

　ディアンはそっとヨルカの手を解ほどく。

「ごめんなさい」

　顔を伏ふせたヨルカの背はい後ごで、小さな咳せき払ばらい。

　イーファである。

「あなたはそこに座っていて」

　ヨルカは寝台の横の丸椅子を指さすと、ディアンの襟えりをつかんで引き寄よせ、唇くちびるを貪むさぼる。

「う……ううん」

「おい、よせ」

　寝台に押おし倒たおされたディアンは、何とかヨルカの唇を引き離はなす。
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「あの子が見てるだろう？」

「駄だ目め。何をしにここに来ているつもり？」

　ヨルカはディアンの耳を軽く嚙かんで微笑ほほえむ。

「私が本気になれば、あなたは抵てい抗こうできないわ。……ほら」

　その白い指は、次し第だいに下に下りてゆく。

「イーファ、よく見ているのよ。これが……男と女」

　ヨルカは強こわ張ばった顔で立ち尽つくすイーファに声をかけると、薄うす絹ぎぬを脱ぬいだ。




　同じ頃ころ。

　隣となりの個室では、ルシラの膝ひざを枕まくらにして、サキが横になっていた。

「本当に変な子」

　ルシラは少年の柔やわらかな髪かみを撫なでる。

「いつも、こうして私の膝ひざ枕まくらで寝ているだけ。出会ってから、ずっとそう……」

「きれいだ」

　サキは手を伸のばし、指でルシラの唇に触ふれた。

「……いいのよ。もう男と女が何をするのか、分かってる年でしょう？」

　その指を優やさしく嚙むルシラ。

「さあ、僕は子こ供どもだから分からないけど」

　サキは微笑む。

「じゃあ、どうして一いつ緒しよにいるの？」

「誰だれかと君が一緒にいるところを考えるの、嫌いやだからね」

「わがまま」

「言っただろう、子供なんだよ、僕は」

　サキはそう言うと、ルシラの手を握にぎって瞳を閉とじた。




　　　　＊　　＊　　＊




　ルシラが寝ねてしまうと、サキはその膝から頭を起こしてそっと立ち上がり、ベランダに出た。

　こちら側からは歓かん楽らく街がいの猥わい雑ざつな景色ではなく、すぐ裏うらを流れる小川と遥はるか遠くにある山々のシルエットが見える。

「……あ」

　小さな驚おどろきの声。

　サキがそちらに目を遣やると、隣の部屋のベランダに、イーファが自分と同じように立ってこちらを見つめている姿すがたがあった。

「……やあ」

　サキはかけるべき言葉が見つからず、何となく頭を下げる。

「う、……どうも」

　同じように頭を下げるイーファ。

「ディアンとヨルカさんは？」

「二人とも寝ている」

　イーファは目を伏せ、顔を赤らめる。

「その……運動をしたから……疲つかれているんだと思う」

　二人の間に流れる気まずい沈ちん黙もくの時。

「ひとつ聞いていいか？」

　しばらくして、切り出したのはイーファだった。

「私も、そのうち……ああいうことをしなくてはいけないのだろうか？」

「恐こわいの？」

「別に……いや、確たしかに恐いが、それ以前に意味が分からない。肉体的な快かい感かんに耽たん溺できするなど、理り性せいを具そなえた大人のやることじゃないように思える」

「意味なんか、考える必要ないんじゃないかな？」

「…………」

　少女はサキの横顔を見る。

「だってさ、その時になったら、きっと考えてる余よ裕ゆうなんかないって」

「君は……何だか……軽いな」

「よく言われる」

「でも、私の気持ちも、かなり軽くなった」

「ならいいじゃない？」

　サキは笑いながら振ふり返ると、川かわ面もで遊ぶ雪ゆき蛍ほたるの光に照らされるイーファの顔からは強こわ張ばった感じが消え、年とし相そう応おうの少女の表ひよう情じようになっていた。

「……今度は、僕が質しつ問もんしても構かまわない？」

「私の答えられる範はん囲いなら」

　イーファはうなずく。

「僕は」

　サキは切り出した。

「君たち闇やみ隊士と一いつ緒しよに仕事をした回数が、ディアンやロレルたちほど多くないんだ。だから、君たちのことをあまり知らない」

「ルシラからは？」

「ちょっと聞きにくくて……」

「闇隊士はみな、王家の者以外その場所を語ることの許ゆるされぬ里の出身者だ」

　イーファは語り出した。

「里は貧まずしく荒あれ果てた地にあり、王家に見み出いだされる以前は毎年、餓が死し者を出すのが当然だった。だが、三百年ほど前、当時のトロンヘイム王が、里の者の持つ特とく殊しゆな能のう力りよくに気がついた」

「例えば、紋もん章しようを四つ以上凝ぎよう着ちやくできる力？　ヨルカさん、紋章を全部で四つ入れてるよね？」

「そう。通つう常じようの人間なら、四つもの紋章を凝着すれば、発動を抑おさえておくことができずにそれぞれの紋章が暴ぼう走そうし、肉体の崩ほう壊かいをもたらす。だが、過か酷こくな自然のもとで育った私たちの中には、紋章の力に耐えることのできる者がいる。王はまた、我われ々われの並なみ外れた抵てい抗こう力を利用して、ある試みを行った。それが血ち針ばりの実験だった」

　イーファは髪かみを搔かき上げ、自分のうなじをサキに見せた。

　ほとんど分からないぐらいの、小さな痕あと。

　それが、サキの目にもかすかに映うつる。

「里の者でもその多くは血針の洗せん礼れいに耐たえられはしなかったが、それでも、生き残る者がいた。そして、生き延のびた者には、魔ま法ほうとしか思えない、驚きよう異い的な能力が宿っていた」

「王家はその力を、ヒベルニアの巫ふ術じゆつに対抗するものとして利用したんだね？」

「そう。里に生を受けた者は、すぐに血針を打たれる。あの血針の儀ぎを生き残る者は、年にひとりか二人。それも、特殊な能力と引き換かえに、視し力りよくや聴ちよう力りよくといった他の力を失う者も多い。たとえば、昨年任にん務む中に死んだ隊士のひとりは、蜘く蛛もやイモリのように壁かべを這はい回れる能力があったけれど、代わりに視力がなかった」

「君は？　何か失ったものはあるの？」

「私は……特に」

「じゃあ、幸運なんだ」

「不死が幸運？」

「そうじゃないの？」

　サキは逆ぎやくに尋たずねる。

「死ぬことはなくとも、斬きられれば普ふ通つうに痛いたい。腹はらを割さかれて、腸ちようを引き摺ずり出された時の痛み、君には想そう像ぞうできないと思う、きっと」

「そうか……」

「この能力……」

　イーファは川面の雪蛍に目をやったまま続けた。

「本当なら、姉が持つべき力だった」

「お姉さん？　確たしか、フィフィさんだっけ？　会ったことないけど？」

「姉はヨルカの後を継ついで、闇隊士の長おさになるはずの人だった。私など足元にも及およばぬ優すぐれた人で、里のみんなにも好かれていた。だけど……」

「だけど？」

「一度の失敗。それによって、姉は右みぎ腕うでと左足、そして左目を失い、闇隊士ではいられなくなった」

　イーファは唇くちびるを嚙かむ。

「どうして、この能力は姉に具そなわらなかったんだろう？　姉ならこの能力を使いこなせたし、そうしたら、今いま頃ごろは闇隊士の長として活かつ躍やくしていたはずなのに」

「イーファ？」

「私は姉にはなれない。こんな能力があっても、十分に使いこなすことができないんだ。この不死の能力はいずれ、この力を扱あつかうには適てき格かくでない私を吞のみ込むそうだ」

「……それって、どういうこと？」

　サキは静かに尋ねる。

「不死の能力に吞み込まれた私は、二は十た歳ちかそのあたりで、身体からだを形作る組そ織しきが暴走して、人ではない化け物になるらしい。里の者たちは、私がそうなった時のために、私を未来永えい劫ごう閉とじ込こめておける穴あなを掘ほっている」

「……じゃあ、君はあと六年くらいで」

　サキはつぶやく。

「そんな……」

「醜みにくい化け物になっても、記き憶おくは残るようだ。そういう話を、前に聞かされた。だから、私は……楽しい思い出がたくさん欲ほしい」

　一匹ぴきの雪ゆき蛍ほたるがふわふわと飛んできて、イーファのそばを舞まった。

「これは贅ぜい沢たくな願いなのかも……」

　イーファが手をそっと差し出すと、蛍はその指先に止まる。

「……そろそろ帰り支じ度たくかな？　ルシラが目を覚ましそうだ」

　サキは部屋の中を振ふり返った。

「君と話してたら、きっと怒おこるね」

「そんなことはない。ルシラは優やさしい。姉が志し士したちに捕つかまった時、命懸がけで救い出してくれたのがルシラなんだ」

　蛍が指先から飛び立ち、川に帰っていった。

「私も……戻もどる」

「それから」

　サキは、部屋に入ろうとする少女にもう一度声をかける。

「それから？」

　振り返るイーファ。

「君はよくやってるよ。少なくとも、僕ぼくはそう思う」

　サキがそう告げると、イーファは初めて笑え顔がおを見せた。
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　窓から射し込む月明かりが、リネットの白い裸ら身しんの背せ中なかを照らし出していた。

「……あ」

　寝しん台だいにうつ伏ぶせに寝たままの男が、少女の手をつかんだ。

「すっかり寝ていらっしゃるものと」

「今の口づけで目が覚めた」

　アランはゆっくりと身体を起こした。

　寝室の窓からは整せい備びされた広い庭が見み渡わたせ、池の鏡のような静かな水みな面もには銀色の月がその姿すがたを映うつしている。

「もう少しお休みになられたら？」

　少女の手が、アランの額ひたいをそっと撫なでる。

「寝ねている方が疲つかれる」

　アランは少女を抱だき寄よせた。

「お茶を……お淹いれいたします」

「後でいい」

　アランがそう言うと、少女はその隣となりに寄り添そうように座すわる。

「リネット」

　月を見ながら、アランは尋たずねた。

「ここでの暮くらし、後こう悔かいしてはいないか？」

「あなたは敵てき国こくヒベルニアの巫み女こである私を、受け入れてくださいました」

「違ちがうな。お前が私を受け入れたのだ」

　アランは優しく少女の金きん髪ぱつを指で梳すく。

「初めてお会いした時、あなたに未来を見たからです。王となり、世界の調停者となるその姿を」

「それは以前にも聞いた。だが、私には分からぬ。調停者とは一体何だ？」

「滅ほろびゆく世界に再さい生せいをもたらす者。闇やみに蝕むしばまれた世界に、もう一度光をもたらす者。そうとしか今は申し上げられません」

「やれやれ」

　アランは苦く笑しようする。

「いつもと同じ答えか。……やはり理り解かいできんな」

「それでいいのです。あなたはただ、真まっ直すぐに上を目指してくだされば」

「上か……」

　アランは苦笑した。

「生あい憎にく、私は王位に興きよう味みはないのだがな」

「それでも」

　少女は微び笑しようする。

「あなたは王になられます」

「王たる私の未来で、お前はどこにいる？」

　リネットを引き寄せ、アランは尋ねる。

「わたしは常つねにおそばに。そして、命に代えても……わたしはあなたを守ります」

　リネットはそれ以上の質しつ問もんを拒こばむかのように、アランの唇に唇を重ねた。

「……明日、ハディング陛へい下かに謁えつ見けんを賜たまわるのでしょう？　十分にお気をつけください」

「案ずるな。ロレルも同行させる」

　アランは口づけを返した。
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　東の空がそろそろ白み始めようという頃ころ。

　サキたちは粋蜜楼を出て、第九小隊の詰つめ所へと向かっていた。

　隊たい規きは隊士の外がい泊はくを認みとめていない。

　だが、実じつ際さいには朝の点てん呼こまでに宿しゆく舎しやに戻もどっていればいいというように、隊規は柔じゆう軟なんに運用されているのだ。

「ヴィスナって毎度毎度、学習するってことを知りませんよね」

　すやすやと無む垢くな少女のように眠ねむるヴィスナを振ふり返り、サキは微笑ほほえんだ。

「言ったって聞きやしないしな、こいつは」

　呆あきれ顔のディアン。

「それをどうして私が負ぶう羽目に？」

　深いため息を漏もらしているのは、ヴィスナを背負っているロレルだ。

「……今夜はヴィスナ、特に荒あれてましたね」

「シャリエール通りの戦いで死んだ新人のことが、まだ引っかかってるんだろうよ」

　ディアンが、ずり落ちそうになったヴィスナの外がい套とうを肩かたにかけ直してやる。

「あれって別に、ヴィスナのせいじゃないでしょう？　よくあることじゃないですか？」

　と、サキ。

「まあな。だが、それに加えて街の噂うわさのこともある」

　ディアンは付け加える。

「あの騒そう動どう、街でどう話されているか知ってるか？」

「いいえ」

「王都を火の海にしようとした守しゆ備び隊から、市民を守るために志し士したちが勇ゆう敢かんに戦い、全員討うち死にしたことになっている」

「ねえ、それってまったく逆ぎやくじゃないですか？」

「かくして、伝説は誕たん生じようす」

　苦笑するロレル。

「志士たちの人気が、またこれで高まる訳わけです」

「そもそも、斬きり捨すてたのはあそこにいた志士の半分以下ですよ。捕とらえたのが十五人。残りは今でも逃とう走そう中でしょ？」

「我われ々われがそう説明しても、市民は自分が信じたい話を信じるんです」

「……あたしは……戦ったんだ。街のために……」

　ロレルの背中のヴィスナが、寝ね言ごとを漏らす。

「どうして……みんな……白い目で見るのさ」

「王と十二人委員会は、志士協力者への刑けい罰ばつ強化の方ほう針しんを打ち出しましたよ」

　ロレルはつぶやくように告げた。

「それによると、志士に食料、武ぶ器き、その他ほかの物ぶつ資しを提てい供きようした者は死し罪ざい。志士に関して同どう情じよう的な発言をしただけでも、鞭むち打うち刑だそうです」

「法を作るのはお偉えら方がた。それに則のつとって、市民を取り締しまるのは俺おれたち。守備隊っていうのは、分かり易やすい悪役ではあるな」

　と、ディアン。

「とは言っても、こんな薄はつ給きゆうの隊を辞やめようにも僕ら、他に行き場所ありませんからね」

　サキは肩をすくめる。

「そうだな」

　ディアンはうなずいた。

「絵え描かき崩くずれに、物事の善ぜん悪あくの区別がつかない殺し屋のガキに……」

「商人にも、軍人にもなりきれない優ゆう柔じゆう不ふ断だん男」

　ロレルが眼鏡めがねの奥おくの目を細める。

「みんな、他に居い場ば所しよがなくてここに転がり込んだ」

「他に、女垂たらしの冷や飯食い貴き族ぞくと、元死し刑けい囚しゆうもいますよねえ」

　サキはトリストとアギのことを付け足した。

「あと……」

　ディアンはヴィスナの寝顔を見て微笑む。

「年を五つも誤ご魔ま化かして、守備隊に入った訳あり女」

「やはり、そうですか」

　ロレルは納なつ得とくした顔をする。

「誰だれから聞きました？」

「前に隊長からな」

「五つって言うと……」

　サキは計算した。

「え～、僕より十四も上ですか？」

「逆だ、馬ば鹿か」

　ディアンはサキの頭を小こ突づく。

「こいつはまだ十八なんだよ。入隊した時は、お前よりも若わかい十一歳」

「どうしてです？　ヴィスナだったらきれいだし、他にもっと楽な仕事に就つけそうなものですけどね」

　と、首を傾かしげるサキ。

「……知らないな」

　ディアンは、寝ているヴィスナの目にかすかに涙なみだが浮ういていることに気がついていた。

「そこまでは聞かなかった。……いや、聞けなかったと言った方がいい」




　入隊したいと詰つめ所を訪おとずれた時、ヴィスナは全身を傷きずだらけにし、血に染そまった短刀を握にぎり締しめて、まだ今のサキと同じくらいの年だったディアンの前に立っていた。

　明らかに、人を殺してきた顔をして。

　アランは何も聞かず、そんなヴィスナを隊に引き入れた。

　そして、真っ先に親しくなったのが、当時から一番年が近かったディアン。

　守備隊に入った新人のうち、半年生き延のびるのは約半数。

　除じよ隊たいすることもなく一年生き延びるのはさらにその半分である。

　ヴィスナはその残り四分の一になった。

　年長の隊士からも可愛かわいがられたヴィスナではあったが、時折、自分の父親ぐらいの年の男だん性せい隊士に対しては怯おびえたような顔を見せることがあった。

　ディアンは何度か、痛つう飲いんしたヴィスナが寝言でこうつぶやくのを聞いたことがある。

「痛いたいことはやめて、お父さん」

「私はお母さんの代わりじゃない」

　ヴィスナが隊にやって来たあの日、彼女が刺さしてきたのは、父親ではなかったかとディアンは密ひそかに思っているのだ。




「……みんな、それぞれ理由があるということですよ」

　ロレルは空を見上げながら、もう一度ヴィスナを背せ負おい直した。
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　翌よく日じつの午後。

　屋や敷しきを正せい装そうで出たアランは登城し、謁えつ見けんの間のハディング王の前に跪ひざまずいていた。

「志し士しを気取る謀む反ほん人にんどもの取り締まり、大たい儀ぎである」

　玉ぎよく座ざのハディングは巨きよ軀くをわずかに屈かがませて、アランを見下ろした。

「お主の働き、大変見事であったと聞いておるぞ」

「恐おそれ入ります、陛へい下か」

「アラン、陛下は止よせ。お主と余よは甥おいと叔お父じ、ましてや今は人ひと払ばらいをしておる。何の遠えん慮りよが要いろうか？」

　ハディングは笑いかける。

「では、叔父上」

　もう一度頭を下げながら、アランはハディングの人払いという言葉に胸むねのうちで笑った。

　玉座の背はい後ごの幕まくの陰かげに三人。

　左右の柱に、それぞれ二人ずつ。

　少なくとも、七人の護ご衛えいが隠かくれていることが気配で知れる。

　だが、携けい行こうしてきた剣けんは城中に入る時に預あずけるしきたり。

　丸まる腰ごしではさすがに分ぶが悪い。

「それでよい。お主は余のたったひとりの血けつ縁えん。可愛かわいい甥だ」

　ハディング王はゆっくりと玉座から立ち上がり、アランの前まで足を進めた。

「しかしな」

　王は背を屈め、アランの耳元に口を寄よせる。

「シャリエール通りの騒そう動どう。あれは遣やり過すぎたな。息子むすこを殺されたムーズ侯こう爵しやくから、お主に決けつ闘とうの申し込こみが来ている」

「……ふ」

　アランは顔を伏ふせたまま、皮肉な笑えみを浮うかべた。

「あの文官上がりが本気で決闘に持ち込む気はないかと。ことを丸く収めようとする陛下から幾許いくばくかの慰い謝しや料りようをもぎ取ることが目的でしょう」

「余もそう睨にらんでおる」

　ハディングはアランの肩かたに手を置いた。

「ムーズ侯のことは捨すて置こう。むしろ余が憂ゆう慮りよしておるのは、近ちか頃ごろ宮きゆう廷ていで流れておる噂うわさでな」

「……噂、と申しますと？」

「お主が、余の政まつりごとに関する批ひ判はんを口にしているという噂だ」

　アランの肩を握にぎる手に、グッと力がこもる。

「先王の遺ゆい言ごんに対する不満からか？」

　王はささやく。

「余に王位を譲ゆずるというあの遺言がなければ、継けい承しよう権けん第一位のお主が、今頃はここに座すわっていたはずだからのう」

「玉座に興きよう味みのないことは、陛下自身よくご存ぞん知じのはず」

「無む論ろん、余は信じておる。お主に謀反の意などないことをな」

　ハディング王は大おお袈げ裟さに両りよう腕うでを広げて見せる。

「だが、禍か根こんを残さぬよう、お主を処しよ刑けいするか、少なくともトロンヘイム国内から追放するべきとの意見が、側近の間では多いのだ」

「私が大公の爵位を保ほ持じされ、王族として無事に生き長らえているのは、ひたすらに陛下の寛かん大だいな御お心こころゆえということ、肝きもに銘めいじております」

「……今一度、試ためしてみるか？」

　ハディングはニヤリと笑うと、二、三歩下がり、己おのれの剣けんをアランの目の前に投げ出した。

「取れ。余の首を刎はねてみよ。さすれば、王座はお主のものだ」

「お戯たわむれを」

「お主と余、どちらが速い？」

　王は毛皮の上衣を脱ぬぎ捨て、両手を大きく広げた。

　一いつ瞬しゆん、アランの脳のう裏りをリネットの言葉が過よぎる。

　──貴方あなたが王になられればよいのです

　衝しよう動どう的に床の剣に伸のびようとする手を、アランは強く握り締しめた。

「……下がってよい」

　アランが微び動どうだにしないのを見て、ハディングは肩をすくめる。

「任にん務むに励はげめ、さすれば、家か臣しんどものお主を見る目も変わってこよう」

「……は」

　アランは頭を下げ、謁えつ見けんの間を辞じした。




「どうでした？」

　廊ろう下かで待っていたロレルは、謁見の間の扉とびらが衛えい兵へいによって開かれるのを見ると、アランのもとに早足でやって来た。

「いつも通りだ」

　赤あか絨じゆう毯たんの上を歩きながら、アランは素そっ気けなく告げる。

「あの蠅はえ喰くい蜥蜴とかげのような目で見られると虫むし唾ずが走るが、それでもただひとりの親族。とうに諦あきらめた」

「隊長、ここでそういう発言は」

　顔を引きつらせるロレル。

　と、その時。

「…………」

　アランが急に足を止めた。

「？」

　ロレルも不ふ審しんに思いつつ、それに合わせて立ち止まる。

　アランの視し線せんの先を見ると、宮廷に相応ふさわしからぬ、泥どろで汚よごれた鎧よろいをまとった老人が正面からやって来るところだった。

　泥で汚れた鎧姿すがたの老人は、アランの姿を認みとめると頭を下げる。

「……あの方は」

　ロレルはその老人が、今回のヒベルニア遠えん征せいの最高指し揮き官であることを思い出した。

　国こつ境きようの砦とりでの奪だつ還かんを目的とした遠征には、重じゆう装そう騎き兵へいを中心とした四個こ大隊が参加。

　ここ数年で、最も大々的な反はん攻こう作戦だ。

　だが、出しゆつ撃げきから三み月つきが経けい過かし、前線から伝わってくる噂には、芳かんばしいものは少なかった。

　巫ふ術じゆつ師しを中心とし、女王を崇すう拝はいするヒベルニア神しん聖せい王国軍の士気は高い。

　対するこちらの重装騎兵隊は、山地での戦せん闘とうに適てきさない装そう備びに固こ執しゆうし、勇名を馳はせた騎士から名もなき歩兵までが次々と討うち死にしていった。

　また、脱だつ走そう兵による略りやく奪だつ行こう為いにより近きん隣りんの村々は荒こう廃はいし、重ねて、疫えき病びようまでが発生しているという。

「お久ひさしぶりです、伯はく爵しやく。戦せん況きようは？」

　アランが尋たずねる。

「包囲を試み、向こうの兵ひよう糧ろう切れを狙ねらったが、奇き襲しゆう部隊にこちらの補ほ給きゆう路を断たたれてな」

　伯爵は血のこびりついた指で白い髭ひげをしごいた。

「砦の奪還は失敗した。兵も三分の一近くを失い、やむなく陛へい下かの命令に背そむいて撤てつ退たいの判はん断だんを下した」

「ご子息は？　確たしか、御ご一いつ緒しよに？」

　この問いに伯爵は、無言で首を横に振ふる。

「……これから、陛下にご報ほう告こくせねばな」

　自分も戦場でかなりの傷きずを負ったのだろう。

　膝ひざの曲がらなくなった脚あしで、それでもしっかりと謁見の間に向かって歩き出す。

「……ひとつ、頼たのみがある」

　去りかけた老伯爵はふと、足を止め、アランを振り返る。

「何なりと。貴方には幼おさない時分にずいぶんと可愛かわいがって貰もらった」

　アランはうなずく。

「我わが伯爵家は孫まごが継つぐことになるが、まだ幼い。できれば後こう見けんを頼みたい」

「お引き受けいたします」

「有あり難がたい」

　伯爵は破は顔がんし、無ぶ骨こつな手をアランの肩かたに置いた。

「わしもこれで安心して逝いける。……ではな、アラン殿どの」

　アランは敬けい礼れいし、老いた伯爵を見送る。

「隊長、あの方……」

　伯爵の背せ中なかを見つめながらロレルが尋ねた。

「そうだ。ハディングに戦況を伝えた後、自決する。敗戦の責せき任にんを取って」

「……戦いで多くの血を失い、ハディング陛下はその上に更さらなる血を求めますか？」

　ロレルは頭を振る。

「あの男に……民たみの声はとどかない」

　アランはそうつぶやきながら、リネットの言葉を思い出していた。
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　それから半月ほど経たった日の夕ゆう刻こく。

　ディアンは粋すい蜜みつ楼ろうの寝しん室しつで、ヨルカと逢あっていた。

「……で、どうだ？」

　ディアンは、寝台から起き上がって髪かみを整えるヨルカに尋たずねた。

「暗殺されたというダーレン・ハザンは生前、生き糸いとと香こう料りようを扱あつかう貿ぼう易えき商だったわ。若わかい頃ころはウートガルト共和国にある商館で見習いをし、ヒベルニアも何度か訪おとずれていたみたいね」

「情じよう報ほう通りハザンの死が偽いつわりで、彼が志し士しの頭目であるとすれば、どちらかの国と結びついている可か能のう性せいは大か……」

「そうでなければ、志士たちの豊ほう富ふな資し金きん源げんの説明がつかないわよ。両方と結びついているということも、十分に考えられるところね」

　ヨルカは物もの憂うげに裸ら身しんに薄うす衣ぎぬをまとうと、葡萄ぶどう酒しゆの置いてあるテーブルのところに行く。

「……少し、飲む？」

「いや。それで、密みつ偵ていの方は？」

「手は尽つくしているけれど……」

「だろうな。こっちも末まつ端たんの志士を引っ捕つかまえて、吐はかせようとはしてみたが、密偵まで辿たどることはできなかった」

　ディアンは上体を起こし、枕まくら元もとの上うわ衣ぎを手にとる。

「ずいぶんと慎しん重ちように動いていることは確か。……その密偵があなたの勘かん通り、実じつ在ざいするとしてだけど」

「……強ごう引いんに燻いぶり出すしかないな」

　ディアンはしばらく迷まよった末に言った。

「容よう易いじゃないわよ」

「囮おとりを使う。志士どもにこちら側の内通者の名前を流し、そいつを狙ねらわせる」

「そんな危き険けんなことを引き受ける内通者が……」

　苦く笑しようして、葡萄酒の杯さかずきに伸のばしかけたヨルカの手が止まる。

「……まさか、彼を使うの？」

　うなずくディアン。

「駄だ目めよ！　あの人はあなたの親友で、あなたの絵の一番の理り解かい者しやなのよ！」

「親友だからこそ、頼たのめる」

「……本気なのね」

「いいか」

　ディアンはヨルカの髪かみを搔かき上げた。

「この件けんに関しては、たとえ九きゆう尾びの猫ねこの隊士でも無む条じよう件けんには信用しない。ロレルは仕官学校時代の友人が何人か志士にいるし、トリストは女遊びが過すぎて借金取りに追われ、金で動く可か能のう性せいは否ひ定ていできない。アギは死し刑けいになるところを救ってもらった隊長に対する忠ちゆう誠せい心しんは強いが、守しゆ備び隊のことはさほど重く考えてはいない」

「ヴィスナは？」

「あいつは人を信用し過ぎる。こういう仕事には不向きだ」

「……私にも、自分の部下を使うなと？」

「無む論ろんだ」

「うちの子たちを疑うたがうの？」

　ヨルカは珍めずらしく憤ふん慨がいした様子を見せる。

「信じられない。わたしたちはみんな、同じ里に生まれて姉し妹まいのように育ってきたのよ。裏うら切ぎる人間なんていないわ」

「いなかった。今までは、だ」

　ディアンは訂てい正せいする。

「……分かったわよ」

　諦あきらめた表情のヨルカ。

「でも、さすがに二人じゃ無理よ」

「……サキを使う」

　ディアンは少し考えてから答えた。

「情報が漏もれ出したのは、サキが入隊する前だからな」

「ふふふ、やっぱりサキくんは信用してるんだ」

　ヨルカはディアンの上衣の前を留とめてやる。

「よく喧けん嘩かする割わりには、仲がいいのね。妬やけるくらい」

「妬いてみろ」

「こう？」

　ヨルカはもう一度、寝台の上にディアンを押おし倒たおした。
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　翌よく日じつの早朝。

　九尾の猫の面々は、場末の売春宿の取り締しまりに当たっていた。

　王都では、この手の店は許きよ可か制せい。

　だが、許可を得るには細かい規き制せいがいくつもあり、背はい徳とく的な遊びを好む者にとって、正規の遊ゆう郭かくは味気ない場所となっている。

　そこで、非ひ合法的な行こう為いが可能なこうした売春宿に、あらゆる階級の客が集まってくるのだ。

　今回の取り締まりの目的は、店の主人の拘こう束そくと、不法に働かされている娼しよう婦ふの保ほ護ごである。

　捕とらえ損そこなうことのないように、闇やみ隊士から二人、ヨルカとイーファも取り締まりに協力。

　店の裏うらから踏ふみ込こむ予定だ。

　バンッ！

「王都守備隊だ！　宿の中を検あらためさせてもらうぜ！」

　扉とびらを蹴け破やぶり、真っ先に飛び込んだのはアギだった。

　その後に、ロレル、トリスト、そしてディアンとその他の隊士が続く。

「ひいいいいっ！」

「勘かん弁べんしてくれえ～！」

　宿に残っていた客たちは、裸はだかのまま服を引っつかんで逃にげ出す。

「あれ、見み逃のがしていいんですか？」

　客たちの背せ中なかを見ながら、ヴィスナに尋たずねるサキ。

「あんなのまで牢ろうに入れてた日にゃ、すぐに満員になるでしょうが！」

　ヴィスナは早く入れとサキの背中を押した。

　しかし。

「……噓うそ？」

　最後に足を踏み入れたヴィスナは、自分が見た光景が信じられなかった。

　そこで客を取らされていたのは、十歳さいにも満たない子こ供どもたち。

　それも逃とう亡ぼうを防ぼう止しするためか、全員が足首から先を切り落とされていたのだ。

　中には、腕うでを肩かたから切せつ断だんされた少年、局部に目を背そむけたくなるような傷きずをつけられた少女もいる。

　どの子供も目に生気がなく、トリストたちが優やさしく声をかけても何の反はん応のうもない。

　陵りよう辱じよくと絶ぜつ望ぼうの末に、永えい久きゆうに心を閉とざしてしまったかのように。

「……！」

　ヴィスナは口を覆おおって外に飛び出した。

「くそったれが」

　貧ひん民みん窟くつの出身でこうした光景に慣なれているはずのアギさえもが、目を逸そらさずにはいられない。

「これを」

　ディアンが汚よごれていない毛もう布ふを数すう枚まい探さがして、子供たちの裸はだかの肩にかけてやったその時。

「んだあ、てめえら！　悪名高え、守しゆ備び隊士どもかよ！」

　腹はらの突つき出た男が赤ら顔に汗あせを滲にじませ、奥おくの部屋からのっそりと出てきた。

　その部屋の中に目を遣やると、ぐったりした十歳ほどの少女が脚あしを広げて寝しん台だいに横たわっているのが見える。

「貴き様さま！」

　激げつ昂こうしたトリストが、男の胸むな倉ぐらをつかんで壁かべに押しつける。

「子供にこんな真ま似ねをして、簡かん単たんに牢から出られると思うなよ！」

「おいおい、こいつらには寝ねる場所を与あたえてるし、食事もくれてやっているんだ」

　男はトリストの腕を振ふり払はらい、垢あかまみれの脇わきの下をボリボリと搔かいた。

「ちっとばかし儲もうけさせて貰もらって、何が悪いんだ、ああ？」

「こっちも仕事でしてね」

　忍にん耐たいギリギリのところで冷静に対たい応おうするロレル。

「詰つめ所まで来て貰いますよ」

「……分かっちゃいねえ、あんたら、何も分かっちゃいねえよ」

　男は呆あきれたというように頭を振った。

「誰だれの垂たれ込みか知らねえが、ここを贔屓ひいきになすってる貴族の旦だん那な方も多いんだぜ？」

「それがどうした？」

　男の喉のどに、アギがナイフを当てる。

「ここのガキども、貧まずしい家から買ってきたのか？　それとも、さらってきやがったのか？」

「……ま、待ちなよ」

　アギの目に本気の色を見て取った男は作り笑いをすると、そっとナイフを指で退どけて、ポケットに手を入れた。

「どうせ、こいつが目当てなんだろ？　守備隊の旦那方は」

　男が一同の前に差し出したのは、数枚の金貨だった。

「買ばい収しゆうする気ですか？」

　ロレルが顔をしかめる。

「格かつ好こうつけるんじゃねえよ。あんたらみんな、やってんだろうが？」

「他ほかは知らないけどね、あたしら九きゆう尾びの猫ねこにゃそういうのは通らないの」

　蒼あお褪ざめた顔で戻もどってきたヴィスナが睨にらみつける。

「てめえみてえな薄うす汚ぎたねえ溝どぶ鼠ねずみの金は要いらねえ」

　普ふ段だんなら平気で賄わい賂ろを受け取るアギさえ、吐はき捨すてるように言う。

「そりゃ欲よくのないこって。まあ、お役所の上の方にも、知り合いは多いんでね。半日もすれば、また娑しや婆ばだ。あんたらだって、そういう仕組み、分かってんだろ？」

「……とにかく、来てもらう」

　ディアンが男の腕をつかんだ。

「俺おれたちの仕事は悪あく党とうを捕つかまえることだ。後は知らん」

　と、その時。

「……サキ」

　店の裏うらから子供を抱だきかかえたイーファが、ヨルカとともに入ってきた。

「この子……死んでる」

　まだ七、八歳というところだろう。

　イーファの腕の中で、子供は苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべたままこと切れていた。

　皮ひ膚ふは既すでに赤黒く変色し、異い臭しゆうを放ち始めている。

「こんなに小さくて……きっと……何にも……楽しい思い出を作れないうちに……この子、死んで……」

　イーファの声はかすかに震ふるえていた。

「ふん。客が取れなくなったんで餌えさをやらずに放っておいたんだが……くたばったか」

　男は鼻を鳴らす。

「俺のせいじゃないぜ。病気だったんだろうな」

「病気、ねえ……」

　サキは口元に笑えみを浮かべると、剣けんの柄つかを握にぎった。

「ガキが」

　子こ供どもと見くびったのか、男はサキを見下ろして嘲ちよう笑しようする。

「玩具おもちやの刀はしまっておきな」

「……あなたの声、耳みみ障ざわりですよ」

　ザシュッ！

「はぐっ！」

　一いつ瞬しゆん後ご、白刃が翻ひるがえり、男は喉のどを裂さかれて鮮せん血けつを上げていた。

「サキ！」

　返り血に顔を染そめたサキの手首を、ディアンがつかむ。

　皮一枚まい残して首を切せつ断だんされた男は、痙けい攣れんしながら崩くずれ落ちた。

　床ゆかに広がってゆく赤い染しみ。

　黄色い脂し肪ぼうが覗のぞく傷きず口ぐちから、ヒュウヒュウとかすかに息の漏もれる音がしている。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　なぜ殺やった！」

「……別に。特に理由はありませんよ」

　サキは微笑ほほえみ、死にゆく男の顔を爪つま先さきで蹴けった。

「強しいて言えば、声と顔が気に食わなかったってことかな？」

「俺たちの任にん務むは捕まえることだ！　裁さばきを受けさせずに殺すことじゃない！」

「この方が、後あと腐くされがなくていいと思いますけど？」

「お前は狂くるってる！」

　サキを突つき飛ばすディアン。

　少年の軽い身体からだは、壁まで飛ばされて床に転がる。

「……狂ってる、か？　狂っていないものが、こんな世の中に存そん在ざいするんですか？」

　壁に手を突いて立ち上がったサキは、柄つか頭がしらに指をかける。
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「いい機会です。一度、あなたともやってみたかったんですよ」

「……舐なめるな」

　ディアンも背せ中なかの剣の柄に手を置いた。

　その時。

「二人とも、そこまで！」

　サキとディアンの間に、すっと割わって入ったのはロレルだった。

　ビュッ！

　ロレルは目にも留とまらぬ速さで両者の剣を奪うばうと、交差させた手で二人の喉元に彼ら自身の剣の切っ先を突きつけた。

「……サキくん、ディアン？」

　二人に微笑みかけるロレル。

「……ああ」

　うなずくディアン。

「剣、返してくれます？」

　サキは肩かたをすくめて尋たずねる。

「もちろんですとも」

　ロレルは眼鏡めがねを押おし上げて、サキの手に血で曇くもった剣を握らせる。

「サキくん、この男ひとりを斬きっても何も変わりませんよ。真に誅ちゆうすべき存そん在ざいは、この連中から賄わい賂ろをむしり取って便べん宜ぎを図はかる役人たち、それから、子供を慰なぐさみ者にして楽しむ市民や貴き族ぞくたちでしょう。こんなクズ、何人斬っても、すぐに替かわりの人間が現あらわれて、また同じことを繰くり返すだけです」

「ロレルさん……」

「だがな」

「二人とも」

　ロレルは何か言おうとしたディアンを遮さえぎってイーファのところへゆくと、立ち尽くす彼女の腕うでの中の亡なき骸がらを抱だき取り、そっと毛もう布ふに包んだ。

「今日はこの子たちを……その何人かを助けることができました。少なくとも、この子たちを生き地じ獄ごくに繫つなぎ止めていた頸くび木きはもうありません。……それで良しとしましょうよ」

「……イーファ」

　ヨルカが、茫ぼう然ぜん自失状じよう態たいのイーファの腕を取る。

「イーファ？」

　反はん応のうはない。

「イーファ！」

　パシッ！

　ヨルカは少女の頰ほおを張はった。

「……あ」

　ようやくイーファは、目の前に立つ闇やみ隊士の長おさの姿すがたに気がつく。

「情なさけない顔を見せるんじゃない。外に出て空気を吸すっておいで」

「……はい」

　イーファは素す直なおにうなずくと、おぼつかない足取りで表に向かった。

「あの子には、心を鬼おににして苦しい訓練もさせてきた心算つもりだったのに……。でもまだ、早過すぎたのかしら？」

　イーファの姿が消えると、ヨルカはため息をつく。

「あんたのせいでも、あの子のせいでもないよ、ヨルカ姉」

　ヴィスナが頭を振ふった。

「サキの言う通り。狂ってるのは、この世の中さ」




　その帰り道。

　一同はいつになく、疲つかれ切った顔をしていた。

　いつもは陽気なトリストでさえ、口を閉とざしたままだ。

「意外だったな」

　ロレルと肩を並ならべて歩きながら、ディアンは言った。

「何がです？」

　振り向くロレル。

「お前が王家の政まつりごとに対する批ひ判はんを口にするとは、思ってもみなかった」

「もちろん、私は王家に対して一いつ切さい叛はん意いは抱いだいていませんよ。ただ、さっきの子こ供どもたちを見ていると……自分の無力さに腹はらが立ってきますが」

「それは俺も同じだ」

「にしても……」

　ロレルは頭を搔かいた。

「サキか？」

「そうです。困こまりましたね」

「確たしかにあの売春宿の親父おやじは腐くさり切った男だったが、丸まる腰ごしだった上に抵てい抗こうする素そ振ぶりも見せなかった。どうしてそれを斬れる？　サキの奴やつが殺しを楽しんでいるんじゃないかと前から薄うす々うす思ってはいた。だが、今日のことではっきり分かった。俺には、あいつは抑おさえられないよ」

「以前は副長がいて、隊士全員に睨にらみを利きかせてましたからね。……あなた、副長になる気はないんですか？」

「器うつわじゃないな。お前はどうなんだ？」

「同じく器じゃありません。それに、平民出身の副長なんて、上が絶ぜつ対たいに認みとめませんよ」

「だが、やはり副長は置くべきだ」

「私から、隊長に話してみましょう。九きゆう尾びの猫ねこをまとめるのに、新しい副長が必要だということをね」

「ああ、頼たのむ」

「……ディアン」

　眼鏡めがねを外し、目め頭がしらを揉もみながらロレルは付け加える。

「あなたはひとつ、見み誤あやまってますよ。サキくん、今回に限かぎっては自分の楽しみであの男を斬きったんじゃありません」

「おい、まさか突とつ然ぜんあいつが義ぎ憤ふんに駆かられたなんて、言うんじゃないだろうな？」

「違ちがいますよ、ほら」

　後方を振り返るように視し線せんで促うながされたディアンがそちらに目を遣やると、そこにはサキのすぐ後ろを俯うつむいて歩くイーファの姿があった。

「サキくん、イーファさんの悲ひ嘆たんを見て、あの下らない男を斬ると決めたんです」

「……分からないな。あの二人、そんなに仲がよかったか？」

　ディアンは頭を振る。

「あなたは本当に、こういうことには疎うといですねえ」

　ロレルは微笑ほほえみ、眼鏡をかけ直した。




　　　　＊　　＊　　＊




　深夜。

　市場に近い場末の酒場の二階に、重い咳せきの音が鳴り響ひびいていた。

　ディアンの親友である男は、部屋の戸に鍵かぎもかけずに、今夜三本目の火酒ウオツカの瓶びんを空けようとしていた。

　獣じゆう脂し蠟ろう燭そくの煙けむりが立ち籠こめる部屋に、男以外の姿はない。

　男は、震ふるえる手で杯さかずきに透とう明めいな酒を注ぐ。

　だが、男が瓶を机つくえに置いて、指を杯にかけようとした時。

「貴き様さまか……守しゆ備び隊に志し士しの動きを伝えていたのは？」

　背はい後ごでこもったような声。

　いつの間にか、蠟燭の明かりに別の人間の影かげが浮うき上がっていた。

「否ひ定ていはせん」

　振ふり返ることもせずに、男は影に告げる。

「実を言うとな、志士を名乗るあの阿あ呆ほどもは、俺にとって軽けい蔑べつの対象にしか過すぎんのだ。奴やつらがやろうとしているのは、悪あく逆ぎやく無む道どうの王を倒たおして平和をもたらすことじゃない。自分が次の王になることだ。こんなことを続けていれば、いずれこの国はヒベルニアかウートガルトに滅ほろぼされる」

「……滅べばいい。こんな国も、ヒベルニアも、ウートガルトも」

　覆ふく面めんと黒くろ装しよう束ぞくで身を固めた影は、呻うめくようにつぶやく。

「……お前、志士ではないな？」

　男は杯を手にゆっくりと振り返ろうとする。

「黙だまれ！」

　冷たい白刃が、男の喉のど元もとに突つきつけられた。

「……喋しやべり過すぎだ。死ね」

　影は一気に剣けんで喉を引き裂さこうとする。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

「そこまでだ！」

　隣となりの部屋に潜ひそんでいたディアンとヨルカが飛び込んできた。

「貴様だな、俺おれたちの情じよう報ほうを志士に流していたのは？」

「……罠わなか。どうして私が密みつ偵ていだと？」

　影は振り返る。

「内通者は消す必要はあるが、こいつは酒場から出ることがないので多人数での待ち伏ぶせは不ふ可か」

　ディアンは背せ中なかの大剣クレイモアを抜ぬいた。

「ダーレン・ハザンは今まで一度も尻尾しつぽを見せなかった慎しん重ちような男だから、関係する人間の数を極力減へらすために、情報収しゆう集しゆうと暗殺に同じ人間を使う可か能のう性せいは高いと踏ふんだのよ」

　ヨルカが背中の小しよう剣けんの柄つかに手をかける。

「大人しく捕つかまることね。すべてを吐はけば、多少は長生きできるかも知れないわよ？　地ち下か牢ろうで」

「ふ、愚おろか者どもが……」

　影は後ろ手に剣を一いつ閃せんさせると、ディアンの友人の頸けい動どう脈みやくを切り裂さいた。

「ロジェ！」

　鮮せん血けつが噴ふき上がるのを見て、駆かけ寄よろうとするディアン。

　その脇わきをすり抜ける様にして、影は窓まどに突とつ進しんする。

　バンッ！

　窓を打ち破やぶり、地上に飛び降おりる影。

　だが、そこで待ち構かまえていたのはサキだった。

「……お前」

　影は、その出しゆつ現げんに動どう揺ようしたように後あと退ずさる。

「悪いね。窓から逃にげようとするのは読めてたんだ」

　サキは甲こう外がい套とうを翻ひるがえし、剣の柄を見せた。

「ちっ！」

　影は逆さか手てに握にぎった剣を背中に回し、サキに突進する。

「殺すな！　吐かせることがある！」

　窓から叫さけぶディアン。

「分かってる！」

　よろめくような前ぜん傾けい姿し勢せいに入るサキ。

　その体勢から、凄すさまじい剣速で鞘さやごと放たれた剣が、影の鳩尾みぞおちを直ちよく撃げきした。

「イーファ直伝、無音の剣……」

　剣を引くサキ。

「…………」

　影はそのまま、石いし畳だたみの上に崩くずれ落ちた。




「……おい」

　ディアンは死にゆく友人に声をかける。

「済すまなかったな、ロジェ」

「いいさ」

　男は机つくえに突っ伏ぷした姿勢のまま、指を杯さかずきに伸のばそうとする。

「潮時だったんだよ。腐くされ切った俺の人生と、この街に……乾かん杯ぱい……」

　男はこと切れた。

「ディアン」

　そっと手を握るヨルカ。

　そこに。

「は、放せっ！」

　サキが影の腕うでを背中にねじ上げ、部屋まで連れてきた。

「どこの中隊の者か知らないが、顔を拝おがませてもらうぞ」

　ディアンは影の覆ふく面めんに手をかけた。

「……お前！」

　啞あ然ぜんとする三人。

「…………」

　覆面の下から現あらわれた顔は、ルシラのものだった。




　　　　＊　　＊　　＊




「こんな時間に呼よび出しやがって」

　真夜中に呼び出しを受けたアギが文もん句くを並ならべながら詰つめ所にやって来ると、そこには既すでに他ほかの九きゆう尾びの猫ねこの全員と、闇やみ隊士たちが重々しい沈ちん黙もくの中、ルシラを囲んでいた。

「……何の茶番だよ、こりゃ？」

　顔をしかめ、アギはつぶやく。

「噓うそでしょ、ヨルカ姉？」

　ぎこちない笑え顔がおで尋たずねたのは、ヴィスナだった。

「どうしてルシラを疑うたがうのよ？　これって絶ぜつ対たい、何かの間ま違ちがいだって」

「……残念だけど」

　ヨルカは頭を振ふる。

「噓でしょ？」

　ヴィスナはルシラの傍かたわらに行き、その手を握って一同を見み渡わたす。

「だってほら、サキだって襲おそわれたことがあるじゃない？　ルシラがサキを売る？」

　だが、誰だれもが黙だまったまま、ヴィスナと目を合わせようとはしない。

「イーファ？」

　ヴィスナは銀ぎん髪ぱつの少女に声をかけるが、イーファも頭を横に振るだけだった。

「サキは別の隊士が志し士しに襲われた現げん場ばに偶たま々たま出くわしただけだ。こいつ自身が狙ねらわれた訳わけじゃない」

　ディアンが言った。

「もういい」

　ルシラはそっとヴィスナの手を振り解ほどく。

「自分のしたこと、後こう悔かいしてないもの」

「……ルシラ？」

　俯うつむく少女に胸むねを両手で押おされたヴィスナは、よろめくように後あと退ずさった。

「あなたたちも見たでしょ？　人買いが役人と結びついて子こ供どもたちを食い物にし、賄わい賂ろさえ払はらえばどんな悪事でも見み逃のがされる現げん状じようを！　こんな世の中、変えなくちゃいけない！　いけないのよ！」

　泣き笑いのような表ひよう情じようで、ルシラは一同に挑いどむような視し線せんを向ける。

「いつからなの？」

　ヨルカはほんの少し赤みを帯びた目で、少女を見下ろした。

「わたしたちは同じ里に生まれ育った姉し妹まいみたいなもの。……そう思っていたのに」

「姉妹？　姉妹が殺しを覚えさせて、身体からだを売らせる？」

　ルシラは嘲ちよう笑しようを投げつける。

「それもみんな、お金のためじゃない？　わたしは一度だって、あなたを姉だなんて思ったことないわ」

「…………」

「この国が腐くさって死にかけていることは、俺たちにだって分かってる」

　言葉を詰つまらせたヨルカを下がらせ、ディアンが尋ねた。

「だがな、お前が情じよう報ほうを流したせいで、数多くの隊士が死んだ。直ちよく接せつ、お前が手を下した者もいる。お前は、仲間を殺したんだぞ？」

「変へん革かくには……」

　ルシラは顔を背そむける。

「犠ぎ牲せいが付き物。そういうものでしょ？」

「……それで、どうしましょうかねえ？」

　頭を搔かくトリストは、ディアンに尋ねる。

「うちの隊内で、処しよ理りすべきなんだろうけどさ……」

「いえ。闇隊士のことは闇隊士で」

　ヨルカが首を振った。

「……これは隊内で処理できる水すい準じゆんの犯はん罪ざいではないですよ。隊長に連れん絡らくして、上に任まかせましょう」

　ロレルは部屋の隅すみにディアンを呼よび寄よせ、耳元でささやいた。

「お前、どうなるか分かってて言ってんのか⁉」

　思わず声を荒あららげるディアン。

「守しゆ備び隊に内通者がいたなんて話になれば、十二人委員会が動く。そうなると……」

「審しん問もん官かん……ですか？」

　ロレルは眉まゆをひそめる。

「確たしかに、噂うわさでは……」

「……連中のやり口はよく知ってるぜ。あいつらのやり口は見ていて反へ吐どが出る」

　窓まどの外の夜空を見ながら、アギがつぶやくように言った。

「女の場合、まず、両りよう腕うでの関節を背せ中なかにねじ上げて吊つるし上げ、足に重石を下げて鞭むち打うちをする。知っていることを吐はいても無む駄だだ。もっと吐かせようと連中はさらに惨むごい拷ごう問もんにかけるからな。目を閉じられないように目ま蓋ぶたを切り取り、指をやっとこで一本一本潰つぶしていき、それでも生きてりゃ、二度と歩けないように足の甲こうを斧おので絶たつ。肘ひじや膝ひざの関節を砕くだき、水責ぜめ、火責め、目を潰し、耳に溶とかした鉛なまりを流し込こみ、歯を抜ぬいて舌したを切り落としたら、その後は肉屋の解かい体たいと一いつ緒しよ……」

「もうやめなよ！」

　耳を塞ふさいでそう叫さけんだのはヴィスナだった。

「……頼たのむから、もうやめて」

「悪かったな」

　アギは珍めずらしく素す直なおに謝あやまった。

「ともかく、俺の意見としては、上の連中に引き渡わたすのには反対だってことだ」

「だけど、仲間で仲間を裁さばくんですか？　私にはできませんよ」

　ロレルが眼鏡めがねを外して目め頭がしらを押さえると、全員が黙だまり込む。

　その時。

「……なぜ躊躇ためらうんです？　いつものように斬きればいいじゃないですか？」

　サキが微笑ほほえみながら肩かたをすくめて見せた。

「いい加か減げん、責せき任にん逃れは止やめましょうよ、ディアン。どのみち、裏うら切ぎり者に待っているのは死だけなんですから」

「なら、お前がやれ！」

　アギがサキの胸むな倉ぐらをつかむ。

「口先だけじゃなく、泥どろぉ被かぶれってんだ！」

「……それもそうだね」

　サキは笑顔のまま、腰こしの剣けんを抜いた。

「ルシラ……」

「サキ？」

　振ふり向く少女。

　サキはその胸むねに、すっと剣の切っ先を突つき立てた。

　白い刃はを澄すんだ赤い血が伝い、鍔つば元もとから滴したたって床ゆかに染しみを作る。

「サ……キ……私の……サ……」

　伸のばされた白い指がかすかにサキの頰ほおに触ふれ、そのまま力を失って床の上に落ちた。

　サキはルシラの亡なき骸がらをそっと床に横たえると、無言の一同を笑顔で振り返る。

「どうしたんです、みんな？　密みつ偵ていをひとり、始末しただけじゃないですか？」

「…………」

　ロレルたちは目を逸そらした。

「……まだ、温かい」

　サキはルシラの胸にその手を置いた。

「いつになったら……冷たくなるんだろう？」

「……！」

　イーファが、サキの背中をギュッと抱だきしめた。

「僕ぼく……」

　サキはつぶやくように言う。
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「小さい頃ころから、どんなに辛つらいことや痛いたいことがあっても、ずっと笑うようにしてきたから……こんな時でも泣けないんだ。これって、ルシラに悪いかな？」

　イーファは目を閉とじ、その背に額ひたいを押しつけたまま頭かぶりを振った。




「なんでお前はこう、限げん度どってものを知らないんだ？」

　日もとっぷりと暮くれた頃ころ、ヴィスナを背負って詰つめ所に向かっていたのはディアンだった。

「……うえ」

「俺おれの背中で吐いたら、道に投げ出すぞ」

　時々、こみ上げてくる吐き気に顔をしかめるヴィスナに、ディアンは警けい告こくした。

　他の連中はとっくに酒場を出て、任にん務むに戻もどっている。

　ディアンは偶たま々たま逃にげる機会を失って、ヴィスナを押し付けられた格かつ好こうだ。

「あんたはそんなことできないよ。……優やさしいもん」

　ヴィスナは足を前に伸ばして笑った。

「あたし、結けつ構こういろいろ、ヨルカから聞いてるんだ」

「つけあがるな」

　と、わざと乱らん暴ぼうにヴィスナを揺ゆするディアン。

　いつの間にか、小こ雨さめが降ふり出していた。

　急ぎ足で雨宿りのできる場所を探さがす、街の人々。

「濡ぬれてこうよ、そんな遠くないし」

　気持ちよさそうにヴィスナは顔に雨を浴びる。

「ああ。今さらどこかに逃げ込んでも無む駄だだな」

「……ねえ、ディアン」

　水すい滴てきに濡れた頰をディアンの背せ中なかに押しつけ、ヴィスナはささやいた。

「あたし、サキが恐こわい。あの子を仲間と思うこと、もうできないかも知れな……」

「止よせ。あいつは仲間だ」

　自分に言い聞かせるように、ディアンはヴィスナを遮さえぎる。

「だったら、どうしてルシラを……」

「誰かがやらなきゃいけないことだった。それはお前にだって分かっているんだろう？」

「……もう二度と、サキの顔をまともに見ることができないかも知れないよ。あの子のことを、あたしは自分の弟みたいに思ってたけど……」

　そう言いかけたヴィスナは、幼おさな子ごのように小さく身を震ふるわせる。

「ううん、違ちがう。そう無理やり思い込こもうとしていたんだ。あの子があたしたちと違う化け物だって恐おそれていたから。無理してあの子とじゃれ合って、無理してあの子の世話焼いて……あたし、噓うそつきだ。自分にもサキにも、あたしはずっと、噓をついてた」

「……もういい」

　足を止めたディアンの背中で、ヴィスナはいつまでもしゃくり上げていた。




　　　　＊　　＊　　＊




　その頃ころ。

　仲間より一足先に宿しゆく舎しやに戻もどったサキは、雨に濡れたまま寝しん台だいに座すわり込み、顔を覆おおっていた。

『慰なぐさめて欲ほしいのか？』

　サキの心に巣食う、内なる声が語りかける。

「……黙だまれよ、化け物」

　サキは呻うめくように言った。

『化け物とは心外な。わらわが化け物だとしたら、ぬしは何だ？　冷れい酷こくな殺人鬼きか？』

「黙れ、殺すぞ」

『できもせぬことをほざくな、痴しれ者が。ぬしがこれまで無事に生きてこられたのは誰のお陰かげだと思っておるのじゃ？』

「……黙れと言っている」

『ぬしは今まで、その偽いつわりの笑え顔がおで他人との間に壁かべを作り、自分を守ってきた。それは、親しくなった人間に裏うら切ぎられ、傷きずつくことを恐おそれているからだ。ちょうど幼おさない頃に、ぬしの両親と姉がぬしを売った時のようにな』

「黙れ！」

『ぬしのその、裏切られることに怯おびえる弱さを知った上で、あのルシラという娘むすめはお前を受け入れ、包み込もうとした。だが、やはり結果はぬしを裏切ることとなった』

　内なる声は、侮ぶ蔑べつの色を帯びる。

「黙れ、黙れ、黙れ！」

　無駄だと知りながらも耳を覆うサキ。

『理り解かいするがよい。誰もがぬしから去ってゆく。それが人の運命というもの。最後までぬしと共におるのは、わらわだけじゃ』

「黙れ、化け物！」

　ガッ！

　サキは立ち上がり、石いし造づくりの壁かべにこぶしを叩たたきつけた。

　皮ひ膚ふが破やぶれて、赤い血が噴ふき出す。

『……まあよい』

　内なる声は告げた。

『それにしても、明かりぐらいつけろ。ぬしとわらわは、五感のすべてを共有しておるのだぞ。暗くて敵かなわぬ』

　サキはフラフラと立ち上がると、机つくえに行って蠟ろう燭そくに火を灯ともした。

　その時、ふと、机に置かれた白い羊よう皮ひ紙しが目に止まる。

　今朝、この部屋を出る時にはなかったものだ。

　きれいに折り畳たたまれたその紙を、サキは手に取って広げてみる。

「……ルシラ？」

　それは、ルシラからの手紙だった。




　サキ

　あなたがこの手紙を読んでいるってことは、私、もうこの世にいないんだよね

　この手紙は、紋もん章しようを使ってあなたの部屋の机の上に隠かくしておいたの

　私が死ぬと、見えるようにして

　もう大体見当はついていると思うけれど、志し士しに隊の情じよう報ほうを流していたのは私

　私とフィフィが志士に捕つかまった時、私はすぐに彼らの密みつ偵ていになることに同意したわ

　フィフィが拷ごう問もんにかけられるのを見て、怖こわくなったから

　志士のところから必死で逃にげ出してきたというのも噓

　実じつ際さいのところは逃がして貰もらったの

　イーファは私のことを優やさしいって言ってくれるけど

　実際の私は、この通り臆おく病びようで卑ひ怯きような女

　あなたに軽蔑されても仕方ないと思う

　でもね

　あなたはどう思ってるのか分からないけど、私はあなたに出会えてよかったよ

　私、あなたといると安心できた

　あなたは本当は優しい子

　あなたが私の初めての人だったら、どんなに幸福だったろうなんてずっと考えてたんだよ

　今さら信用して貰えないだろうけど、愛してる、心から

　願わくば、私を殺してくれたのがあなたでありますように




　追つい伸しん

　ダーレン・ハザンの今の根ね城じろは、河か畔はんのマレー通りにある〝紅べに睡すい蓮れん〟亭てい

　志士暗殺の陰かげで、また市民を標的にした大きな破は壊かい計画を練っているわ

　あいつを殺して




「……ルシラ。君の最後の願い、きっと叶かなえる」

　サキは手紙を握にぎり締しめ、アランの屋や敷しき目指して部屋を飛び出していた。
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　夜半を過すぎた頃ころ。

　九きゆう尾びの猫ねこたちは甲こう外がい套とうをまとった完全武ぶ装そうで詰つめ所を出、〝紅べに睡すい蓮れん〟亭ていの前に集まっていた。

「…………」

　アランはしばらく無言で〝紅睡蓮〟亭を見上げていたが、いつになく厳きびしい表情で隊士たちを振ふり返る。

「この戦いは、正せい義ぎの戦いではない。ぶつかり合うのは、二つの相あい容いれない矜きよう持じ。生き残るのは九尾の猫か志士か、いずれか一方だと思え。志士の世がもたらすのは、希望に満ちた混こん乱らん。我われらが守るのは、絶ぜつ望ぼうと共にある秩ちつ序じよだ。生かして捕とらえようなどとは思うな。逆さからう者はみな斬きって捨すてろ。今、ここで一いつ切さいの決着をつける！」

　一同はうなずくと、ディアンを先頭に〝紅睡蓮〟亭に踏ふみ込んでいった。

「サキ……」

　続こうとする少年に、アランは声をかける。

「…………」

　振り返るサキ。

「奴やつの首は、貴き様さまにやる」

「……はい」

　サキはうなずき、ディアンたちの後を追った。




　バン！

「王都守しゆ備び隊だ！」

　扉とびらを蹴け破やぶって、ディアンは怒ど鳴なった。

「手配中の凶きよう悪あく犯はんダーレン・ハザンが、ここに潜せん伏ぷく中との通つう報ほうがあった！　検あらためさせてもらうぞ！」

「きゅ、九尾の猫！」

〝紅睡蓮〟亭の一階、玄げん関かんを入ってすぐのところは酒場になっている。

　高級な雰ふん囲い気きに酔よっていた裕ゆう福ふくそうな馴な染じみ客きやくたちと、その接せつ待たいをしていた半はん裸らの女たちが、黒い甲外套を見て騒そう然ぜんとなる。

「動くな！」

「騒さわぐんじゃないよ！」

　逃にげようとする客たちを、トリストとヴィスナが牽けん制せいした。

「お待ちください！」

　オロオロしながら奥おくから出て来た主人らしい男が、客室を調べようとするディアンを押おし止とどめる。

「一体、何をおっしゃっているのか。当宿には、そんなお方は宿しゆく泊はくなさっていませ……ひいっ⁉」

「邪じや魔ますんなら、斬るぜ」

　ナイフの刃はを頸けい動どう脈みやくあたりに押し付け、アギが主人を下がらせた。

　この時。

　最後に入ってきたアランは、宿の主人の目がチラリと二階へ続く階かい段だんの方に向いたのを見み逃のがさなかった。

「ディアン、サキ、ロレル、ヴィスナ！　貴様らは二階だ！　トリストとアギは、私と一いつ緒しよに一階の志し士しどもを掃そう討とうする！」

「了りよう解かい！」

　階段を目指すサキと、それに続く三人。

　すると。

「待て！」

　その前に、肩かた幅はばの広い、用よう心じん棒ぼうらしい屈くつ強きような男が立ちふさがる。

「この上はな、高貴な身分のお方の貸かし切りになっているんだよ！　守備隊士風ふ情ぜいを通す訳わけにはいかねえなあ！」

　鋲びようつきの革かわをまいたこぶしをバシバシと打ち合わせながら、不ふ敵てきな目つきで言い放つ用心棒。

「馬ば鹿かが。上にハザンがいると白はく状じようしたみたいなもんだ」

　ディアンが背せ中なかの大剣クレイモアに手をかけ、警けい告こくする。

「こっちは公こう務むだ。これ以上逆らうなら……」

　だが、ディアンが全部言い終わるよりも早く。

「話、長くなりますか？」

　ズシャッ！

　やや前まえ屈かがみになった姿し勢せいから、サキが用心棒に抜ぬき打ちを食くらわせていた。

「ぶはあっ！」

　脇わき腹ばらから斜ななめに斬り上げられた用心棒は、口から泡あわの混まじった血を吐いて斃たおれる。

「……急ぎます」

　まだ息のある用心棒を踏みつけて、サキは階段を駆かけ上がった。

「あの子……」

　後に続くヴィスナはつぶやく。

「どうした？」

　ディアンが尋たずねる。

「あの子、笑ってなかった。初めてだよ、あんなに怖こわい顔のサキを見るの」

　ヴィスナは小さく身み震ぶるいすると、ディアンと共にサキを追った。




「どっちだ？」

　二階に出ると、ディアンは左右の廊ろう下かを見渡した。

「おそらくこちらでしょう」

　ロレルが右を指さす。

「こちら側の部屋の方が、庭や通りに近いですから。まず、逃とう走そう経けい路ろを確かく保ほしやすい右手の部屋から、それも一番大きな奥おくの部屋を調べることをお勧すすめします」

「さすが」

　と、ヴィスナがロレルの肩かたを叩たたく間に、サキが奥の部屋に向かって駆け出していた。

「ひゅ！」

　ズガッ！

　サキは扉とびらを両りよう断だんし、部屋の中に飛び込む。

「……誰だれだ、貴き様さま？」

　不意を突つかれ、中にいた者たちは武ぶ器きを取ることも忘わすれて一いつ斉せいにサキを見つめた。

　広い室内には、総そう勢ぜい二十人ほどの男たち。

　それが、薄うす暗ぐらい照明のもと、ひとりの男を中心に座すわっている。

「ダーレン・ハザンだな？」

　ディアンが中心にいた男に向かって尋ねた。

「いかにも」

　うなずく男。

「現あわわれたか、九きゆう尾びの猫ねこ」

　灰はい色いろの髪かみをしたハザンは、年ねん齢れいを感じさせぬ、理想に燃もえた瞳ひとみをディアンに向ける。

「あなたには謀ぼう殺さつ、共同謀ぼう議ぎ、叛はん乱らんの罪つみ、その他で身み柄がら確かく保ほの命令が出ています。大人しくご同行願えると、有あり難がたいんですが？」

　ロレルが眼鏡めがねを直しながら、令状を読み上げようとする。

「王の走い狗ぬが！」

　ハザンの側近らしき若わか者もの二人が、剣を抜いてサキに斬きりかかった。

「…………」

　サキはこれを簡かん単たんに見切ってかわすと、二人の右手首と右耳を刎はね飛ばした。

「うわああああっ！」

　出血と痛いたみで床ゆかに転がる二人の若者。

「雑ざ魚こが動くな……」

　サキは指で剣の血を拭ぬぐう。

「……同志諸しよ君くん！　戦おう！　たとえここで死すとも、我われ々われに続く者たちはきっと現われる！」

　じっと膝ひざに手を置いて座すわっていたダーレン・ハザンは、声を張はり上げた。

「死して、歴史に名を残すのだ！」

「おう！」

　志し士しの全員が、これに呼こ応おうするかのようにそれぞれの得物を抜いて、徹てつ底てい抗こう戦せんの姿勢を取る。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

　サキが無音の剣を奔はしらせ、血ち飛沫しぶきを上げた。

　若い志士が肩かた口ぐちから腹ふく部ぶまでを割わられ、ドウッと倒たおれる。

「隊長の言った通り、抵てい抗こうする奴やつらは斬り捨すてるしかないようだな」

　ディアンは肩をすくめる。

「いいんじゃない？　どっちにしろこの連中、簡単には退ひきそうにないもの」

　ヴィスナが細身の剣を抜ぬいた。

　狭せまい室内での戦いを想定し、今日は小回りの利きく武器を装そう備びしてきているのだ。

「まあ、そうですね」

　ロレルは眼鏡を押し上げる。

「志士のみなさん、先手は取らせてあげますよ。来るならどうぞ」

「ふ、ふざけるなあああああ！」

　ヴィスナとロレルに襲おそいかかる志士たち。

　ズギュン！

　ガッ！

　ロレルの剣が志士のひとりの顔を削そぎ落とし、ヴィスナの細剣がもうひとりの眼がん窩かを貫つらぬいて即そく死しさせる。

「は、発動、鉄てつ壁ぺきの……」

「無む駄だ」

　ザシュ！

　紋もん章しようを使おうとしていた志士のひとりを、サキが逆ぎやく袈げ裟さで倒す。

「後ろ！」

　サキは振ふり返ると、扉の傍かたわらに立つディアンに警けい告こくした。

　どうやら、別の部屋にも志士たちがいたらしい。

　武器を構かまえた一団だんが、仲間に加か勢せいしようとこちらに向かって廊ろう下かを駆かけてくる。

「シャリエール通りの時より志士の数が多いぞ！」

　数人を相手に大剣クレイモアを振るいながら、ディアンが怒ど鳴なる。

　自分の身長に近い長さがある大剣は、狭い廊下では使い勝手が悪く、普ふ段だんでは考えられない苦戦を強しいられる。

「やはり、大きな計画を起こす寸すん前ぜんだったようですね」

　戦いの最中にも、冷静に眼鏡を直す余よ裕ゆうのあるロレル。

「こっちは私とサキくんで十分です。ヴィスナ、ディアンの方を」

「あたしみたいに武器を替かえて来りゃよかったのに！」

　口を尖とがらせたヴィスナが、ディアンの援えん護ごに回る。

「時々思うけど、あんたって結けつ構こう、間が抜けたとこあるよね、ディアン⁉」

「うるさいな！　俺おれはこいつしか使わない！　それが信念なんだよ！」

　相手の胸むねを貫くと同時に、その後ろの壁にまで剣先を食い込ませるディアン。

「ぬ、抜けない！」

「ったく、子こ供どもみたい！」

　剣を引き抜こうとするディアンを手伝いながら、ヴィスナは小さい声で付け加えた。

「こんなんだから……目が離はなせないんだよ」

「ああっ？　何か言ったか⁉」

　振り返るディアン。

「あんたはどうしようもない馬ば鹿かだって言ったの！」

　ヴィスナは鼻の頭にしわを寄よせると、ディアンを狙ねらって襲いかかってきた志士を一いち撃げきで斬り伏ふせた。




「三段だん突つきのロレル、勝負を」

「……あなたは」

　ロレルの前に現あらわれたのは、見知った顔の男だった。

「確たしかあなたは、一昨年の武術大会の？」

「そうだ。あの時引き分けた勝負、今日こそ決着をつけよう」

　腕うでにはかなりの自信があるのだろう。

　男は他ほかの志し士しを下がらせて間合いを取り、すっと正眼に剣を構えた。

「面おも白しろいですね」

　ロレルは男と同じ構えを取る。

「あれから俺は血の滲にじむような修しゆ行ぎようを積んだ。貴き様さまには負けん」

「……いいでしょう。私の方も、あなたには最大限げんの敬けい意いを払はらうとしましょうか」

　ロレルは眼鏡を直し、静かに告げた。

「これからお見せする技わざは、〝七つ胴どう〟と呼よばれるもの。七体重ねた人間を両りよう断だんできる技です」

「……ここで貴様に出会えた幸運に感かん謝しやする」

　男は呼こ吸きゆうを整えると、気合いとともに間合いに踏ふみ込み、斬きりかかった。

　刹せつ那な。

　ロレルの剣は天から大地に向かって、真まっ直すぐに振り下ろされる。

　交差する白刃。

「……見事！」

　走り抜ぬけた男は納のう刀とうし、満面の笑えみでロレルを振り返った。

　一いつ瞬しゆん後ご。

　男の身体からだは左右真っ二つに割われ、血ち飛沫しぶきとともに斃たおれた。




「俺は死んでも……俺の理想は……」

「……御ご託たくはいい」

　甲こう外がい套とうから血を滴したたらせながら、サキは呻うめく男の首くび筋すじに剣けんを突き立てた。

　これでサキが斬った人数は、十人以上。

　それも、紋章を凝ぎよう着ちやくさせている志士を集中的に仕留めている。

　夥おびただしい量の血で真っ赤に染そまった床ゆか。

　二階での戦いはほぼ、終息に向かいつつあると言っていい。

「……ハザンは？」

　頭目の姿すがたを探さがすサキ。

「おい、四、五人、窓まどから逃にげたぞ！」

「僕ぼくら忙いそがしいから、誰かそっちの人、面めん倒どう見てよ～」

　階下からアギとトリストの声。

　どうやら、階下でも戦せん闘とうが続いているようだ。

「逃がすか！」

　飛び出して追おうと、窓まど枠わくに足をかけるディアン。

　だが、その時。

「待て」

「……隊長？」

　背せ中なかから聞こえたアランの声が、ディアンを踏み止とどまらせた。

「お前たちはここに残り、志士の残ざん党とうを排はい除じよしろ」

　脈動する飢き魂こんの剣けんを鞘さやに納おさめつつ、二階に上がってきたアランは命じる。

「ですが、ハザンが……」

「すでにサキが追っている」

　ディアンが周囲を見み渡わたすと、サキの姿はどこかに消えていた。




「サキ」

　ダーレン・ハザンを追って狭せまい裏うら道みちを走るサキのすぐ横に、どこからともなく現あらわれたイーファが跳とび下りた。

「来てたの？」

　走りながらチラリと横を見るサキ。

「闇隊士もルシラの一件けんでは、九きゆう尾びの猫ねこに借りを作った。今回はただ働きらしい」

　前方を走る志士の一団だんを視し認にんしたイーファは、サキと並へい走そうしながら小剣に手をかけた。

「あれがハザン？」

「らしい」

「ここは私たちが足止めします！　ハザン殿どのはどうかご無事で！」

　追ってくる二人を見て、ダーレン・ハザンを守っていた志士たちが足を止めて立ちはだかる。

「……君が右の曲刀の男。僕が残りの二人。それでいい？」

「承しよう知ち」

　サキとイーファは、ほんのわずかも速度を落とさなかった。

「しゅっ！」

　イーファが逆さか手てで抜ばつ刀とうすると同時に。

「うぎゃああ！」

　斬きりかかろうとしていた志士の手首が、握にぎっていた曲刀ごと宙ちゆうを舞まった。

　一方、低い姿し勢せいで前に滑すべり出たサキは、無音の剣で残りの二人を一撃のもとに斬り捨すて、走り抜ける。

　ひとりは太ふと腿ももの大動脈。

　もうひとりは脊せき椎ついを断たたれ、ほとんど即そく死しの状じよう態たいで地に伏ふした。

　その間に、手首を押おさえて転がる男の喉のどに、イーファがとどめの剣を突つき立てる。

「済すまぬ！」

　老人は自分を守って死んだ三人に向かってつぶやくと、迷めい路ろのようになった薄うす汚ぎたない路地に逃げ込こむ。

「そこまでだ！」

　サキはすぐにハザンに追いつくと、左右の壁かべを蹴けるようにしてその頭を飛び越こえた。

「……もう終わりだ」

　サキの剣が、息を切らせて水溜たまりに座すわり込むハザンの胸むねに突きつけられる。

「終わらせる訳わけにはいかぬのだ、少年」

　老人は年ねん齢れいに見合わぬ素す早ばやい動作で、隠かくし持っていた短剣をサキの後ろに立つイーファ目め掛がけて投げつけた。

「新時代の礎いしずえとなった、若わかき志士たちのためにも！」

「！」

　イーファの右みぎ肩かたに突き刺ささる短たん剣けん。

「イーファ！」

　サキが振ふり返った隙すきを突き、老人は胸を押さえながらもさらに奥おくの路地へと逃にげ込む。

「何な故ぜ注意をそらした！」

　肩から短剣を抜きながら、サキに向かって怒ど鳴なるイーファ。

「私が不死で、この程てい度どの傷きずは何でもないことは知っているだろう！」

「分かってるさ！」

　サキも珍めずらしく、激はげしい調子で言い返す。

「それでも、もう仲間の誰だれかが傷ついたり死んだりするのは嫌いやなんだよ！」

「サキ？」

「……あいつを追おう」

　サキはイーファに背を向けて走り出した。

「仲間、か……」

　イーファは塞ふさがった傷口の血を指で拭ぬぐうと、サキの背中を追った。




「確たしかに、ここに逃げ込んだ」

　サキとイーファは、狭せまい行き止まりの路地に立って、周囲を調べていた。

「わたしもそれは見た」

　と、イーファ。

　だが、ダーレン・ハザンの姿すがたは、忽こつ然ぜんと消え失うせている。

　イーファは目を閉とじ、風の動きを肌はだで読む。

　闇やみ隊士ならではの研とぎ澄すまされた感覚をして、初めてできる技わざである。

「……ここだ」

　イーファは石いし畳だたみの平石が僅わずかにずれている場所を見つけ、それに手をかけて引き起こした。

　人ひとりが辛かろうじて通れる程度の穴あな。

　それが斜ななめに、かなり深くまで続いている。

「下りるか？」

「もちろん」

　二人は顔を見合わせた。

「僕から」

　潜もぐろうとするサキ。

「そ、それは困こまる！」

　その手を慌あわててつかむイーファ。

「上を見られたら……その、恥はずかしい」

「だから、そんな貧ひん相そうなの見る趣しゆ味みはないって」

「ひ、貧相だと！」

「じゃあ、お先にどうぞ」

　ポンとイーファの背せ中なかを押すサキ。

「って、貴き様さまあああああああっ！」

　木こ霊だまする絶ぜつ叫きようと共に、イーファは穴を滑すべり落ちていった。




　ドスン！

「つつつっ！」

　イーファが墜つい落らくしたのは、生温かい空気がゆっくりと流れる場所だった。

　携けい帯たい用の小型松明たいまつに火をつけ、あたりを見み渡わたすと、そこがかなり広い場所であることが分かる。

「こんな地下道が街の下に……」

　そうイーファがつぶやいたところに、サキが穴を滑り降おりてきてひらりと着地した。

「さっき、ドスンって重たそうな音が聞こ……」

「私じゃない！」

　イーファは遮さえぎった。

「それにしても、何なんだこの空間は？」

「聞いたことがある」

　ささやくサキ。

「前に古ふる株かぶの盗とう賊ぞくの爺じいさんが言ってた。街の地下には迷めい路ろのような洞どう窟くつがあって、人の心を喰らう化け物が巣食っているって」

「それは私を怖こわがらせようとして言っているのか？　そ、そんな話で怯おびえるほど、間ま抜ぬけではないぞ。まったく、子こ供どもみたいなことをほざくな。化け物だと？　そんなものがこの世にいるものか。馬ば鹿か馬鹿しい、本当にくだらない。心底、君には呆あきれる」

「饒じよう舌ぜつになるのは怖がっている証しよう拠こ」

「何！」

「ほら、そこに……」

　イーファの肩かたを指差すサキ。

「きゃっ！」

　イーファは思わずサキに飛びつく。

「…………」

「………………」

　おずおずと肩に触ふれてみると、思った通り、そこには何もいない。

「……ふ、ふざけるのも大たい概がいにしろ！」

　イーファはサキを突つき放した。

　と、その時。

「……王都が築きずかれる遥はるか以前から、この地下道は存そん在ざいした」

「隊長？」

　いつの間にか、サキたちに追いついたアランが二人の背はい後ごに立っていた。

「気をつけろ。ハザンがここに逃にげ込んだということは、何らかの勝算があってのことだろう」

「分かれ道がある……いえ、ありますが？」

　周囲を照らし出すイーファ。

　この場所を中心に、幾いくつかの方向に道が延のびているようだ。

「私に敬けい語ごを用いる必要はない」

　アランは飢き魂こんの剣けんを抜く。

　血色の刃はが、正面やや左の通路に反はん応のうして脈打つ。

「……こちらか。お前の中の別の存在は、どう言っている、サキ？」

「そう都合よく答えてくれませんよ、こいつは」

　サキはこめかみを指で突いた。

「帰り道が分かるようにしておけ、イーファ。サキ、お前は殿しんがりだ」

　アランは命じ、三人は慎しん重ちように地下道を進んだ。

　やがて道はさらに幅はばを広げ、霧きりのようなものが漂ただよい始める。

　歩いた距きよ離りは、すでにかなりのもの。

　方向からすると、真上はサキやアギの生まれ育った貧ひん民みん窟くつのあたりだろう。

　あたりは松明の光が隅すみまでとどかないほどの幅があり、天てん井じようまでも相当の高さがある。

「凄すさまじい瘴しよう気きだな」

　アランは、飢魂の剣が細かく振しん動どうするのを感じて眉まゆをひそめた。

「……う」

　嘔おう吐と感を覚え、口に手を当てるイーファ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　後ろからサキが、ささやくように声をかけた。

　イーファの背せ中なかがクスリと震ふるえる。

「僕ぼく、おかしいこと言った？」

「人の心配をするとは、初めて会った時とは、ずいぶん変わってきたな」

「あのね」

「さっきのお返しだ」

　そんなやり取りを耳にしながら、アランは剣の輝かがやきがどす黒さを帯びてきたのを感じて進む速度を緩ゆるめる。

　その時。

「ここまで追ってくるとはな。そこまでして仕つかえる価か値ちのある王かね、ハディングは？」

　前方の霧の中から声。

「ダーレン・ハザン」

　アランは飢魂の剣を横よこ薙なぎに振ふった。

　ザザーッ！

　巻まき起こった風が霧の一部を晴らし、ぼんやりと上方にハザンの姿すがたが浮かび上がる。

「久ひさしいな、アラン坊ぼうや」

　黒い巨きよ大だいな岩のようなものの上に立ったハザンは、アランを見下ろして笑えみを見せた。

「いや、失礼。幼おさない頃ころは、よく遊び相手をしたもので、つい、そう呼よんでしまう」

「老ふけたな、ハザン」

　アランは返す。

「死んだ振りまでして、何をコソコソとやっていた？」

「ハディング打だ倒とうのための、究極の手て駒ごまの復ふつ活かつ。地下に潜もぐったわしの主たる活動は、それだったと言ってよい」

　ハザンは屈かがみ、愛いとしそうに足あし下もとに手を置く。

「こやつが愚ぐ王おうの悪あく政せいに終しゆう焉えんをもたらす、決定的な一いち撃げきとなるのだ」

　巨大な岩に見えたその塊かたまりが、ハザンの声に反はん応のうしたかのように大きく揺ゆれた。

　ゴゴゴゴゴォーッ！

　その振動で、サキたちがいる地下道全体が震え、天井の一部が崩くずれ始める。

「……偶たま々たま入手した古こ文もん書じよを頼たよりに、街の地下に眠ねむっていたこの邪じや妖ようを呼び覚ますには、長い年月と莫ばく大だいな費用が必要だった」

「あれは……何だ？」

　ハザンの足下を見て、声を震わせるイーファ。

　ハザンが立っているのは、無数の触しよく手しゆと眼がん球きゆうを持つ、黒い半はん透とう明めいの、ちょっとした丘ほどもある巨大な軟なん体たい動物の上だったのだ。

『……ほう、ここにもいたとはな』

　サキの中の声が、面おも白しろそうにつぶやく。

「あれ、お前の仲間か？」

　サキが尋たずねる。

『あれは下等な卑ひ妖ようじゃ。わらわや飢魂の剣に封ふうじられた邪妖とは、そこそこ近い存そん在ざいではあるがな』

　仲間と言われて、声は少し傷きずついたようだ。

「下等ってことは、弱いのか？」

『侮あなどるな。長い歳さい月げつをかけて、これだけ肥こえ太るほどに人間の邪心や怨おん念ねんを喰くろうてきておる。わらわとて、そう簡かん単たんに屠ほふれる相手ではないわ』

「邪妖と手を結んで何をするつもりだ、ハザン？」

　不気味に蠢うごめく邪妖の上のハザンに、アランは問いかけた。

「手を結ぶ？　それは違ちがうな、大公殿どの」

　三人を見下ろすハザンの目には、余よ裕ゆうの色がある。

「この邪妖は、完全にわしの支し配はい下かに置かれているのだよ」

『愚かしいことを。卑妖とはいえ、我わが眷けん属ぞくを人間ごときが意のままにできると思うておるのか？』

　と、サキの中の声。

「この地下道は」

　ハザンは大きく腕うでを広げた。

「王都の地下に蜘く蛛もの巣のように広がっている。もしここで、この化け物を暴あばれさせたら街はどうなるとお思いかな、ヴァイマーヘン大公？」

「……街全体を陥かん没ぼつさせる心算つもりか？」

　震しん動どうで周囲の壁かべに亀き裂れつが走るのを見ながら、アランは眉まゆをひそめる。

「そうすると、貴き様さまが支配する街も消える訳わけだが」

「全ぜん域いきを崩ほう壊かいさせる訳ではない」

　ダーレン・ハザンは、自分の頭上を指さした。

「まずはこの上にある貧ひん民みん窟くつ。我々志し士しの要求を吞のんで王が退たい位いすれば、街の破は壊かいはそこで止める。だが、ハディングが飽あくまでも王位に執しゆう着ちやくするのならば、さらに陥没させる地域を広げてゆく」

「この街区に住む貧まずしき人々の数は、一万を超こえる。市民の手に街を取り戻もどすはずの志士が、その一万人を巻まき添ぞえにするか？」

「新時代のために、ささやかな犠ぎ牲せいが出るのは避さけられぬこと。そもそも、薄うす汚ぎたない貧民窟は、救いようのない犯はん罪ざい者しやどもの巣そう窟くつになっておる。消えてくれれば、一いつ般ぱんの市民は喜ぶとは思わぬか？」

「屑くずが……」

　唇くちびるを嚙かむイーファが、腰こしの小しよう剣けんを抜ぬき放つ。

「アラン坊や、貴き殿でんは正当なる王位継けい承しよう者しやで、国民の人気も高かった」

　ハザンは笑え顔がおで手を差し伸のべる。

「わしと手を携たずさえて、新時代を築きずこう。志士による新国家の構こう想そうには、貴殿の席も用意してある」

「人の命を礎いしずえとなして貫つらぬく大たい義ぎなど、私は認みとめない」

　アランは飢き魂こんの剣の切っ先を、ハザンに向けた。

「そんな大義を掲かかげることが正義なら、私は悪と呼よばれることを誇ほこりに思おう」

「そこまで言うか、大公！」

　憎にくしみの炎ほのおが、ハザンの瞳ひとみに宿る。

「けりをつけるぞ、サキ。イーファ、お前には援えん護ごを任まかせる」

　アランは左右を見た。

「はい」

　小剣を逆さか手てに構かまえ、数歩下がるイーファ。

「我が身に宿りし、闇やみの力よ！　血と苦く悶もんと悲ひ嘆たんに飢うえし、悪あしき存在よ！　我……汝なんじを解放す！」

　サキは緋ひの風の衣ころもをまとった。

『気を抜くな』

　警けい告こくする内なる声。

「行くぞ！」

「了りよう解かい！」

　アランとサキは左右に分かれて、巨きよ大だいな邪妖に攻こう撃げきを仕し掛かけた。
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　志士をあらかた掃そう討とうしたディアンたちは、遅おくればせながら現あらわれた他の中隊に任にん務むを引き継つぎ、捕とらえた志士を引き渡わたしていた。

「さんざ苦労して、手て柄がらは山分けかよ」

　舌した打うちをするアギ。

「そう言うな。逃にげた残ざん党とうを捕とらえるためにも、他の中隊の協力は必要だ」

　大剣クレイモアを背せ中なかに戻したディアンが取り成す。

「ねえ、何か、揺ゆれてない？」

　柱に寄よりかかったヴィスナが、眉をひそめて尋たずねた。

「これって地じ震しんじゃないの？」

　と、トリスト。

「違うな。何か、もっとヤバいもんだ」

　アギは窓まどを開けて外を見る。

「……おい！　貧民窟の方！　街が赤く光ってるぞ！」

「まさか？」

　窓から身を乗り出すヴィスナ。

「あれは……サキくんか……隊長ですね？」

　そちらの方向を見ながら、勘かんのいいロレルはつっと眼鏡めがねを押おし上げる。

「いや、両方だ」

　ディアンは頭を振ふった。

「二人を探さがすぞ」
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「七十二柱の邪妖たちよ！」

　アランは手の中の飢魂の剣に呼よびかけた。

「貴様らが欲ほしがってる血なら、これからたっぷりとくれてやる。我わが命に従したがえ！」

　ザシュ！

　血色の刃はが、触しよく手しゆの一本を両りよう断だんする。

　斬きり落とされた触手はのた打ち回ると、やがて薄うす汚よごれた粘ねん液えきと化して消しよう滅めつした。

「見事！　さすがは封ふう魔まの儀ぎを乗り切ったヴァイマーヘン大公と言うべきか。だが、その攻撃がいつまで続くかな！」

　ニヤリとするハザン。

　その言葉通り、無数の触手が次々とアランに迫せまり、次し第だいに追い詰つめてゆく。

　一方。

『本体に迫せまらねば、有ゆう効こうな攻撃とはならぬぞ！』

　内なる声が、触手と戦うサキに告げていた。

『触手に構かまうな！』

「分かってる！」

　と、怒ど鳴なり返すサキ。

　サキの握にぎる普ふ通つうの剣けんでは、衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうする柔やわらかい触手を一撃で断たつことができない。

　その上、飛び散る粘液が甲こう外がい套とうに染しみ込こみ、それが固まって岩のようになるのだ。

「くそっ！」

　サキは重くなった甲外套を脱ぬぎ捨すてた。

　その隙すきに、死角を突ついて数本の触手が襲おそいかかる。

「ちぃ！」

　これを見切ろうとするサキ。

　だが、触手は空中で軌き道どうを変え、サキの身体からだを撥はね上げて岩いわ壁かべに叩たたきつけた。

『無事か⁉』

　起き上がろうとするサキに、内なる声が尋ねる。

「でもない。直ちよく接せつ頭ず蓋がい骨こつを握られて、揺さぶられたみたいな感じ」

『痛いたみはわらわが抑おさえる！　足を止めるな！』

「簡かん単たんに言うなって！」

　半分這はうようにして、何とか動こうとするサキ。

　しかし、その背中を狙ねらい、先せん端たんを槍やりのように尖とがらせた触手が襲いかかる。

　と、その時。

「危あぶない！」

　触手とサキの間に、小剣を手にしたイーファが飛び込んだ。

　キンッ！

　錐きり揉もみ回転する触手の先端に、撥ね上げられる小剣。

「くっ！」

　ズシュッ！

　触手はイーファの腹ふく部ぶを貫つらぬき、その身体を空中に持ち上げる。

「イーファ！」

　振り返ったサキが、自分に向かって伸のばされたイーファの手を握ろうとする。

　だが、指先がかすかに触ふれただけで、サキの手は空をつかむ。

　触手に貫かれたイーファの身体は、邪じや妖ようの本体に開いたイソギンチャクを思わせる口に運ばれ、吞のみ込まれてゆく。

「……イー……ファ？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすサキ。

　そこに、四方から触手が迫る。

「うろたえるな！」

　今度はアランがサキを突き飛ばし、その身代わりに触手に巻まきつかれた。

「ちいっ！」

　岩に叩きつけられるアラン。

「サ……サキ！　私ごと、こいつを刺させ！」

　足先から邪妖に同化してゆくイーファが叫さけんだ。

『あの娘むすめの後ろにある核かく、あれを狙え』

　声が告げる。

　ちょうど、イーファの身体の向こう側に、細さい胞ぼうの核のようなものが見える。

　恐おそらく、それが邪妖の生体機き能のうの中心。

　そこを破は壊かいすれば、邪妖にとって致ち命めい的な一いち撃げきとなることは間ま違ちがいない。

「そんなことをしたら！」

　躊躇ためらいを見せるサキ。

　イーファが死なないといっても、それは通つう常じようの戦いの中での話。

　この状じよう況きようで果たして無事でいられるのか、サキには確かく信しんがない。

「こいつに街を破壊させる心算つもりか！　やれ、サキ！」

　イーファは溶とかされてゆく痛みに意い識しきを失いそうになりながらも、必死で堪こらえ続ける。

「これを使え！」

　触手によって岩壁に押しつけられ、身動きが取れなくなったアランが、飢き魂こんの剣けんをサキに向かって投げた。

　剣はサキの足元に転がると、誘さそうように血色の輝かがやきを増ます。

　一いつ瞬しゆん、その剣に伸びたサキの手が止まる。

「……！」

『どうした、小こ僧ぞう？　あの娘むすめの判はん断だんは正しい、やれ！』

　内なる声が命じる。

　それでもサキは動くことができない。

　ブンッ！

　触手が鞭むちのようにサキを襲おそい、岩に叩きつける。

『サキ！』

「……自分でも分からない」

　額ひたいから流れ出した血を拭ぬぐいながら、サキは頭を振ふった。

「今までだったら、迷まよわずにできたはずなのに……」

『飢魂の剣を取れ、サキ！』

　内なる声も耳に入らないかのように、立ち尽つくし続けるサキ。

「……今、ここに来て迷うとはな」

　ブーツに差した短剣に手を伸ばそうとしながら、アランはつぶやいた。

「これも……あの少女の存そん在ざいゆえ、だというのか？」
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　その頃ころ。

　貧ひん民みん窟くつを含ふくむ街区のあちこちで、震しん動どうによる建物の倒とう壊かいが発生していた。

　四し肢しを潰つぶされ、血の海の中でのた打ち回る者。

　瓦が礫れきの下で、助けを求めて呻うめく声。

　親を失い、泣き叫ぶ子こ供ども。

　九きゆう尾びの猫ねこたちが飛び込んだのは、そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景の真まっ只ただ中なかだった。

「一体、何が起きてるんだ⁉」

　逃にげまどう人々を搔かき分け、何とか整理しようとしながらアギが怒ど鳴なる。

「片かたっ端ぱしから建物が倒れてくぞ！」

「ここらって、日ひ干ぼし煉れん瓦がを積んだだけの粗そ末まつな家が多いからじゃない？」

　そう言いながら、怪け我がをした老女を助け起こすトリスト。

「原げん因いんを考えるのは後だ！　住んでる連中を避ひ難なんさせるぞ！」

　と、ディアン。

「けど、あたしら嫌きらわれ者の守しゆ備び隊の言うことを住民が聞いてくれると思う？」

　ヴィスナが絶ぜつ望ぼうの表ひよう情じようを見せる。

　すると。

「そうした場合はですね……」

　ロレルが一同にウインクし、抜ぬき身の剣けんを手に民家に踏ふみ込んでいった。

「この家は、我われ々われ王都守備隊が接せつ収しゆうする！　死にたくないなら、出て行け！」

　家族で固まって震ふるえていた住人に、ロレルは剣を突つきつける。

　それを見た住民は、悲鳴を上げて家から飛び出していった。

「ほら、こうすれば簡かん単たんですよ？」

　トリストたちを振り返って、眼鏡めがねをつっと押し上げるロレル。

「……また、九尾の猫の評ひよう判ばんが落ちるだろ？」

　顔をしかめるアギ。

「死人が増ふえるよりマシですよ」

　ロレルは肩かたをすくめる。

「よし！　手分けして住民を逃がすぞ！　ロレルは街区の西！　アギは東！　トリストは南！　ヴィスナ、お前は新米隊士たちを率ひきいて怪け我が人の手当てに当たれ！」

　ディアンが一同に向かって告げた。

「おう！」

「やれやれ」

「了りよう解かいです」

「任まかせて！」

　九尾の猫の面々はそれぞれ、持ち場に向かって移い動どうする。

「ヨルカ！　いるなら顔見せろ！」

　九尾の猫の面々が散ると、ディアンはあたりを見み渡わたして叫さけんだ。

「……何よ、ずいぶんな呼よび方ね」

　ふっとディアンの前に現あらわれる、闇やみ隊士の長おさ。

「他の中隊に連れん絡らくして、手て勢ぜいを駆かり集めてくれ！　とてもじゃないが、この街区一帯を避難させるとなると、俺おれたちだけじゃ手が回らない！」

「もう連絡済ずみよ」

　と、ヨルカ。

　その声に応こたえるかのように、甲こう外がい套とうをまとった他の中隊の隊士たちが、黒くろ装しよう束ぞくの闇隊士たちと共に瓦礫の向こうから姿すがたを現わした。

「まったく、私があなたの考えを読めないとでも思っているの？」

　ヨルカは、血で汚よごれたディアンの頰ほおに手を伸のばす。

「お前には敵かなわないな」

　ディアンはその手を強く握にぎり締しめた。




　　　　＊　　＊　　＊




　同時じ刻こく。

　不気味な地面の震動は、王おう城じよう内部でも感じ取られていた。

　ちょうど、大広間において、国王主しゆ催さいの音楽会が開かれている最中のことである。

　観客は主なる家か臣しんと、身分の高い貴き族ぞくたち。

　演えん奏そうするのは、国内各地から集められた一流の楽がく師したちである。

「陛へい下か」

　奏かなでられる夜想曲にハディングが酔よいしれているところに、家臣のひとりが耳元でささやいた。

「貧民窟のある南東の街区で、何やら不ふ穏おんな動きありとの報ほう告こくが。万一の事じ態たいを考え、居きよ室しつに避ひ難なんなされては？」

「無用だ」

　調べに合わせて軽く指先を振ふりながら、ハディングは答える。

「城しろの中でさえ危き険けんが及およぶようであれば、どこに逃にげても同じことだ」

「しかし……」

「くどい」

　その時。

　王にお茶を差し出そうとした十代前半の侍じ女じよが、カップからほんの少し琥こ珀はく色の液えき体たいをこぼし、それが王の衣を汚よごした。

「し、失礼を」

　慌あわてて拭ふこうとする侍女。

　だが。

　ズガッ！

　ハディング王は椅い子すの肘ひじ掛かけに立てかけてあった大剣を鞘さや払はらうと、無む造ぞう作さに侍女の首を刎はね飛ばした。

　自分に何が起きたのか気がつかぬ間に侍女の首は飛び、もうひとりの侍女の足元に転がる。

　首を失った身体からだは、切り口から鮮せん血けつを噴ふき上げながら膝ひざを突いた。

「ひいっ！」

　生首を見て尻しり餅もちを突つく、もうひとりの侍女。

　貴き婦ふ人じんの何人かは悲鳴を上げ、気を失って椅子から転げ落ちる。

　楽師たちも思わず演えん奏そうの手を止める。

「……後で掃そう除じをしておけ」

　床ゆかに座すわり込こんで震ふるえる侍女にハディングは命じ、それから、物もの憂うげな瞳ひとみを楽師たちに向けた。

「続けろ。中ちゆう断だんしたところからでよい」

「は、はい」

　楽師たちは顔色を蒼そう白はくにしたまま、演奏を再さい開かいした。

　恐きよう怖ふのあまり、ほんの少しでも音を外そうものなら、次に刎ねられるのは自分の首だということを感じながら。
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「サキ、君がやれないのなら……！」

　イーファは、手にしていた小しよう剣けんを自分の太ふと腿ももに突き立てた。

　ザクッ！

　鮮せん血けつを噴ふき上げる白刃。

「私が自分でこいつを！」

　イーファは邪じや妖ようと同化した部分を切断し、身の自由を確かく保ほしようというのだ。

「愚おろかな！　その化け物がお前を消化する方が早いぞ、小こ娘むすめ！」

　哄こう笑しようするハザン。

　だが、イーファは渾こん身しんの力を振り絞しぼり、露ろ出しゆつした大だい腿たい骨こつを断たち割わろうとする。

「……イーファ？」

　噴き出す己おのれの血で顔を真っ赤に染そめながらも、決して諦あきらめようとはしない少女の様子を呆ぼう然ぜんと見つめるサキ。

「サキ！　貴様、ルシラだけでなく、イーファまで殺す気か！」

　アランが怒ど鳴なった。

『小こ僧ぞう、わらわを失望させるでない！　この程てい度どの邪妖に手間取るでないわ！』

　心の中の声も告げる。

「……そうだ」

　サキは飢き魂こんの剣けんを拾い上げた。

「仲間……仲間だって、誓ちかったんだった……」

　ブンという唸うなるような音を立て、血色の刃が剣けん圧あつで周囲の空間を歪ゆがめる。

（……仲間、か。ルシラ、仲間って何なのか、僕ぼくにはまだよく分からないよ）

　血みどろのイーファの方を見つめ、サキは柄つかを握にぎる指に力を込めた。

（けど、君は教えてくれた。大切な人を失う時の悲しさを。もう、同じことは絶ぜつ対たいに繰くり返さない。すべてをかけてあの子を守る。それで赦ゆるしてくれるかい、ルシラ？）

「……誰だれが手間取ってるって？」

　サキは内なる声に語りかける。

「おい、化け物。力を貸かせよ。この剣に封ふう印いんされてる七十二柱の邪妖、お前、制せい御ぎよできるだろ？」

『舐なめるな！　この剣に封じられておる程度の格かくの邪妖では、わらわの意い志しに逆さからおうと試みることさえできぬわ！』

　津つ波なみのようにサキを襲おそう、血が滾たぎるような感覚。

　内なる声の持つ力が急きゆう激げきに、身体に流れ込んできているのだ。

「もっとだ！」

　ブワッ！

　力の波動は、サキの魂たましいの一番深いところから溢あふれかえり、周囲の空気を震ふるわせる。

「もっとだ！　もっと寄よ越こせっ！」

　サキは叫さけんだ。

『分かっているのだろうな⁉　これ以上わらわの力を受け入れれば、ぬしの身体からだは砕くだけ散るやも知れぬぞ⁉』

「力、貸すって言っただろうが！　お前の力、全部、こっちに寄越せ！」

『愚おろか者が！　勝手にするがいい！』

　この瞬しゆん間かん、緋ひの風の衣ころもと、飢魂の剣が放つ血色の輝かがやきが融ゆう合ごうし、サキの周囲に虹にじ色いろの渦うずを形成した。

　同時に、右手の剣が、竜りゆうの息吹いぶきを浴びたかのように白熱化する。

「殺せ！　あれは危き険けんだ！」

　その様子を見て、怯おびえたように邪妖に命じるハザン。

　命令に従したがって、サキめがけて百本以上の触しよく手しゆが一いつ斉せいに襲いかかる。

「……無む駄だだ」

　サキは左手を軽く振ふるった。

　指先から発せられた波動が、サキを絡からめ取ろうとした触手を一瞬のうちに弾はじき飛ばして四散させる。

「こんな触手、今の僕なら素す手ででも消し飛ばせる」

　サキは自分の手を見てつぶやく。

「不思議だ……アランと殺やり合った時でさえ、こんな高こう揚ようはなかったのに」

『ふ、わらわも感じているぞ。ぬしとわらわの力が、まるで睦むつみ合う男女のごとく完全にひとつになっておるのを……』

　内なる声が笑う。

『これがあの小娘のためだというのが、妬やけるところではあるがのう』

「……イーファ、行くよ」

　内なる声の揶や揄ゆを無む視しし、炎色の瞳ひとみで少女を見上げるサキ。

「……やって」

　イーファはうなずく。

「剣よ！　我われに従え！」

　地を蹴けったサキは飛ひ翔しようし、大上段だんに振りかぶった飢魂の剣をイーファ目め掛がけて振り下ろした。

　ギュイイイイイイーン！

　サキの手を離はなれる飢魂の剣。

「貫つらぬけえええええっ！」

　七十二柱の邪妖を封じた剣は、周囲の空間を衝しよう撃げき波はで歪ゆがめながら、一直線にイーファに向かって飛んだ。

「くぅ！」

　少女の胸むねに突つき刺ささる、白熱化した刃やいば。

　激げき痛つうと共に、ある種の恍こう惚こつがイーファを包み込み、その身体を大きく仰のけ反ぞらせる。

　ズシュウッ！

　飢魂の剣はイーファの胸を貫かん通つうすると、その背はい後ごにある邪妖の核かくに突き立った。

　そして。

　キーン！

　耳を劈つんざくような不協和音。

　核が紫むらさきの炎ほのおを上げて燃もえ上がり、苦く悶もんする邪妖は不定形の身体を捩よじってイーファの身体を解かい放ほうした。

「間に合え！」

　痙けい攣れんを起こす触手から身を解ほどいたアランが、落下してくるイーファを地面スレスレのところで受け止める。

　深しん紅くの光の渦うずが飢魂の剣を中心に巻まき起こり、邪妖を灰かい燼じんと化してゆく。

「戻れ！　飢魂の剣！」
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　サキが右手を掲かかげて命じると、飢魂の剣はまるでその命に従うかのように邪妖を離れ、その手の中に帰る。

「まだ！　簡かん単たんには逝いかせるもんか！」

　地を蹴って邪妖に肉にく薄はくしたサキは、目にも留とまらぬ剣速で飢魂の剣を繰り出した。

「千せん裂れつ斬ざん！」

　邪妖の半はん透とう明めいの肉にく片へんが、引き千切られて周囲に弾け飛ぶ。

「最後は……鞘さやよ、来い！」

　サキが命じると、アランの腰こしから飢魂の剣の鞘が離れ、ギュンと飛んでサキの左手へ納おさまった。

「行くぞ！」

　もう一度、岩いわ壁かべを蹴って飛翔し、空中で前ぜん傾けい姿し勢せいを取るサキ。

「無音の剣！」

　いったん鞘に戻もどされた剣が、急きゆう降こう下かの体勢から、超ちよう音速で放たれる。

　岩が崩くずれ落ち、土つち煙けむりが上がる中、サキの周囲に生まれる一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　そして。

「滅めつしろ、化け物！」

　衝撃波が光となり、三日月形を描えがいて邪妖の巨きよ体たいを真っ二つに引き裂さく。

「噓うそだ！　噓だあああああっ！」

　絶ぜつ叫きようするハザン。

　光の霧きりが、あたりを覆おおった。
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「起きろ」

　土煙が収おさまり、地下道の崩ほう壊かいがようやく停止した頃ころ。

　気を失っていたハザンの腹はらを、アランが乱らん暴ぼうに蹴った。

「化け物は潰ついえた。貴き様さまの野望と共にな」

「……我われ々われは再さい起きする。歴史の流れを止められはせぬ」

　目を開けたハザンは威い厳げんを保たもとうと、ゆっくりと立ち上がる。

　ガッ！

　サキはハザンを岩壁に押おしつけた。

「……何が歴史だ？　ふざけるな」

「何な故ぜ……ルシラを利用した？」

　再生しつつある脚あしで何とか立ち上がったイーファが尋たずねる。

　腹ふく部ぶに開いた穴あながまだ完全には塞ふさがっていないので、声がか細い。

「ルシラ？」

　怪け訝げんな顔をするダーレン・ハザン。

「覚えていないのか？　貴様が情じよう報ほう収しゆう集しゆうに使っていた闇やみ隊士だ」

　と、アラン。

「あの娘むすめ」

　ハザンはようやく思い出したようだった。

「哀あわれな子よ。捕とらえた時に仲間を拷ごう問もんにかけてそれを見せ、それでもこちらに従したがおうとしないので麻ま薬やく浸づけにした上に、大おお勢ぜいで嬲なぶりものにした。あの娘も新時代のための尊とうとい犠ぎ牲せいだ」

「貴様！」

　小しよう剣けんを突つき立てようとするイーファの手を、サキがつかんで止める。

「志し士しの名が泣くやり口だね」

　サキは剣の先せん端たんを、ほんの少し、ハザンの胸むねに食い込こませた。

「……取って置きの情報がある。我々の間には、妥だ協きようの余よ地ちがあると思うが、アラン坊ぼうや？」

　ハザンは呻うめき、アランの方を見る。

「わしが握にぎっているのは、使いようによっては、ヒベルニアとの戦争を終わらせることも可か能のうな情報だ」

「戦争を……終わらせる？」

　目を細めるアラン。

「その場しのぎの戯たわ言ごとを！」

　イーファは頭を振ふり、吐はき捨すてる。

「……サキ、殺すのは待て」

　アランは命じた。

「……いいですよ」

　サキは珍めずらしく素す直なおにこれに従い、剣を引く。

「そうだ、冷静になれ」

　ハザンは乱みだれた襟えりを直す。

「ヴァイマーヘン大公、貴き殿でんはハディングとは違ちがう。貴殿の目には映うつっているはずだ、滅ほろびゆくこの国の未来が。今こそ我々は……」

「前置きはいい。唄うたえ」

　その首くび筋すじに、イーファが冷たい刃はを当てた。

「……グウェントという街を知っているか？」

「ウートガルト国こつ境きように近い、ヒベルニアの小都市だ。続けろ」

　と、アラン。

「その街を、オルウェン女王が来月の末に訪ほう問もんする」

「女王が？」

　イーファが眉まゆをひそめる。

「聖せい王おう都とにあっては、女王の身辺は警けい戒かいが厳げん重じゆうで手を出すことは不可能だが、グウェントは小都市。警けい備びの隙すきをつく機会がある」

「話が見えんな」

　アランが先を促うながす。

「女王を誘ゆう拐かいできる、そういう話だ。政せい治じ的な実じつ権けんこそないが、聖女王はヒベルニアの精せい神しん的支柱。それを生かしたまま手中に収おさめれば、やつらは必ず講こう和わを申し出てくる」

「……何な故ぜ、あんたがそんな話を？　あんたはヒベルニアに通じているんだろ？」

　サキは尋ねた。

「通じている？　ヒベルニアとは、ハディングを倒たおすために手を組んでいるに過ぎない。それに、女王の存そん在ざいを快こころよく思わぬ者も、ヒベルニアの聖せい職しよく者しやの中には存在する」

「あんたが手を組んでいるのはそうした一いつ派ぱって訳？」

「来きたるべき新時代には、ヒベルニアの改かい革かく派はとの間で和平条じよう約やくが結ばれることになるだろう」

　ハザンは胸を張はった。

「ヴァイマーヘン大公、アラン坊や。わしらと共に、時代を築きずこう」

「聞きたいことは聞いた。……サキ」

　グサッ！

　サキは剣をおもむろにハザンの腹部に突き刺さすと、血のしたたる刃をゆっくりと胃の方向に引き上げていった。

「な……なぜだ？」

　信じられないといった顔つきでサキを見るハザン。

「残念だね」

　サキはもう一度、深くハザンの腹はらを抉えぐる。

「ルシラとの約束なんだ」

「く、くそ……！」

　ハザンは、自分の腹から溢あふれ出た内ない臓ぞうと血の中に沈しずみ込む。

「少年、分かっているの……か？　貴様が今……貫いたのは……この国の未来……だぞ？」

「……仇かたきは討うった」

　サキはハザンを蹴けって仰あお向むけに転がすと、その喉のど元もとを踏ふみつけ、骨ほねを砕くだいた。

　こうして、大物志し士し、ダーレン・ハザンは永えい久きゆうに沈ちん黙もくした。

「……どう思う？」

　サキは剣を鞘さやに納おさめると、アランを振り返る。

「ペラペラと簡かん単たんに喋しやべり過ぎだ、この男。情じよう報ほうの信しん憑ぴよう性せいは低い」

「ま、僕ぼくも普ふ通つうはそう思うけどね。けれど、これだけ信念に凝こり固まってれば、噓うそなんかつけないんじゃない？」

「なるほど……」

　アランは、だらしなく舌したを出しているダーレンの頭を蹴った。

「……この話、乗ってみる価か値ちはあるかも知れない」

　その時。

「サキ、隊長！」

　遠くからディアンたちの声。

　九きゆう尾びの猫ねこの一同が、ようやくサキたちの居い場ば所しよを突つき止めて追ってきたのだ。

「一番面おも白しろいところを見み逃のがしたね」

　サキはやって来たディアンたちを振ふり返ると、いつものように笑えみを投げかけた。
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　深夜。

　大公家の屋や敷しきの庭では、池に映うつる満月を前にリネットがリュートを奏かなでていた。

　アランはリネットのもとにやって来ると、その隣となりに座すわって悲しげな旋せん律りつに耳を傾かたむけた。

「ご首しゆ尾びは？」

　弦げんを爪つま弾びく手を止めずに、リネットは尋たずねる。

「聞かずとも分かっているだろう。ハザンは消した」

「これで叛はん乱らん志し士したちの中ちゆう核かくは失われました。組そ織しきの再さい編へん制せいには、しばらく時間がかかるでしょう」

「そうだな」

「また一歩、王おう座ざへ」

　短調の和音が、静かな夜の庭に響ひびいた。

「不思議な娘むすめだ。私に王になれとけしかけておきながら、王座に近づく度たびに悲しそうな顔をする」

「…………」

　リネットは演えん奏そうを止め、手を伸のばしてアランの頰ほおに触ふれる。

「私のことなど、お気に懸かけなくとも」

「いや」

　アランはその手を握にぎった。

「私が王座に野心を持つとすれば、それはお前が望んだことだからだ」

「……その優やさしさが私を苦しめます」

　リネットの頰を一ひと筋すじの涙なみだが流れる。

「あなたが王となることは、世界にとって必要なことなのです。手て遅おくれになる前に、世界の綻ほころびを修しゆう復ふくするために」

「世界の綻び？」

　アランはリネットを抱だき締しめ、その首筋に唇くちびるを這はわせた。

「世界は遠からず、その綻びから生まれた虚きよ無むに吞のみ込まれ、崩ほう壊かいの時を迎むかえます。それを防ふせげるのは、調停者たる貴方あなたのみ」

　リネットはアランの頭に手を添そえ、顔を自分の方に向ける。

「今夜、ハザンの居い所どころを知らせに来た隊士の少年……」

「サキか？　あれがどうした？」

　と、アラン。

「あの少年の中に、何かがいるのを感じました」

「それは私も気がついている。あいつの身体からだの中には、飢き魂こんの剣けんと同じく邪じや妖ようが、それも途と轍てつもなく強力な邪妖が棲すみついている」

「……では、やはり彼が〝破は壊かい者〟」

　リネットはつぶやく。

「破壊者？」

「世界を完全な破壊によって再さい生せいに導みちびく者。調停者の対ついを成す存そん在ざいです。あなたとあの少年は世界の運命を握る天てん秤びんの両りよう端たんに位置しています」

「面おも白しろい」

　アランは微笑ほほえみ、再ふたたび唇をリネットの肩かたに這わせた。

「笑いごとではありません」

　リネットはほんの少し、怒おこったような顔になる。

「世界を蝕むしばむ十二兆六千八百七十六万の邪妖を統すべる百八柱の邪妖神のうち、七十二柱までは飢魂の剣に封ふうじられていますが、その百八柱すべてを合わせたものよりもさらに邪悪な存在が、三柱の至し高こう邪妖。もし、あの少年が破壊者だとすれば、その中に宿っているのはその三柱のうちが一。完全に覚かく醒せいする前に、あの少年を殺して……あ」
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　アランの唇が耳に触ふれると、リネットは身体からだをビクンと仰のけ反ぞらせた。

「それはできんな。サキはまだ使える」

　アランはそのまま、少女の背せ中なかを愛あい撫ぶする。

「あの少年は、貴方を死に導みちびくやも知れないのです」

　押おし寄よせる快かい感かんの波に逆さからいながら、真しん剣けんな眼まな差ざしを向けようと努力するリネット。

「……いよいよ面白い」

　月明かりの下もと、アランは芝生しばふの上にリネットを横たえ、胸むな元もとを留とめている紐ひもを解といた。
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「まさか、本当に刺さされるとは思わなかった」

　粋すい蜜みつ楼ろうに向かって肩を並ならべて歩きながら、イーファは白い目でサキを見た。

「だってさ、刺せって言ったの、君だよ？」

「普ふ通つう、それでも躊躇ためらうだろう」

「いや、結けつ構こう躊躇ったし、あんまり深手にならないところを狙ねらったじゃないか。それに、君はすぐに回かい復ふくするくせに」

「回復は早いといっても、刺されればやはり痛いたいのだ！」

「……だったら、言わなきゃいいのにさ」

　サキは小さくつぶやく。

「何か⁉」

「……別に」

「まあ、ともかく」

　イーファは、髪かみについた邪妖の粘ねん液えきを爪つめで削けずり落とそうとしながら言った。

「これでしばらく、闇やみ隊士と九きゆう尾びの猫ねこの共同作戦はないな。君たちは通つう常じようの市中警けい備び、私たちは諜ちよう報ほう活動に戻もどる。君と一いつ緒しよに組むことも、あまりないだろう」

「そりゃ残念。僕と君って、結構相あい性しよういいと思うけど？」

「あ、相性は最悪だ！」

　イーファはサキの鼻先に指を突つきつけた。

「君と一緒にいると、命がいくつあっても足りない！」

　ぷっと吹ふき出すサキ。

「わ、笑うな。自分でも今、おかしなことを言ったと気がついた」

　不死の少女は腕うで組ぐみをしてフンと横を向いたが、何な故ぜかそのまま、ペタリと石いし畳だたみの上に座すわり込こんだ。

「どうしたの？」

　サキは顔を覗のぞき込む。

「今日はずいぶんと再さい生せい能のう力りよくを駆く使ししたから、消しよう耗もうした……ようだ」

　立てないらしく、困こまった表ひよう情じようになるイーファ。

「……それじゃ」

　サキはイーファの背中と膝ひざの裏うらに手を回し、お姫ひめ様さまのように抱き上げた。

「馬ば鹿か！　よ、止よせ！」

　イーファは顔を真っ赤にしてサキの頭を叩たたこうとする。

「はいはい」

　抱っこしたまま歩き出すサキ。

「はいはいと言いながら止やめないではないか！」

「歩けないんだから、遠えん慮りよしないの」

「……ったく」

　最初は憤ふん懣まんやる方ないといった様子だったイーファも、しばらくすると諦あきらめて空を見上げた。

「分からない。君は残ざん酷こくで非ひ道どうなのか、それとも、本当は優やさしいのか……」

「人間、そんなに簡かん単たんに割わり切れるもんじゃないって」

「かも知れない」

　イーファは小さくうなずく。

「……けど、下ろせ」

「嫌いやだよ～」

　サキは舌したを出す。

「下ろせ！」

「結構軽いな、イーファは」

　跳はねて見せようとしたサキは、つまずいてちょっとよろける。

「……やっぱ重いかも」

「言うな！」

　二人の背はい後ごでは、東の空が明るくなりかけている。

　王都に、また新たな朝が訪おとずれようとしていた。







　あとがき　ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ







　始めましての人も、お久しぶりの人も、どうも。

　尊そん敬けいする人はキング・カズ、愛する映画は『エクスカリバー』、よく聞くＨＭバンドはラプソディ（今時へヴィ・メタって……）、消したい記き憶おくは数知れず、の南なん房ぼうです。

　一年半振りぐらいに、ファンタジア文庫に戻ってきました。

　今回の作品は、『９ ＴＡＩＬＳ』

　訳やくせば、九本の尻尾しつぽですね。

　物語の舞ぶ台たいは、長年の戦争で疲ひ弊へいしたある王国。

　時代は、腐ふ敗はいした王政を打倒しようと目もく論ろむ〝志し士し〟と呼ばれる叛はん乱らん勢力が現われ、愚ぐ王おうの手て先さきである王おう都と守しゆ備び隊たいと日々、戦いを繰くり広げている頃のこと。

　ひょんなことから九きゆう尾びの猫ねこと呼ばれる第九王都守備隊に入隊することになった少年サキと、彼と運命的な出会いをする異い能のうの少女イーファ。

　そして、正当な王おう位い継けい承しよう者しやでありながら、守備隊の中隊長という地ち位いにある青年アラン。

　その三人が中ちゆう軸じくとなり、物語は展開します。

　一いち応おう、作者としてはラブストーリーの心算つもりなんだけど……。




　……いや～、かなり殺さつ伐ばつとしてますねえ。




　映画化したら、中学生以下の人は見られないぐらいに。

　最初の構想だと和風ファンタジーになるはずが、紆う余よ曲きよく折せつを経へて、ルネッサンス寸すん前ぜんぐらいのヨーロッパ風の世界設定になってるし。

　ま、いっか。

　作品や登場人物が勝手に動き出すのは、いつものことだし。

　……ちなみに、第九王都守備隊の別名で、タイトルの元になっている九尾の猫というのは、先端が九本に分かれた拷ごう問もん用の革かわ鞭むちのことです。

　日本ではこの鞭を特とく殊しゆな人たちが特殊な目的で使ったりもしますけど、作者にはその趣しゆ味みはありません。

　……たぶん。

　ま、それはともかく。

　これからしばらく、みなさんにサキやイーファたちとお付き合いしてもらえれば嬉うれしいな、と思っていますので、よろしくね。




　付ふ記き１




　犬好き担当のＨさんに、作者がいかにつまらないＤＶＤを買い込んで無む駄だ金がねを使っているか、反はん省せいの意味を込めて書け、と言われました。

　でも、無駄遣づかいなんかしてないもんね。

　そりゃあ、『巨きよ人じん獣じゆう　プルトニウム人間の逆ぎやく襲しゆう』とか、『女バイキングと大海獣』とか、『水爆と深海の怪かい物ぶつ』とか『吸きゆう血けつ原げん子し蜘ぐ蛛も』とか、『トレマーズ３』とか、『原始怪獣ドラゴドン』とか、『血の祝祭日』とか、買ったよ。

　けど、五十本に一本ぐらいは『大いなる幻げん影えい』とか、『天てん井じよう桟敷さじきの人々』とか、まともな普ふ通つうの映画も買ってるし、前に挙あげた映画だって、そのうち資料として役に立つ日が……。

　……ううう、来る訳がない。




　付記２




　そう言えば、この９ ＴＡＩＬＳのため？　に、イタリアとスペインに取しゆ材ざい旅行に行ってきました。

　それぞれ、十日間ぐらい。

　取材費、出ません。

　自じ費ひです。

　自じ腹ばらです。

　まあ、中ちゆう世せいの雰ふん囲い気きが残る街まち並なみを見たり、城や博はく物ぶつ館かんを見学したり、いろいろ参さん考こうになるところはありました。

　ドラゴンの人形や、レプリカの剣けんも買い込んだし。

　あと、資料の文ぶん献けんも山ほど。

　詳くわしくは次じ巻かんのあとがきで、ということで。

　だから、次の巻も買ってね。

　あと、ミステリー文庫からも新刊が出てるから、そっちもお願いします。

　……いや、本当に。
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